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仮面が呼んだ予期せぬ出会い




　四月末の夕暮れ時は、まだ肌寒い。

　私、上かみ川かわ美み緒お奈なは、少し湿った潮風を頬に感じながらタクシーをゆっくり降り立った。

　その瞬間ぐらついたヒールの高いパンプスをなんとか持ちこたえ、背筋を伸ばす。周囲に停車しているたくさんの高級車に圧倒されながら足を進め、私はある場所で目の前のものを見上げた。

　全長二百メートルはありそうな豪華客船。テレビでしか見たことのない姿をこんなに間近で見るのは初めて。甲板に灯されたライトが薄紫の空によく映えて、その美しさと船のあまりの大きさに思わず見み惚とれた。

　着飾った人たちが、タラップから船の中に一様に吸い込まれていく。どの人も皆、私では足元にも及ばないセレブのオーラを放っていた。

　あまりにも自分とはかけ離れていて、ふと、このまま進んでもいいものかと不安が押し寄せる。けれど、ここまで来てしまった以上、この船に足を踏み入れずに帰るわけにはいかない。下降気味の気分を奮い立たせ、タラップに立つタキシード姿の受付の人にチケットを見せた。

　四十代に見えるその男性は、チケットと私を目で確認したあと、「ようこそおいでくださいました」と三十度ほど頭を下げた。

　ごくごく普通の庶民である私。その私が、見るからに場違いなところに来たのには訳がある。

　それは五日前のことだった。




　――大勢の人たちで賑にぎわう、ホテルグループ『ル・シェルブル』の本社にある社員食堂。壁一列に設けられたカウンター席で、隣に座る亜あ樹きが私の返事を屈託のない笑顔で待っていた。

「もったいないから、美緒奈に行ってもらいたいの」

　食べ終わったランチのトレーを脇にずらし、テーブルに置いた一枚のチケットをツンツンと指先で突く。そこには【豪華クルーズ船で楽しむ船上パーティー】の文字が躍っていた。

　同期入社の亜樹との付き合いは、今年で六年になる。ふたり揃そろって二十八歳。

　今でこそ仲のいい友人だけれど、入社して間もないころは、人種が違うと私が一方的に敬遠していた。

　なんの手も加えていないボブスタイルの私に対し、亜樹は腰までのロングヘア。瓶底眼鏡が必須アイテムの地味な顔立ちをした私と、彫りの深いアラビア系エキゾチックな美女の亜樹。対照的な容姿は挙げたらキリがないほど。

　その上、彼女の父親は内閣官房副長官も務めたこともある著名人。一般庶民を絵に描いたような私とは生い立ちもまったく違う。

　とにかく、亜樹と私はなにからなにまで正反対のタイプなのだ。

　そんな私たちが仲よくなったのは、入社して三カ月後にあった同期会の幹事を一緒に務めたことがきっかけだった。

　目立つことが嫌いなのにくじ引きで幹事になってしまった上、ペアを組んだのも苦手意識のある亜樹で、私はかなりショックを受けた。ところが、憂鬱で仕方のなかった同期会の準備は、亜樹が会場の手配や同期たちへの連絡をさらりとこなしてくれたおかげで、その補佐をするだけで済んでしまった。

　しかも彼女はただのお嬢様かと思いきや、性格もサバサバしていて、お金持ちを鼻にかけるどころか、地味な私を対等に扱ってくれた。

　そんな彼女に好感を持ち、同期会が終わったあとは亜樹とふたりだけの打ち上げをやるほど親密になった。周りからは変わったコンビだと色眼鏡で見られることもあるけれど、今ではまったく気にならない。

「せっかくゲットした貴重なチケットだから、無駄にしたくないの」

　亜樹は、意思の強さが窺うかがえる、アイメイクによってさらに強調した目で私をじっと見た。

　友達である私には高級志向を求めないものの、日ごろから『結婚の第一条件はお金だ』と公言している彼女は、セレブが集まりそうな場所にちょくちょく顔を出している。今回の船上パーティーはそういった人たちが集う場らしく、チケットは彼女の父親からもらい受けたそうだ。

　しかも集まるのは、〝超一流〟と呼ばれる人たちらしい。なんでも、男性側には年収二千万円以上という規制があるというのだから驚いてしまう。

　一方、女性側にはそれに見合った家柄が求められるらしい。例えば、亜樹のように父親が要職に就いているだとか、会社経営をしているだとか。とにかく、お金持ちだけが手に入れられるチケットだそうだ。

　私にはその資格がないからと断ると、『チケットさえ持っていれば潜り込めるから大丈夫』と返されてしまった。

　そんな貴重な予定を亜樹が蹴らなければならないのには、理由があった。

　二年前に亡くなったおじいさんの法事があるのだそう。おじいちゃん子だったから、欠席するわけにはいかないらしい。

「でも私、そういうのは苦手だから」

　私は肩をすくませて顔をしかめた。

　人には得手、不得手というものがある。社交的な場は、私がもっとも苦手とするところだ。同期会レベルで苦手なのだから、船上パーティーなんてもってのほか。

「もちろん知ってるよ。合コンは今まで一度だって来た試しはないし、同期会でさえ最初の一回きり。美緒奈がこういった華やかな場を苦手としていることは、私もよーくわかってる」

　亜樹が艶のある厚めの唇を突き出す。

　それなら、私じゃなく別の人に譲ったらいいのに。亜樹じゃなくとも、セレブが集まると聞けば、我先にと希望者が殺到するかもしれない。気の乗らない私にあげるより、ずっと有効価値が高まるというもの。

「だから、なおさら美緒奈に行かせたいの」

　どういうこと？

　身を乗り出してきた亜樹に、首を傾げる。

「二十八歳にもなるのに私生活は女を感じさせない過ごし方だし、当然ながら男の影もない。そんな美緒奈のことが、私は心配で仕方がないの」

　なんだそんなことか、と、私は椅子の背もたれに体を預けた。

「私は別にそれで困っていないから」

「せっかく女に生まれたのに」

　亜樹が口をへの字にする。もっと小綺麗にしろと言いたいらしい。

　ひとり暮らしのアパートに帰れば、すぐにゆったりした部屋着に替えて、ダラダラ過ごすことがなによりの私の癒し。録りだめしたドラマを観たり、ミステリー小説を読んだり。寝て起きた状態のまま、休みの日に一歩も外へ出ないこともざらだ。

　そんな生活に拍車がかかったのは、大学時代に付き合っていた彼氏と別れてから。綺麗にしたところで誰が褒めてくれるわけでもない。どんどん見た目に気を遣わなくなっていった。

　それに引き替え、亜樹は週末のたびにパーティーだ、合コンだと大忙し。そのためにネイルサロンや美容院へもまめに行き、ファッションにも詳しい。つくづく私とは正反対の人種だと思う。

「それにね、今は困らなくても何年かしたら絶対に困るの」

　亜樹は私を諭すように、ゆっくりとした口調で言った。

　そこまで断言できる根拠はなんだというの。今どき、結婚が女の幸せだということもない。ひとりで強くたくましく生きている女性はたくさんいるのだから。

「パーティーに着ていくような服だってないし」

「それなら、私のを貸してあげる。サイズはだいたい一緒でしょ」

　身長は百六十センチと同じ。ただ、亜樹のほうがグラマラスだ。

「亜樹みたいに上手にメイクできない」

　ほぼスッピンで通すようになって、数年が経つ。それでは、いくらドレスが綺麗でも浮いてしまう。ただでさえ眼鏡をかけてぼやけた顔なのだから。

　それだけじゃない。髪の毛は、ごく普通のボブスタイル。アレンジのしようがない。

「だいたいね、スッピンを隠すために眼鏡ってのがいけないの」

　かけていた私の眼鏡を亜樹が奪った。

「あ！　ちょっと！」

　返してと手を伸ばすのに、亜樹は腕を伸ばして私から遠ざけた。

「こんな瓶底眼鏡、いまどき誰もかけてないでしょ。コンタクトにしなさい。メイクなら私がやってあげる。美緒奈は素材がいいから、綺麗に変身できるよ」

　それは友達の欲目に違いない。どこをどう見たら、私の素材によさを見出せるのか。亜樹のその目は節穴かと心配にもなる。

　もちろん、メイクをしたことがないわけじゃない。彼氏がいたころにはそれなりにやっていた。でもあまりにも技術がないものだから、彼氏と別れた途端、面倒になってしまったのだ。

　人間は楽なほうへと簡単になびいてしまうものだ、と身をもって思い知った。

「だけど、亜樹はその日、おじいちゃんの法事があるんでしょう？」

　私に構っている時間はないはず。

　ところが亜樹ときたら、それをものともせずに次から次へと解決策を提示していく。

「それは午後からだから、午前中のうちなら大丈夫」

　チケットを見てみたら、そのパーティーは午後五時からになっていた。

　私は亜樹に仕上げてもらったあと、何時間もそのまま着崩れないようにしていなければならないってこと？　そう思うと、ますます気持ちが沈み込む。

「行ったところで、私ひとりじゃ誰ともしゃべれないのがオチだよ」

　この私が、ハイソな人たちと弾むような会話をできるはずがないのだから。

　なんとか行かずに済まないものかと、考えられるだけの理由を並べる。

「まったくもう、美緒奈はただ面倒くさいだけでしょ？」

「うっ……」

　まさにそのとおりで、思わず言葉を失くす。

「そろそろ女でいることに本腰を入れたほうがいいよ。これは私からの忠告。そうじゃないと一生独り身で、死ぬ時に誰も看取ってくれないんだから」

　亜樹は死ぬ時のことまで考えているの？　さすがにそれは、ちょっと先走りすぎじゃないかと思う。まぁ確かに、自分が死ぬ時に誰も寂しがらないのは、あまりにもつらいけれど。

「それに、綺麗に着飾った女性をひとりにしておくような男の人は、そういったパーティーには来ないから」

　つまり、お金持ちは女性を立てるのがうまいということらしい。そんな人たちに接したことすらない私には、まったく未知の世界だ。

「とにかく、美緒奈が行くことに決定ね」

　亜樹は真剣な表情で人差し指をピンと立てた。

「え、ちょっと待って」

「もうダメ。決めたから」

「そんなー」

　亜樹はこうなると誰にも止められない。言いだしたらきかないのだ。

　不安な私を置き去りに、彼女は明るい笑顔へと表情を変えて私の肩をポーンと軽く叩たたく。そして、「お先に」と腰まである長い髪をなびかせ、ランチトレーを持って席を立ってしまった。

「亜樹ってば！」

　そう呼び止めたところで、足を止める彼女ではなかった。




　そうして迎えた、気が重いだけの週末。

　船上パーティーに着ていくドレスを持って私のワンルームのアパートに亜樹がやってきたのは、午前十時を少し過ぎたころだった。このあとすぐに法事が執り行われる会場へ向かうのか、全身黒づくめで。

「ちょっと美緒奈、このお菓子はなんなの？」

　楕円形のローテーブルを指差して、亜樹がため息交じりに呆あきれる。

　そこには、ついさっきまで私が食べていたチョコレートとスナック菓子の残骸が置き去りだった。

「それはちょっと小腹が空いて……」

「もう！　こんなものがあったら、せっかく綺麗に着飾ったって汚しちゃうじゃないの。ほら、片づけて！」

　その辺に丸めてあったコンビニのビニール袋を開き、亜樹がゴミを入れていく。それが終わるや否や、私の変身作業に取りかかった。

「ちょっとなんなのよ、この眉毛は。ボサボサじゃないの」

　向かい合って座った亜樹は、気持ち悪い虫でも見るような目つきを私へ向けた。彼女の目には、毛虫のようにでも映っているのかもしれない。

「……ごめんなさい」

　そういえば、眉毛を手入れしたのは一カ月も前。それも自分でやったわけじゃない。美容院へ行ったついでに、美容師さんが見かねてやってくれたのだ。

　そんな状態なものだからすぐにメイクに入ることができず、肌の手入れから必要になってしまった。亜樹によって眉をカットされ、顔の産毛も剃そられ、念入りにパックまで施される。

　洒しゃ落れっ気のないボブは、ヘアアイロンで変化をつけたニュアンスボブに。もちろん、顔はばっちりメイク。

　亜樹に指示されて買ってきたコンタクトレンズは久しぶりすぎて違和感しかないけれど、眼鏡のわずらわしさから解放された清々しさはあった。

　肝心の洋服は、おとなしめのベージュ色。ケープ風の変形スリーブが施されたカクテルドレスだった。どんな派手なものを着させられるのかと不安だったけれど、きっと亜樹も私の好みを尊重してくれたのだろう。

　そして、首にはホワイトパールのネックレス。これも亜樹からの借り物だ。

「ほら、どう？」

　姿見の鏡の前で、亜樹が私の背後から顔をちょこんと覗のぞかせる。

　ちょっとした緊張の中、恐るおそる目線を上げていき、鏡に映る自分を見た。

　……嘘うそ。これが、私？

　目を疑う姿が鏡に映っていて、思わず放心してしまう。まるで私とは思えない。

「ね？　見事に変身したでしょ？」

　鏡の中の亜樹が笑う。

「美緒奈は化粧映えする顔なんだね」

　それがどういう顔なのか、私には今ひとつわからない。でも、ただひとつ言えることがある。

「亜樹、すごい」

　そのひと言に尽きた。

　眼鏡のあるなしだけじゃない。プチ整形でもしたのでは？と疑うほど目は大きくなっているし、ハイライトのおかげか鼻が高く見える。つやつやの唇は、亜樹のようにぷるんぷるん。ほんの数十分で変わったとは思えない変身ぶりだった。

　成人式でベルトコンベアに乗せられた人形のごとく、流れ作業で着付けとメイクをしてもらった時とはわけが違う。自分で言うのもなんだけれど、いつものぼやけた印象の地味な私とはまるで別人だった。

「かわいいでしょ？」

　うっかりうなずいてしまうと、亜樹は目を細めた。

「今度メイクの仕方を教えてあげるね」

「面倒だからいい」

「ほら、またその言葉」

　亜樹は両手を腰に当てて、皮肉めいたため息をついた。

「今日から〝面倒くさい〟は、いっさい禁止！」

「えー!?」

　私からその言葉を取ってしまったら、いったいなにが残るのか。

「『えー』じゃない」

　ぴしゃりと言われてしまい、口をつぐむしかなかった。

「それと、これは私からのプレゼント」

　気を取り直したように、亜樹が自分のバッグからかわいらしいフォルムの小瓶を取り出す。

「女の子なんだから、これは必須アイテムだよ」

　香水らしい。彼女がふたを取ると、フローラル系の香りが漂ってきた。

「美緒奈にはこのくらい甘くなきゃ。だけど、あまりつけすぎたらダメ。至近距離でふわっと香るくらいが、男の人をドキッとさせられるよ」

　ご丁寧に裏ワザまで伝授してくれた。

「なにからなにまで、ありがとう、亜樹」

　口癖の封印はちょっと痛手としても、ここまで変身できたことは感謝以外にない。

「せっかくだから私の分も楽しんでくること。これをきっかけに、女として目覚めてよね」

　そう言って亜樹は私の背中を押し、慌ただしく出ていった。

『女として目覚めてよ』か……。

　かなり厳しい課題には、さすがに首を縦に振れなかった――。




　そういった経緯で、私は場違いなパーティーへと来たのだ。

　人の波に乗る形で会場へ入ると、きらびやかな光に包まれる。まぶしさに一瞬閉じた目を開けると、たくさんの人たちが既に集まっていた。亜樹から聞いた事前情報によると、参加者は軽く五百人を超えているらしい。

　まぶしいのはライトのせいばかりじゃない。会場内の人たちが放つ輝かしい装いのせいもあるのだろう。女性の大半はイブニングドレスを身にまとい、男性はタキシード姿が多い。優雅な振る舞いは、まるでレッドカーペットを歩く芸能人を見ているような感覚になるほど。私には到底出せないセレブ感は、どの人を見てもそうだった。

　そういったものは、きっと内面から漂ってしまうだろうから、いくら着飾ったところでごまかしきれない。私から庶民の気配がだだ漏れていないか、と思うと、ますます不安になった。

　パーティーはビュッフェスタイルらしく、出入口から向かって正面と左手の壁一面、それから中央にもたくさんの料理が並べられている。

　すると、三十代半ばと思われるひとりの男性が慌ただしく私の横を通り過ぎていき、正面に設けられたマイクスタンドの前に立った。

「皆さま、大変お待たせいたしました」

　黒いタキシードに身を包み、オールバックにした黒髪はワックスのせいか艶っぽく光っている。彼が主催者なのか、開始の挨拶をするようだ。

「今こ宵よいは、世界から選ばれし方たちにお集まりいただきました」

　その言葉に、胃がキリキリと痛む。私にその資格はないと言われたような気がしたから。

　事実、私とは住む世界が違うだろうと思われる人たちしか、ここにはいない。心細さが募って、今すぐ消えてしまいたいくらいだった。

　挨拶が続けられる中、脇を通ったボーイが私にワイングラスを差し出す。

「あ、ありがとうございます」

　ためらいながらも、ひとまず受け取った。

「それでは乾杯」

　私が自信喪失しているうちに乾杯の音頭まで進んだようだ。

　周りでグラスを合わせる音が響き、私も近くにいた人からグラスを合わせてもらった。背の高い外国の男性だった。

　優雅な笑みに、ぎこちない会釈しか返せない。もう帰りたい。その一心だった。

　出席者たちが思い思いに会場内で歓談を始める。日本語と英語以外の言語も飛び交っていて、国際的なパーティーであることを窺わせる。

　当然のことながら私はどの輪にも加われず、ひとり立ち尽くす。

　私が庶民の空気を醸し出しているせいで、避けられているのかもしれない。そんな卑屈な思いに支配されながら、すごい場に来てしまったのだと改めて思い知らされた。

　亜樹が言ってくれたように、この場を楽しむ余裕は、私には持てそうにない。このワインを飲み終えたら帰ろう。

　そう決めて壁際に身を寄せた時だった。

「おひとりですか？」

　不意に、男性からそんな声がかけられた。

「……はい」

　こういうパーティーで男性は女性をひとりでは置いておかない、という亜樹の言葉は本当のようだ。

　安あん堵どと不安の入り交じった複雑な感情で、顔をゆっくりと上げていく。

　ところが、その男性の顔を見て言葉を失くす。私の時間だけ止まってしまった感覚だった。

　なんとその男性は、私が勤めているル・シェルブルの副社長、芹せり川かわ京きょう介すけだったのだ。

　ル・シェルブルは、傘下に三つのホテルブランドを持ち、国内・海外合わせて三十のホテルを展開。昨年度の売上は一千億円で、従業員は三千人を超す。

　そんな日本屈指の高級ホテルグループの副社長を前にして、私は一瞬で頭の中が真っ白になり、口を半開きにし目を見開いたまま、思考回路が遮断されたような感覚で彼を見つめる。

　優雅なアーチを描きながらも強さを感じる眉。切れ長のシャープな目元。細くまっすぐな鼻び梁りょう。自然な状態でも口角の上がった薄い唇。普段はサラサラで栗くり色いろの髪は、整髪料でスタイリッシュにまとめられている。

　ライトを浴びて艶めくグレーのタキシードが端正な顔をより引き立て、薄っすらと花柄が描かれた蝶ちょうネクタイはセンスを感じさせる。いつも会社で見ているシックな色合いとは違った華やかな装いが、私の目に新鮮に映った。まるでおとぎ話の王子様が、現実に現れたみたいだった。

　社長の息子でありながら、それをひけらかすこともなく真面目で穏やかな人柄の副社長は、普段から社内での評判はすこぶるいい。三十三歳で独身ということもあり、女子社員からの人気は絶大。顔よし性格よし、さらに高収入なら、それも当然だろう。

　ここだけの話、私も密かに憧れを抱いている。といっても、現実的に好意を持っているというよりは、芸能人を好きなのと同じような感覚。

　絶対的に手の届かない人。それが、芹川副社長だから。

　そんな人がいきなり目の前に現れ、私に話しかけている。信じられない状況だった。

「どうかしましたか？」

　副社長は長身の腰を折り曲げて、深い色味をした瞳で私の顔を覗き込んだ。なにも答えない私を不審に思ったのか、探るように切れ長の目を細める。

　私は、思わず一歩うしろへ足が出た。

「あ、いえ……」

　とっさに目を逸らして首を横に振る。

　この場をどう切り抜けたらいいのか、考えも及ばなかった。

　会社での私は、中期経営計画の策定や年間予算の策定、新規事業計画や企業の社会的責任であるＣＳＲの推進などを職務とする企画部で、新規事業計画の事務処理を担当している。経営の根幹に関わることが主なため、経営陣と接する機会も多い。当然ながら、副社長も私のことは知っている。

　私のような人間がこんな場に潜り込んでいると気づいたら、どう思うだろう。なんて女だと蔑むかもしれない。身のほど知らずだと、品性を疑われる可能性だってある。

　嫌な緊張に包まれる中、そっと副社長の顔を窺う。

　すると、その目には、私に対する疑惑のような色は見えなかった。

　嘘……。私が上川美緒奈だと、気づいていないの……？

　でも、それも当然かもしれない。今の私は、会社の私とはまったくの別人だから。一番のトレードマークである瓶底眼鏡も、今夜はしていない。

　極度の緊張が徐々に解けていく。

　でもまさか、副社長がこのパーティーに出席しているとは思わなかった。確かに、ここにいてもおかしくはないレベルの人種ではある。年収基準も軽くクリアしているだろう。とはいえ、これほど大勢の中で私に声をかけてくることを確率にしてみたら、かなりの低さに違いない。

「具合でも悪いですか？」

「いえ、ちょっとこういう場には不慣れで……」

　つい正直に話してしまってから、もう一歩後退した。副社長が私に近づいたからだ。

　いくら経営陣と接する機会が多いとはいえ、いち社員の私が副社長と近距離で話をすることはない。こういった場同様に、副社長との接近戦にも慣れていない。

「それで、なんだか危なっかしかったんですね」

　副社長の表情がフッと和らぐ。

「……私、そんなふうでしたか？」

「はい。会場に入ってきた時から、あっちへふらふら、こっちへふらふらと」

　副社長は柔らかな笑顔で言った。

　そんなに歩き回ったつもりはないけれど、ずっと観察されていたのかと思うと恥ずかしい。

「よかったら、なにか食べませんか？」

　副社長は絶やさず笑みを浮かべ、料理が並ぶほうを指差した。

　今は私が従業員だとバレていなくても、どこかでボロが出る可能性は十分にある。できれば正体がバレる前に退散するのが得策だ。とはいえ、ここで断って不自然に思われたくはない。とにかく、今はこの場をなんとかやり過ごそう。

「……ですが、緊張で食べられる気がしないんです」

　どこを向いてもセレブばかり。立ち居振る舞いはもちろんのこと、食べ方まで美しい。そんな中で、ぎこちない動きを見せてしまうのはできれば避けたい。

　ただ、一度ならず二度までも正直に白状してしまって、ちょっと後悔した。一応、私もセレブとして振る舞わなければならないと思い出したからだ。

「そんなに硬くならなくて大丈夫ですよ。みんな、自分のことしか考えていないから」

　副社長はざっと見渡し、遠くへ視線を向けたままどこか冷めたように言った。

「……はい？」

「いや、言葉が悪かったかな。ほかの人の動向よりも、自分がどう見られているかのほうに気を取られているんです」

　私へと舞い戻った副社長の目元がフッと緩む。

「それは、ふ――」

　思わず〝副社長〟と言いそうになって、慌てて言葉を止める。

「あなたもですか？」

「あ、まだ名乗っていませんでしたね。芹川京介です」

　そう言ってから、副社長は私の目をじっと見つめた。私の名前も教えてほしいという空気を醸し出す。

　とはいえ、さすがに本名はまずい。

「私は、川かわ上かみナオミです」

　とっさに〝上川美緒奈〟を、それぞれ逆から読んでみた。

「それじゃ、ナオミさん、少し付き合ってくれませんか」

　不意に副社長が私の腰に手を回す。それがあまりにも自然な動作だったものだから、避けることはできなかった。

　初めて足を踏み入れた世界と私の生きてきた世界は、天と地ほどの差があるようだ。スマートなエスコートをされ、カチンコチンに体が固まってしまう。それこそ、セレブの欠片もない。はたから見たら、有名なＳＦ映画のロボットのように見えるだろう。

　とにかくお嬢様らしくおしとやかに。普段のがさつな自分を封印することに必死になる。

　料理の並んだテーブルに着くと、副社長が皿を取った。

「どれがいい？」

　副社長に料理を取り分けてもらうなんてとんでもない。つい従業員根性で「私がやります」と皿に手を伸ばすと、副社長は「こういう時は男に任せておけばいいんだよ」と優しく教えてくれた。

「……あ。じゃあ、サーモンのマリネと、そのタコの唐揚げをいただけますか？」

　遠慮しつつも料理を指差すと、副社長が「オッケー」と言いながら取り分け用のスプーンを持つ。

「タコの唐揚げ、好き？」

「はい、大好きなんです」

　こりこりとした歯ごたえがなによりお気に入りだ。

「俺も好きなんです。よし、少し多めに取って、ふたりでシェアしようか」

「あ、はい……」

　普段から男の人には慣れていない上、ハイスペックの男性から優しくされる機会はないに等しい。しかも、相手は副社長。仕事では、彼の紳士的で真面目な姿は知っていたけれど、女性として扱われたことはないものだから、つい胸を高鳴らせてしまう。

「はい、どうぞ」

　副社長は、綺麗に盛りつけられた皿を「ちょっと多すぎたかな」と苦笑しながら私に手渡す。

　受け取った皿の上でフォークがカタカタと音を立てた。私の手が震えていたせいだ。

「ありがとうございます」

　お礼を言うと、副社長は再び私の腰に手を回した。

　息が詰まるほどに驚く。体をビクンとさせてしまったことに、どうか気づかないでと願うばかりだった。

　そして副社長は、比較的スペースの空いているところで足を止めた。

「さっきの話だけど、俺もそうだよ。人のことより、自分がどう見られているかが気になる」

「そうなんですか？」

　普段の様子からは全然感じられない。むしろ周りに気を配っているほうだと思う。今だって、危なっかしい私を心配して声をかけてくれたのだろう。

「こんなことをしたらナオミさんにどう思われるかな、とか。もしかしたら声をかけられて鬱陶しく思われているかな、とかね」

　副社長がおどけて笑う。私の緊張を解こうとしてくれているのかもしれない。

「ひとりぼっちでどうしようかと思っていたので、正直助かりました」

　その相手が副社長だという驚きと緊張はひとまず置いておき、おかげで居心地の悪さはだいぶ薄れたし、ホッとした部分のほうが今となっては大きい。

「そう？　それならよかった」

　柔らかく微笑む副社長に、つい見惚れる。

　なんて均整のとれた顔なんだろう。品性を感じさせる上、こんなに優しいのだ。きっと女性は放っておかないだろう。

　それは、さっきから副社長にチラチラと送られる、女性からの視線も物語っている。誰もが機会を見つけて声をかけようとチャンスを狙っているのは、私でもわかった。

　そんな人の隣に私がいていいのかな。『どうしてあんな女性のそばにいるんだろう』なんて思われていないかな……。

　そう考えだした途端、副社長に申し訳ない気持ちになった。

「こういうところは慣れてないって言ってたけど、今日はどうしてここへ？」

　ギクリとした。

　ここにいる資格のないことがバレてしまったのかもしれない。いくら着飾ったところで、内面から出る庶民ぶりは隠し通せるものじゃない。上流階級の人たちと接することの多い副社長なら、私が偽っていることはお見通しなのかも。

　嫌な汗が背筋を伝う。

「えっと……父の関係で……」

「ナオミさんのお父さんって、会社経営とかしてるの？」

「……えぇ、まぁそうですね」

　これはあながち嘘ではない。規模はさておき一応は経営者。房ぼう総そうで小さな民宿を営んでいる。ただ、うちの父では、年収基準のあるパーティーへの参加資格はきっとない。二千万円はさすがにクリアできないと思う。

「芹川さんは――」

「京介でいいよ」

「ですが……」

　さすがにそんな呼び方はできない。名字にさん付けでも、かなりの冒険だというのに。

「それじゃ、〝京介さん〟ならいい？」

　副社長はニコニコと笑みを浮かべる。

「いえ、それもちょっと……」

　いっそのこと、副社長と呼んでしまいたいくらい。そのほうがどれだけ楽か。ただ、それを口に出してしまったら、私は一巻の終わりだけど。

「ま、無理強いもよくないか。ナオミさんの好きに呼んでくれていいよ」

　割とすんなり引き下がってくれたものの、さすがの副社長も困ったような顔をしていて、ちょっと悪いことをしてしまったかと心配になる。

「食べないの？」

「いえ、いただきます」

　まずはサーモンのマリネを口に運んだ。

　おいしいのはわかったけれど、味を見分している余裕はいっさいない。慣れない場にいることよりも、副社長がそばにいることのほうが私にプレッシャーを与えている。

　食べることで自分をごまかそうと、次にタコの唐揚げを頬張った。弾力のある歯ごたえをリズムよく咀そ嚼しゃくし、次々と口へ入れていく。

　副社長が目を細めて私を見ていることに気づいたのは、皿からタコの唐揚げが姿を消した時だった。

「あ、すみません。芹川さんの分まで……」

　うっかりして全部平らげてしまった。

「俺のことは気にしないで。本当にタコの唐揚げが好きなんだね」

　副社長が、なぜか嬉うれしそうに顔をほころばせる。

　もしかしたら、よく食べる女だと思われてしまったかな……。

　恥ずかしさに俯うつむいた時だった。少し離れたところでガシャーンと皿の割れるような音が響き渡る。

　そちらを見てみると、スタッフの女性が参加者の男性に「申し訳ありません」と頭を下げていた。

　とっさに体が動く。持っていた皿をためらいもなく副社長に預け、その場に急行した。

　一種の職業病と言ってもいいかもしれない。大学卒業後にル・シェルブルへ入社した私は、ホテルのフロントやレストランなどで経験を積んだあと、本社の企画部へ一年前に配属された。現場にいたころに染みついた接客が、今のようにとっさに出てしまうことはよくあることだった。

「大丈夫ですか？　お怪我はありませんか？」

　スタッフと参加者の双方に声をかける。

　床にはワイングラスなのか、真っ赤な染みと破片が散らばっていた。男性客にぶつかって落としてしまったのだろう。

　早く破片を拾わないと。掃除用具はどこだろう。

　思わずその場に私がしゃがみ込むと、「お客様にそのようなことをさせるわけには！」と女性スタッフが慌てた。

「すぐに片づけますので、お客様はどうぞあちらへ」

　スタッフに私がそう促されていると、副社長の足が視界に入った。

「ナオミさん、行きましょう」

　副社長が私の両肩を支え、立たせる。そして私の手から破片を取り、女性スタッフへ渡した。

　余計なことをしてしまった、と思ってもあとの祭りだ。

　こういう場で、お客がスタッフを差し置いて裏方的なことをするのはマナー的によくない。セレブが集う場なら、なおさら皆の目は厳しいだろう。そうだとすると、一緒にいる副社長に恥ずかしい思いをさせてしまったことになる。

「あの、申し訳ありません……」

　肩をすくめて頭を下げる。声が小さく震えた。

　副社長が「どうして謝るの？」と、私の顔を覗き込む。優しい目だった。

　責められているようには感じないものの、黙り込むしかない。

「謝る必要はないよ」

「ですが、出すぎたことをしてしまいました……」

　今もまだ、私の様子を冷めた目で遠巻きに眺める人たちの気配を感じる。

「そうは思わないよ」

　私の背中に当てられた副社長の手が温かかった。

「あっちへ行こうか」

「……はい」

　副社長は背中をそっと押し、私をその場から引き離してくれた。

　どこまでも優しい副社長に、胸の奥が熱くなる。

　広い会場で人の少ないスペースまで来ると、私たちはそこで立ち止まった。

「ル・シェルブルって知ってる？」

　唐突に聞かれて、心臓が飛び上がる。

　……まさか、私に気づいた？

　副社長の顔色を窺いながら、顎を引きうなずく。正体がバレることへのカウントダウンのように、鼓動が嫌なリズムを刻んだ。

「父親がそこの社長をしているんだ」

　胸ポケットから名刺を取り出し、副社長が私に差し出す。つまり、私の正体にはまだ勘づいていないということだ。

　よかった……。

　細く長く息を吐き出す。何度か見たことのある副社長の名刺を受け取り、初めて見たかのように「副社長さんなんですね」と言った。

　彼は軽くうなずき、「そこにいる気分になったよ」と微笑んだ。

「……はい？」

「うちの従業員を見ている感じだった」

　またもやギクリとする。

「そ、そうなんですね」

　このパーティーが終わるまで私の心臓はもつのかな……。

「自分で言うのもなんだけど、うちのスタッフの接客はなかなかなんだ。対処が素早い」

　そう言われて悪い気はしない。

「ナオミさんは、接客業の経験があるの？」

「あ、いえ……」

　なんと答えればいいのかわからない。『ある』と言ったほうがいいのか、それともお嬢様の振りを貫いて『働いた経験はない』と答えたほうがいいのか。頭の中が軽いパニックになっていると、副社長は「ごめん、詮索するつもりはないんだ」と引き下がってくれた。

　気づかれないようにゆっくりと息を放つ。

「でも、もしかして妹さんか弟さんはいる？」

「はい。弟がひとり」

「やっぱりね。きっと面倒見のいいお姉さんなんだろうね」

　副社長は優しく笑ってくれた。

　両親が民宿の仕事で忙しく、三つ下の弟がいつも私にまとわりついていた記憶はある。繁忙期には夕飯もふたりで食べることが多かったし、そういう点では一般的な姉弟よりは関係が密だったかもしれない。

「両親が仕事で忙しかったので、ふたりでいることは多かったですけど……」

「弟さんからしたら、頼りになるお姉さんだっただろうね」

　軽く首を横に振ることで私が謙遜すると、副社長が柔らかく微笑む。そして、「甲板に出てみようか」と不意に私の手を取った。

　ドクンと心臓が音を立てる。それは、今までで一番激しい鼓動の振り幅だった。

　男の人と手が触れ合ったのは、何年振りだろう。大学生以来だとしたら、八年近く経っている。免疫はまるでナシと言っても過言ではない。

　しかもそれが、密かに憧れていた副社長の手なのだ。ドキドキを通り越して、心臓が突然止まってしまってもおかしくない。

　少し歩きだすと、その手は再び私の腰に回された。

　高いヒールのパンプスに慣れない上、全身に力が入って変な歩き方になる。

　対して、副社長の華麗な身のこなしといったらない。仕草から表情から、マイナス点をつける要素がどこにもないのだ。顔見知りなのか、甲板に向かう途中ですれ違う人たちと軽く挨拶を交わしながら、私を優しくエスコートしてくれた。

　それが、とにかくくすぐったい。居心地の悪いような、ちょっとした優越感に浸れるような、ごちゃごちゃの感情だった。

　甲板へ出ると、潮風が私たちの周りをぐるりと取り囲んでは吹き抜けていく。春とはいえ、風は冷たかった。

　整髪料でまとめた髪を乱されているというのに、副社長は凛りんとして美しい。

　私は、自分の置かれている状況が未だに信じられなかった。

　雲の上の存在ともいえる副社長の隣にいる不思議。テレビ番組の企画で、視聴者プレゼントと称して芸能人とデートをしているような感覚だ。

　いくつかあるベンチのひとつに腰を下ろすと同時に、私の両肩に優しい重みがかかる。副社長が自分のジャケットを脱いで私にかけてくれたのだ。

「あの……」

「少し寒いから」

「でも、それじゃ芹川さんが――」

　ジャケットを返そうとすると、やんわりと手で制された。

「俺は大丈夫」

　ふわりとした笑みを返してくれた。

「……ありがとうございます」

　こういう人のことをフェミニストと呼ぶのだろう。私が知っている数少ない男性の中にはいないタイプだ。

　彼はとにかく優しい。しかもそれが恩着せがましかったり、わざとらしかったりしない。生まれながらにして身に付いているものとしか思えなかった。

　船は東京湾をクルーズしていく。東京のきらびやかなネオンが遠くに見えた。その中でひときわ目立つのは、大きな観覧車だった。

　気づくと、私たち以外にもたくさんの人たちが甲板の上に出ている。

　視線を泳がせていると、「これから花火が上がるよ」と副社長が教えてくれた。

「花火？」

　まさか船の上で花火を鑑賞することになるとは。きっとその花火も、このパーティーに出席している人たちのためだけのもの。普通に生活していたのでは、到底経験のできないことだ。

　最初のひとつが打ち上がり、夜空に美しい花を咲かせる。甲板からは小さな歓声が上がった。

「綺麗……」

　自然と私の口からこぼれる。

「綺麗だね」

　副社長が同じことをつぶやいたのでそちらを見ると、夜空ではなく私を見ていた。

　目の合った副社長が、そのまま私に視線を注ぎ続ける。

　どうしたらいいのかわからなくて、不自然に目を逸らして俯いてしまった。

　ドーンという重低音が何度も鳴り、連続で花火が花を開く。それに連動するように、私の鼓動も音を立てていった。




「ナオミさん、ここを抜け出さない？」

　私の耳元で副社長がそう囁いたのは、花火が終わった直後のことだった。

　甲板に出ていた人たちが再び船内へと流れていく中、彼を見る。

「実は行きたいところがあって、ナオミさんが付き合ってくれると助かるんだ」

「……行きたいところ、ですか？」

　副社長ははにかみながらうなずいた。

　いったいどこなんだろう。

　私の返事を待つまでもなく、彼が私の手を取る。軽く引くようにして私を立たせ、ごく自然に腰を引き寄せて歩きだした。

「車はどうしてる？」

　豪華客船のタラップを下りながら聞かれ、なんのことかと考えを巡らせる。

　すぐに答えられずに黙っていると、副社長は「車はどこに待たせているの？」と顔を覗き込んだ。

　目の前にズラッと並んだ高級車を見て、それがなんであるのか、やっと思い当たった。

「……あ、車ですね」

『ちょっと遠くに』とごまかしてしまおうかと思ったものの、『そこまで一緒に行こう』と言われては困ると考え直す。

「帰りが何時になるかわからないので、先に帰ってもらったんです」

「それは好都合」

　そう言って微笑んだ副社長に伴われ、高級車の列の間を歩いていく。そして私たちは一台の黒いセダンの横で立ち止まった。会社の前に横づけされているのを何度か見たことのある車だ。

　副社長に気づいて運転手が降り立つ。彼もまた、見知った顔だった。

「彼女も一緒に」と副社長が言うと、運転手は「かしこまりました」と左側の後部座席に回り込んでドアを開けてくれた。

　私が先に乗り、あとから副社長が行き先を告げながら乗る。

　中は想像どおりの高級仕様だった。グレーのレザーシートはスプリングがほどよく、背もたれのホールド感が心地いい。

　運転手が乗り込むと、運転席と後部座席を隔てる壁が姿を現した。

　映画やテレビでしか見たことのない造りに驚きが隠せない。ただ、そんな素振りを見せるわけにはいかず、平静を装ってシートに体を預けると、車は静かに発進した。

　背後に見える豪華客船がどんどん小さくなっていく。

　ほかに誰もいない空間に副社長とふたりきりになったことで、今まで以上の緊張感に包まれた。

「どこへ行くんですか？」

「それは着いてからのお楽しみ」

　彼がいたずらに笑う。

「ただ、俺のことを笑わないでくれると助かるな」

　副社長を笑う？　本当に、いったいどこへ連れていくつもりなんだろう。

　その目の奥を覗いてみてもヒントさえ見つからなくて、曖昧な笑みで返すしかなかった。

　しばらくすると、車は街中の比較的交通量の多いところで停められた。

「帰りはタクシーを使うので、待たなくて大丈夫です」

　運転手にそう告げ、先に降り立った副社長が手を伸ばす。

　そこに自分の手を重ねると、彼はゆっくりと引き上げて私を車から降ろしてくれた。

「ありがとうございます」

　お礼を伝えると、彼は柔らかな笑みを目元に浮かべた。

「前から一度来たいと思っていた店なんだ」

　赤いレンガ造りの小さな店構えが私たちの目の前にはあった。

　副社長に手を引かれて入ってみると、カウンター席がいくつかと、テーブル席が五つほどあるこぢんまりとした喫茶店だった。

「いらっしゃいませ。二名様ですね」

　店員が私たちをひとつだけ空いていたテーブル席へと案内する。

　いかにもパーティーから抜け出してきたような格好に、ほかのお客さんからチラチラと視線を投げかけられる。その中には、副社長を見て「素敵」と小声で囁き合う女性のふたり連れもいた。

　漂う気品は、どうしたって隠しきれない。そんな人と一緒にいることが嬉しい反面、私で申し訳なくなる気持ちもあった。

　向かい合って座った副社長は、テーブルに広げたメニューを楽しそうに眺めた。

「俺はマンゴーパフェ」

「えっ……」

　意外なチョイスに思わず声を漏らす。

　すると副社長は照れくさそうに鼻の下をこすった。

「うちの秘書たちが、ここのマンゴーパフェがおいしいって話しているのを聞いてね」

「甘いものがお好きなんですか？」

「大好物」

　副社長は決まりの悪そうな顔をして答えた。

　スイーツ好きの男の人がいるのは珍しいことではないけれど、副社長もそのひとりだとは思いもしなかった。どちらかというと、ブラックコーヒーを優雅に飲むイメージだったから。

「ひとりでこういうところでパフェを食べるわけにはいかないからね」

　それで、私が一緒だと助かると言ったのか。笑わないでほしい、とも。

　恥ずかしそうにしている副社長がなんだかかわいらしかった。

「ナオミさん、甘いものは？」

「はい、好きです」

　わざわざ出かけて食べるよりは、コンビニスイーツが定番だけれど。

　すると副社長がパッと顔を明るくする。

「それじゃ、ナオミさんも同じものにする？」

「どうしようかな……」

　マンゴーパフェもおいしそうだけど、その隣のプリンパフェも捨てがたい。

　私の迷っている目線に気づいたのか、副社長は「それじゃ、ふたりで半分ずつ食べよう」と言いだした。

　どうしようかと思ったものの、嬉しい提案に頬が緩む。

　私の反応で気をよくしたらしい副社長は店員を呼ぶと、マンゴーパフェとプリンパフェをひとつずつ注文した。

「スイーツの食べ歩きをしたりするんですか？」

　秘書たちの会話を聞いて出向こうと考えるのなら、普段からこうして誰かを誘っているのかもしれない。

「なかなかそういう時間が取れないのが実情かな」

　言われて、それもそうだと思い直した。

　なんせ、ル・シェルブルの副社長。忙しくないわけがない。

「それに、男ひとりで食べるのもカッコつかないしね。だから、普段はせいぜいケーキ屋で自分の分じゃない振りをして買うか、コンビニが多いかな」

「私もです」

　コンビニに反応して、つい激しく同意してしまった。テーブルに身を乗り出すというリアクションまでつけて。

　それに、女性と一緒に食べているわけではなさそうな言い方に、勝手に嬉しくなる。

　副社長は一瞬きょとんとしたあと、ゆっくりと目を細めた。

「ナオミさんも一緒なんて光栄だな」

　そう言われて、セレブのナオミがコンビニに出入りしていてよかったのかと、さっきの発言が不安になる。とはいえ、副社長もそうならば問題はないかと、都合のいい安心材料をすぐに見つけた。

「『ミニステップ』の季節限定パフェは、なかなかおいしいよね」

「私も大好きです」

　まさか副社長の口からコンビニのパフェの名前が出てくるとは。彼なら、『高たか田だフルーツパーラー』だとか『兆ちょう疋びき屋や』とかの高級店のほうがしっくりくる。でも、そこはギャップがあっていいかもしれない。

　ひとり、ひっそりとウキウキしてしまった。

「お待たせいたしました」

　ほどなくして運ばれてきたふたつのパフェは、どちらも写真で見る以上にボリュームがあった。副社長が注文したマンゴーパフェは、今にもグラスからこぼれ落ちてしまいそうなほど贅ぜい沢たくに、マンゴーが乗っている。

　プリンパフェには、手の平サイズのプリンの上にたっぷりと絞られた生クリーム。そのまた上にリンゴやメロンがふんだんに添えられていた。

　早速、生クリームのたっぷり付いたマンゴーを副社長が頬張る。そしてしばらく咀嚼したあと、顔に笑みが溢あふれた。

「おいしいですか？」

「期待以上」

　食べる手を止められないといった様子で、次々と副社長の口に運ばれていく。嬉しくてニコニコせずにはいられないみたいだ。

　子供みたいな笑顔に、私まで気分が弾む。

「……あ、ごめん。シェアしようと思って注文したのに、ひとり占めしちゃったね」

　照れ笑いを浮かべながら、副社長がスプーンにマンゴーとアイスクリームを乗せて、なんのためらいもなく私に差し出す。

　突然のことに、どうしたらいいのかわからない。目を瞬かせてマンゴーと副社長を見ていると、彼は「どうぞ」とさらにスプーンを突き出した。

　さすがに〝あーん〟と食べさせてもらうわけにもいかないし、このままでは間接キスになってしまう。

　固まった状態でいると、副社長は「口開けて」とさらなる要求を私に突きつけた。

　優しい眼まな差ざしで微笑まれて、ノーとは言えない。この場の和んだ空気を壊したくなかった。

　気が引けながらも、おずおずと口を開ける。すると躊ちゅう躇ちょなくスプーンが私の口の中へと突入してきた。その瞬間、マンゴーの甘い香りが鼻から抜けていく。

　濃厚なバニラにとろんとしたマンゴーが、絶妙なバランスだった。

「おいしいです」

　素直な感想を伝えると、副社長はこれまで以上に嬉しそうな顔をした。

　そんな表情を見て、私まで幸せな気分になる。

「ナオミさんは本当においしそうに食べるね」

「おいしいものは大好きです」

　つい食い意地の張ったようなことを言ってしまい、我に返る。

　お嬢様なら控えめに俯くくらいがよかったのかも……。

　ところが副社長はクスッと笑みを漏らしたあと、私をまぶしそうに見つめた。

「そのプリンもおいしそうだね」

「……あ、お先にどうぞ」

　私を見つめたわけじゃない。副社長はプリンパフェに熱視線を送っていたようだ。

　スプーンと一緒にパフェグラスを彼のほうへ滑らせると、「ナオミさんからどうぞ」と副社長はそれを元へと戻し、私が食べるのをじっと見入って待った。

　そうされれば食べないわけにはいかない。注目されているという緊張の中、プリンをすくって口に持っていった。

「どう？」

「こっちもおいしいです。いかにも手作り感のあるプリンは甘さも控えめで」

　生クリームをたっぷりつけても、くどくない。ふた口目を口へ運んだところで、副社長の視線に気づいた。

「あ、ごめんなさい。私ひとりで……」

　おいしさにつられて、ついひとり占めするところだった。

　副社長はまるで〝待て〟をされた子犬のように、無邪気な目で私を見ていた。

　これはもしかして、〝あーん〟を待っているの……？

　スプーンでプリンをすくったものの、土壇場で勇気を持てずに空中で一時停止。

　すると副社長は笑みを浮かべたままスプーンを指差し、続けざまに自分の口を差した。やはり、〝あーん〟しろということらしい。

　プルプルと震える手。それをなんとか彼の口元へと移動させる。

　するのも、されるのも、ものすごく恥ずかしい。

　副社長はプリンを食べると、さっき同様に嬉しそうに頬をほころばせた。

　会社で見る普段の副社長とは違う姿に、胸を躍らせる自分がいることに、遅ればせながら気がついた。通常モードではない鼓動を意識した途端、さらに心拍数が上がっていく。

　交互に食べさせ合いながら、もう少しこの時間が続けばいいのにと願う自分がいた。早くパーティー会場から立ち去りたいと思っていたことが嘘のようだった。




　店を出て少し歩いたところにタクシー乗り場はあった。三台が待機していて、私たちが近づくと先頭の一台の後部座席のドアが開いた。

「お先にどうぞ」

　副社長に譲ると、「送っていくよ」と彼が私の腰を引き寄せる。てっきり別々に乗るものだとばかり思っていたから、「えっ」と絶句したまま立ち止まってしまった。

「ナオミさん、先に乗って」

　すると副社長は、流れるような動作で私を後部座席へと乗せる。断る隙もなかった。

　運転手に私が住むおおまかな場所を告げると、車は走りだした。

　この車から降りれば、夢の時間もいよいよ終わりを告げる。ふわふわとしていた心地は、ラストが見えてきた途端にかすかな痛みへと変わっていった。

　それは、普段とは違う世界に足を踏み入れた高揚感を手離したくないからなのか、それとも、憧れにすぎなかった副社長が私の現実世界に現れてしまったからなのか。自分でもよくわからなかった。

　タクシーの中で静かな時間を過ごしているうち、見知った景色が見え始める。私のアパートの近くだ。

　ただ、そこで降ろしてもらうわけにはいかない。ごく普通の三階建てのアパートに、あのパーティーに出席するほどの人が住んでいるはずはないのだから。

〝ナオミ〟に見合ったマンションを探して、窓の外に目を凝らす。

　その時、わずか左前方にタワーマンションを捕らえた。最近建ったばかりのそれは、周りの建物の中でも抜きんでた高級感を醸し出していて、ライトアップの効果も手伝って、かなりゴージャスな印象を与える。

　あれにしよう、と即決した。

「あの茶色いマンションの前で降ろしてください」

　タクシーの運転手に告げると、軽いブレーキ音と共に車が停められた。

　これで本当に終わり。ナオミとして副社長に会うのは、今夜限りだ。

　どことなく寂しい思いを抱えながらバッグを握りしめる。

　先に降り立った副社長が伸ばした手に、自分の手を重ねた。そして、軽く引かれる格好で降りた時だった。

　副社長が私を引き寄せ、なんとその腕の中に収まってしまった。

　唐突すぎて事態を呑のみ込めない。確かなのは、手違いで副社長が私を抱きしめたのではないということだけ。彼の腕が私の背中に回されていたからだ。

　瞬間的に張りつめた胸が苦しい。呼吸の仕方を忘れてしまったように、息がうまくできなかった。

「……芹川さん？」

　かろうじて名前を呼ぶと……。

「また会ってくれる？」

　私の耳元で囁いた言葉に、尋常じゃないほどに鼓動が速く打つ。

　思いがけないひと言だった。タクシーを降りたら上川美緒奈に戻ると思っていたから。私に舞い降りた展開が、頭の中でうまく処理できない。

　副社長は私をそっと引きはがすと、今度は優しい目で私を見つめた。

「ナオミさん、会ってくれるよね？」

　拒否を想定していないような聞き方だった。

　その眼差しに熱を感じて、逸らすことすらできない。ひとつの答えしか、私にはもう残されていない気がした。しかも既に彼に惹ひかれ始めている私に、〝ノー〟は存在していなかった。

　また会える嬉しさに胸が震える。

「……はい」

　思わずうなずいた次の瞬間、唇に柔らかい感触が触れた。

　数秒後、それが離れた時に初めて、キスされたのだと気がついた。ロープで全身を巻かれたように、体が動かない。

　目が合った副社長に微笑まれて、恥ずかしさに俯いた。

　彼がおもむろに名刺を私へと差し出す。

　それならさっき船上でもらったばかりだと、手を出すのをためらっていると、彼はそれを裏返しにした。そこには走り書きで数字が並んでいる。

「これがプライベートのナンバーだから」

　私の手を取り、手の平に乗せた。

「連絡、待ってる」

　副社長はそう言うと、タクシーに乗り込んだ。

　窓越しに手を振られ、つられるようにして私も指先で軽く振り返す。

　突然おとぎ話のヒロインになってしまった感覚だった。頭ではまだ信じられなくて、でも心は嬉しさに震える。

　ゆっくり発進したタクシーのテールランプが見えなくなっても、私はしばらくその場から動けなかった。

　どれくらいそうしていたのか、呆ぼう然ぜんとしたまま、ただ惰だ性せいで足を出す。

　気づいた時には、自分が住むアパートの前だった。タワーマンションからの道のりの記憶はない。

　部屋に入れば、テーブルの脇には、昼間に亜樹が口を結んだゴミ袋が無造作に置かれていた。










夢の時間の延長戦




　週が明けた月曜日。いつもより遅いランチをとるため、私は社員食堂へと来ていた。地上二十階建ての本社ビルにある社員食堂は、十九階にあって眺望がなかなかいいと評判だ。

　和風定食を選び、窓際に配置されたカウンター席の隅に腰を下ろす。そして、いざ食べようと箸を持った時だった。

「みーおーな」

　うしろから抑揚を付けて名前を呼ばれた。亜樹だった。

　あのパーティーはどうだったかと聞かれることがわかっていたから、彼女に会わないように時間をずらしたつもりが、失策に終わってしまった。

　あれから二日近く経っても、私の頭の中は混乱状態。許容範囲を超えた出来事だったので、亜樹になんて話せばいいのか整理がついていなかった。

「……亜樹も今だったの？」

「私はちょっと前から」

　なんと、亜樹までお昼がずれ込んでいたとは。いつもだいたい十二時ジャストだから、てっきりいないだろうと思っていた。計算違いだ。

「なに、その〝ちょっとまずいな〟という顔は」

　なんて鋭いのだ。

「ううん、そんなことはないよ」

　思わず声が上ずる。

　亜樹は見定めるように目を細めて私を見たあと、「こっちに移動するね」と、離れたテーブルからトレーを運んできた。

「どうしてまた瓶底眼鏡なのよ。せっかくコンタクトにしたのに」

「……いや、その……面倒――」

「その言葉は禁止って言ったでしょ？」

　亜樹にすぐさま遮られる。

　でも、ナオミが上川美緒奈だとバレるわけにはいかないのだ。眼鏡を外したところですっぴんなら副社長は気づかないだろうけど、念を入れるに越したことはない。

「メールは返信がないし、いったいどうしたのかと気になって仕方がなかったんだから」

　亜樹が唇を前へ突き出し、私を横目に見る。やはり、あのパーティーのことを聞く気満々だ。

「それで、どうだった？　楽しかったでしょ？」

　その問いに、眼鏡をずり上げながら、なんて答えようかと迷う。

　楽しかったのは間違いない。ただ、そこに別の感情まで紛れ込んでいるから困るのだ。

「誰かと知り合えた？」

「うーん……」

「なによ、気を持たせないで教えてよ。もしかして石油王とか!?」

　首をぶんぶん横に振った。

　それっぽい人は、いたことはいた。でも私はアラブの言葉を話せないから、挨拶すら交わせなかった。

「それじゃあ、政財界のプリンスとか」

「そういう人たちも来てたの？」

「もちろん。だから行きたかったんだよね。まぁ、別の機会もあるからいいけど」

　頬ほお杖づえを突き、亜樹はフッと笑った。

「それで？」

　亜樹が話を元に戻そうと、質問を繰り返す。

「……それでって？」

　ごまかしたところでどうにもならないことは、今までの経験からわかっていた。亜樹は、気になったことはとことん突き詰めるタイプだからだ。

　いつだったか、同期の女の子が社内不倫しているという噂うわさが立ったことがあり、真相を確かめるべく聞き込み調査まがいのことをした過去もある。それがあけすけだったものだから友人本人の耳に入り、ちょっとした騒動になった。結局、不倫はでまかせだったのだけど。

「ランチの時間をずらして私を避けなければならないようなことが、美緒奈の身に起きたんでしょ？」

　ドキッとせずにはいられない。黒い瞳でじっと見つめられて、不自然に逸らした。

　亜樹の〝検証の対象〟になったのは初めてかもしれない。今まで、私には男性絡みの〝ネタ〟はなかったから。

「まさか、お持ち帰りされたりしちゃった？」

「おも、おも、お持ち帰りなんて」

　口がわなわなと震える。そこまでの急展開は、さすがに私の心臓が壊れてしまう。

「そっか。それじゃ、素敵な誰かと意気投合して、また会う約束でもした？」

　亜樹はあっさりと引き下がり、次の質問をぶつけてきた。

　しかもそれが大正解だったものだから私はなにも言えず、間抜けにも口をパクパクとさせる。

　そんな私を見て、亜樹は糸で引っ張っぱられたように口角を持ち上げた。

「ほらね。行ってよかったでしょ？　これで美緒奈にもようやく春の訪れだね。私も、がんばって美緒奈を変身させた甲か斐いがあったってものだよ。それでどんな人？　なにをやってる人？　いい男？」

　亜樹は食べかけの定食そっちのけで、私のほうへ身を乗り出した。目がキラキラと輝いて見える。

　彼女の質問に、たったひと言で済ませられる答えを私は知っている。でも、どうしたって言うことをためらう。雲の上の人とはいえ、身近すぎるからだ。

「もしかして……私の知っている人なの？」

　いつまでも答えないせいで、かえって怪しまれてしまった。

「……うん」

「厚労省の牧まき田たさん？　あ、それとも北きた村むら参議院議員の政策秘書の内うち館だてさん？　そういえば、三み輪わさんも行くって言っていたような……」

　亜樹が次々に名前を挙げていく。

　当然ながら、私はどの名前にも首を横に振った。

「それじゃ、誰？」

　獲物を逃すまいというような目で亜樹が私を捕らえる。

　そこまで追い詰められて答えないわけにはいかない。周りに人がいないか確認してから、亜樹に顔を近づけた。

「副社長」

　耳元で小さく言うと、亜樹は「え!?」と目を剥いた。大きな目が落ちてしまいそうになる。

「副社長って、芹川副社長のこと？」

　私がうなずくと、亜樹は「えー！　彼が来てたの!?」と声のトーンを上げた。

「やっぱり私が行きたかったー」

　亜樹が恨み節を言う。

　今さらそんなことを言われたって、私だって困る。半ば強引に行かされたのに。

「副社長とお近づきになるチャンスを逃したかぁ」

　がっくりと肩を落とし、大きなため息まで漏らす亜樹。

　同じ社内にいる彼女なら、いつだって近づく機会はあるだろうに。容姿も家柄もいい彼女なら、副社長とつり合いも取れる。

「それはそうと、また会う約束をしたのが副社長なの？」

　亜樹が私の腕を掴つかみ、顔を近づけて目を丸くした。

　彼女から少し離れて首を縦に振ると、亜樹は一瞬時が止まったかのように固まったあと、「羨ましいー！」と顔をくしゃっとさせ首を小刻みに横に振った。座りながら地団駄まで踏む。

　これでは、キスまでされたことは絶対に言えない。

「ところで、あっちは美緒奈に気づいたの？」

「……ううん、全然気づかなかった」

　いつもは地味な眼鏡女の私。亜樹の手で変身させてもらわなかったら、絶対に声をかけられなかっただろう。

「名乗らなかったの？」

「名乗れないよ。あんなパーティーに出られるような資格、私にはないから」

「それじゃあ、偽名？」

　うなずきながら「身分も」と付け加えた。

　運転手付きの車があるような素振りをしてしまった。その上、高級マンションに住んでいることにまで。

「でも会う約束したんでしょ？　これからどうするの？」

　力なく首を横に振った。

　どうしたらいいのか、私のほうこそ教えてほしい。

　夢見心地の誘惑に負けて、連絡先をもらってしまった。私のナンバーを教えたわけではないから、こちらからかけなければ永遠につながることはないのだけど。

　別れ際のキスを思い出しただけで、脈が速まる。あまりにドクンドクンと鼓動が打つものだから、宥なだめるために胸にそっと手を当てた。

　そのあとも亜樹にパーティーの報告をしていて時間がなくなり、和風定食のほとんどに手をつけられないまま時間切れとなってしまった。とはいえ、胸がいっぱいで食欲が減退気味だから空腹を感じることもない。

　亜樹と別れエレベーターで十二階まで下降し、私の所属する企画部へと向かう。

　すると、ドアを開けて入ったところで、なにやらざわついた雰囲気を感じた。

「あ、上川さん、今から緊急の打ち合わせだそうですよ」

　ノートパソコンを抱えながら私に報告したのは、ふたつ後輩の荒あら野のくんだった。

　女の子が羨むほど大きな目に小ぶりの鼻。天パーの髪は、たんぽぽの綿毛のようにふわふわとしている。だけど全体的にかわいらしい印象の顔立ちに反し、体は筋肉質でムキムキ。週のうち五日もジムに通って鍛えているらしい。顔と体のアンバランスさがいいと、年齢に関係なく女子社員の人気も高い。

「打ち合わせ？」

「そうなんですよ。急で申し訳ありませんが」

　聞き返した私に答えてくれたのは、企画部の岸きし本もと部長だった。

　五十代も半ばに差しかかり、このごろは白髪も混じり始めてきた。海外のル・シェルブルグループで支配人も務めたやり手で、三年前に企画部長に。現場で長く活躍してきただけあって、物腰の柔らかさの中に強さを感じさせる。

「副社長が直々にお願いしたいことがあるそうで」

「副社長が!?」

　副社長という単語を聞いただけで、私の胸はざわつく。

「どうかしましたか？」

「あ、いえっ」

　今までそんなことは一度だってなかったのに。手の届かない憧れの存在が、一夜にして手の届くところにきてしまったせいだ。ただしそれは、偽りの自分を演じてこそ。

　それが頭ではわかっていても、心は〝ナオミ〟と共有している。そう簡単に切り離して考えられなかった。

「あれ？　上川さん、なんか感じが変わりました？」

　荒野くんが腰をかがめて私の顔を覗き込む。

「そ、そんなことないよ。なにも変わってないから」

　強く否定し、とっさに一歩後退して俯いた。

　今日はいつものすっぴんに眼鏡。変わったところいったら、眉毛を整えたくらいだ。そんな些さ細さいな変化に気づくところが、女子から人気のある理由なのかもしれない。

「そうですか？　なんかこざっぱりとした感じに見えますよ」

「もう、いいから。ほら、早く行くよ」

　荒野くんがしつこくじろじろと見るものだから、そこから逃れようと私もノートパソコンを抱えた。

　私も含めた企画部の部員八名が、隣の打ち合わせ室へ集結する。ロの字型に配置されたテーブルにそれぞれ着いたところで、副社長が現れた。

　その顔を見て、私ひとりで大きく鼓動を弾ませる。

　いつものように仕立てのいいスーツは、シックな濃紺。私は男性物スーツのブランドには詳しくないけれど、高級なイタリア製のオーダーメイドだと女子社員たちが話しているのを聞いたことがある。この前の夜のような華やかな装いではないにしても、紳士的な空気は変わらない。

　彼にエスコートされた夜が一気に蘇よみがえったものだから、視線をさまよわせてしまった。

　副社長のほうは当然ながら、私がナオミだとは気づかない。プライベートの夜だったあの時とは違い、彼は表情を引きしめていた。

「皆さん、お忙しいところ、申し訳ありません。ひとつ提案したいことがあって、お時間を取っていただきました」

　副社長は律儀に頭を下げたあと、ゆっくりと話しだす。

　私たち従業員に対してでも丁寧な口調で穏やかに話すのは、副社長のいいところだ。

　会社の上層部ともなれば、上から目線で物事を進める人のほうが多い。しかし社長も副社長も物腰が柔らかくて、さすがは接客業のトップとも言われるホテルマンだと思わせる。

　そういった態度で臨まれると、私たち従業員も素直に話を聞こうという気分になれる。取締役の中には高圧的な態度を取る人も少なからずいて、その人たちには副社長の爪の垢あかを煎じて飲ませてあげたいところだ。

　なんだか今日は、やけに副社長の長所が目につくな……。もしかしたらそれは、あの夜のせい？　遠い存在の彼と思いもしない時間を過ごして、憧れから現実的な好意へと変化したからなのかな。どうしても、いいところにばかり目がいってしまう。

　とはいえ、今は仕事中。ともすれば浮かれてしまう心を懸命に軌道修正し、副社長の言葉に耳を傾けた。

「仕事やレジャーで頻繁にホテルを利用する顧客は、型どおりのサービスでは満足しません。彼らが求めているのは、一人ひとりに合わせたサービスだということは皆さんもご承知かと思います」

　副社長の口調に熱が込められるのを感じた。

　旅行業界で顧客に合わせたサービスの重要性が高まっていることは、たびたび耳にする。会社の中期経営計画を策定する際に、顧客データを活かしたなんらかの方法を模索すべきじゃないかと話題に上がったばかりだ。それが顧客との関係強化につながる。

「先日、カナダの『ラッセルズ』に初めて泊まったのですが……」

　副社長が話を進める。

　ラッセルズといえば、世界各地にホテルを展開する一流ホテルグループのうちのひとつ。ル・シェルブルより規模も大きい。

「こちらが申告する前に、好みの枕の硬さから食事の嗜し好こうまで把握していたのです。それは、その数カ月前に同じホテルグループの『インテルノ』に宿泊した時に伝えていたものでした」

「つまり、それが同じ系列ホテルでも網羅できるよう一元管理されていたというわけですか」

　岸本部長の言葉に、副社長が大きくうなずく。

　それはちょっとした驚きだ。うちも三ブランドのホテルがあるけれど、そのホテル間では顧客情報の共有が不十分だから。例えば、〝高層階で、エレベーターから遠い部屋〟を希望した場合、その嗜好データはホテルのローカルシステムに保存されても、それ以上活かされることはない。

「顧客の立場で考えてみれば、同じホテルグループを利用していれば、嗜好データはすべてのホテルで共有されていると考えて当然だとは思いませんか？」

　副社長は極めて穏やかに私たちに訴えかけた。

　誠実で的確な考えだ。確かに副社長の言うとおりだと思う。

『数週間前に利用したホテルと同じ系列なのに、なんで同じことを聞かれるんだろう』と思う顧客はいるに違いない。今までそういった苦情は上がってきていないものの、お客様の心の中に小さな不満として鬱積している可能性は大いにある。

　岸本部長を始め、企画部の面々は深くうなずいた。

「そろそろうちも、デジタルインフラやツールへの投資に本腰を入れる時かもしれません」

　漠然と掲げた〝顧客データの活用〟を形のあるものに。副社長はそう言っているのだ。

「では早速、情報システム部へそういった情報を収集できる管理システムを構築できないかかけ合ってみます」

　岸本部長がそう答えると、副社長は「よろしくお願いします」と丁寧に頭を下げた。




　あの夜から十日が過ぎようとしていた。

　副社長の連絡先が書かれた名刺を出してはしまうことを繰り返し、手書きの文字を眺めてはため息を漏らした。

　昨夜は、お風呂上がりの部屋で、プライベートナンバーの十一桁のうち十桁までをスマホでタップし、ラストのひと桁は思いとどまった。

　私はいったいなにをやっているんだろう。一夜限りの夢の時間にすぎなかったのに。

　副社長に優しくされて、キスまでされて、すっかり舞い上がって『また会いたい』とうなずいてしまった。でも、私は上川美緒奈。ナオミじゃない。

　会っていいはずがないのだ。会ってしまったら、嘘をつき続けなければならなくなる。

　スマホをテーブルに置き、カーペットの上にゴロンと寝転んだ。

　それに、ほかにいくらでも恋人候補のいそうな副社長のこと。私のことはとっくに忘れている可能性だってある。社交辞令で誘っただけなのにと煩わしく思われるのも怖かった。そもそも、つり合いの取れない私が副社長に連絡をしていいはずがない。

　結論は、何度もそこに落ち着いてしまった。




　そんな想いを胸に抱えていたお昼のあと、亜樹と並んでトイレで歯磨きをしている時のことだった。

「このごろ、元気ないよね、副社長」

「うん。どこか体の具合でも悪いのかな」

　少し離れた洗面台にいた女子社員の会話が聞こえてきた。鏡越しにチラリと見ると、それは秘書室のふたりだった。

〝副社長〟というフレーズに、あれからずっと私の耳は過剰に反応してしまう。今もまた、瞬時に盗み聞きモードに入った。

「ほら、副社長ってプライベート用のスマホを持っているでしょう？　あれを取り出しては、なにかを操作するわけでもなくじっと眺めたりして。ため息までついたり」

「誰かからの連絡でも待っているのかな」

　どうしたってドキッとしてしまう。私ではない可能性だってあるのに。

　鏡の中で亜樹と目が合った。なにか言いたそうに、その瞳が揺れる。

「そうだとしたら誰なんだろう。やっぱり女性かな」

「そうなんじゃない？　でも羨ましい。副社長にため息をつかせるなんて」

「ほんと。どんな女性だろうね」

　ふたりはしばらくその話題で盛り上がったあと、メイクポーチを持ってトイレを出ていった。

「今の話、美緒奈のことなんじゃないの？」

　待っていましたとばかりに亜樹が口を開き、私の腕をギュッと掴んだ。

「……違うよ」

　喜んだあとに落ち込むのが怖くて、自分にも言い聞かせるつもりで言う。

　傷つくのが嫌なくせに、胸の鼓動はスピードを速めるという矛盾。

「だって、会いたいって言われたんでしょ？　絶対そうだよ」

「ほかの人のことだよ。私のはずがない」

　あれから十日が経っているのだから、私と出会ったあと別の女性となにかがあってもおかしくない。

　だけど、あの夜の別れ際のことを思い返して、『もしかしたら』と期待が顔を出す。

　私の頭の中は、自分に都合のいい考えと悪い考えがせめぎ合っていた。

「知ってる？　人って最初の二十分間で、また会いたいかどうかが決まるんだって。彼が『会いたい』と言ったのなら、社交辞令でも嘘でもないと思うな」

　亜樹が親身になって諭すように言う。

「でも……」

「恋愛はね、頭で考えるとどんどん難しくなるの。思うままに動くのが一番なんだよ。美緒奈が会いたくないと思っているのなら無理に会えとは言わないけど」

　亜樹が『どうなの？』と、私の返事を待つ。

　頭で考えるよりも心で？　そうだとしたら私は……。

「……会いたい、かも」

「〝かも〟？」

　亜樹が眉間にシワを刻んで聞き返す。

　でも正直、怖かった。私は〝ナオミ〟ではないから。

「それじゃ、相手が副社長だとか、美緒奈が嘘をついた事実だとか、そういったことを抜きに考えたらどうなの？　肩書きを抜きにした芹川京介に会いたいと思うかどうか」

　副社長という肩書きをなしにして？　私の嘘もなかったことに？

　彼の優しいリードや手のぬくもり、交わした会話を思い返す。すると途端に鼓動が高鳴っていき、呼吸も浅くなる。

「どう？　もう会いたくない？」

　亜樹は小首を傾げて私を見た。

　息が詰まるほどに焦がれる、胸が圧迫されるような感覚をどう処理したらいいのかわからない。

「亜樹……」

　思わず彼女にすがりつく。

「会いたいんでしょ？」

　聞かれてうなずく。切なさに心が悲鳴を上げそうだった。

　会いたくてたまらない。ナオミとしてしか会えないとしても。

「素直でよろしい」

　亜樹は笑みを浮かべながら私の頭を撫なでた。

　私は誰かに背中を押してもらいたかったのかもしれない。会うべきじゃないとブレーキをかける自分をあと押ししてほしかっただけ。

　鏡に映る、冴さえない私を見た。

　副社長が連絡を待っている相手は、私じゃなく〝ナオミ〟。でも、それでもいい。もう一度だけ、ナオミとして副社長に会いたかった。




　その日の夜。私は、自宅のソファの上で正座をしていた。スマホを持ち、緊張に震える指先で副社長のプライベートナンバーをひとつずつ慎重にタップしていく。

　最後までタップし終え、呼び出し音が鳴り始めた。

　それにつられて、緊張度合いが右肩上がりになっていく。これ以上、急激なカーブは描けないというくらいだ。単なる電話連絡が、これほどストレスになるのは初めてだった。

　呼び出し音が途切れると同時に、神経が耳へと一気に集中する。聞こえる音だけじゃなく、向こうから伝わるわずかな気配までも感じ取りたかった。

《はい、芹川ですが……？》

　疑問を含ませた名乗り方だった。見知らぬ番号だったせいだろう。

　意を決して息を吸い込む。

「あの――」

《もしかして、ナオミさん？》

　こちらが名乗るより早く、副社長が問いかける。さっきとは打って変わって、声が弾んでいるように聞こえる。

「そう……です」

　たったひと言で私だと気づき、しかも喜んでくれているようにも思えて、一気に緊張が解かれた。

《本当にナオミさん？》

「……はい」

《よかった……》

　ため息と一緒に漏れたような言葉だった。

《ずっと待ってたんだ》

　声色から、その言葉に嘘は感じない。……ううん、私が感じたくないだけなのかもしれない。傷つかないための予防線は、まだ拭い去れなかった。

《連絡をくれたってことは、会ってくれるってことだよね？》

　土壇場で迷ったものの、「はい」と答える。

《それじゃあ、今から会わない？》

「えっ!?」

　あまりにも性急すぎるものだから、素すっ頓とん狂きょうな声が出た。

　とっさに仰ぎ見た時計は、もう午後九時を回っている。お風呂にも入って、パジャマ姿だし、これからだなんて、とてもじゃないけど無理だ。〝ヘアメイク担当〟もいない。

《さすがに無理だよね、ごめん。明日の夜はどう？》

　手帳を見なくとも、予定は空白だ。

「……はい、大丈夫です」

　例え冗談でも、すぐに会いたいと言われて、胸が大きく高鳴る。張り巡らせてきた予防線は、嬉しいことに出番がなくなった。

《それじゃ決まり。明日の午後七時、ナオミさんのマンションまで迎えに行くから》

　副社長はそう言って電話を切った。

　通話が切れたあとも、私は放心状態。スマホを握りしめたまま、鼓動はまだ落ち着かない。ベッドに入ってからも、副社長との電話の余韻が残り、頭の中で何度もやり取りがリピートされる。

　おかげで眠れたのは、午前二時をとうに回ったころだった。




　翌日は定時の午後五時半ぴったりで仕事を切り上げ、昨夜のうちにヘアメイクをお願いしていた亜樹を伴って私のアパートへと帰ってきた。

「時間がないから今日は私がやってあげるけど、自分でもできるようにならないと困るだろうから、やり方をよーく観察して覚えてね」

　そう言って、この前と同じように亜樹が私を変身させていく。まるでプロかと思うくらいに手際がいい。

　次回があるのかどうかはわからないけれど、亜樹の言うように自分でも上手にメイクできるようになりたい。あとで復習できるよう、固定したスマホで動画を撮影しながら臨んだ。

「――よし、完成っと」

　十五分後、この前のパーティーメイクを控えめにした顔ができあがった。

　アースカラー系の地味な洋服ばかりの私に、ありがたいことに亜樹は前回同様、洋服まで用意してくれた。

　春だし、最初のデートはパステルカラーがいいだろうと、淡いピンク色のフレアスカートに、ボウタイがついた柔らかいシフォンブラウス。濃紺のテーラードジャケットを羽織り、少し早目に待ち合わせ場所へと向かった。

　先日降ろしてもらった高級マンションは、私のアパートから歩いて五分のところにある。そこにはまだ、副社長らしき迎えは到着していなかった。

『私はお嬢様のナオミ。おしとやかに優雅に』と、自己暗示をかける。

　エントランスから少し離れた場所に立って待つこと十分。私の前に一台の白い高級車が停まった。副社長だった。

　社用で乗っているものとは別の車。運転席から彼が颯さっ爽そうと降り立つ。ライトが当たっているわけでもないのに、なんだかまぶしい。

「ごめん、少し遅れたね」

　時計を見れば、待ち合わせの七時を五分ほど過ぎただけだった。遅れたうちに入らない程度だ。忙しい副社長なら、なおのこと。

「いえ」と小さく声に出して、軽く首を横に振る。

　副社長は車に向かって足を出した私に素早く近づき、肩を引き寄せる。そつのない身のこなしで助手席のドアを開け、私を乗せてくれた。

　この前の夜と同じ扱われ方に心をくすぐられる。

　副社長が運転席に乗り込むと、すぐに車が発進した。

「まずは食事にしようと思うんだけど、なにかリクエストはある？」

　彼が前を見たまま尋ねる。

　リクエストと言われて困ってしまった。生きている世界の違う副社長が、いつもどういったものを食べているのか知らないからだ。

　さすがにラーメンや居酒屋が不正解なのはわかる。無難にフレンチだと答えればいいのか。それともイタリアンか。はたまた寿司か。

　どれを口に出すべきか悩みに悩んでいると、副社長は「今日はノー会話デー？」と笑いながら言った。

　なんのこと？と、副社長の横顔を見る。

　すると彼は「ひと言もしゃべらないから」と、ちょうど赤信号のタイミングで私を見た。

　間近で目が合って、即座に心臓が反応する。

「……すみません。ちょっと緊張しちゃって」

　とっさに俯いて、膝の上に置いた手を握りしめる。ずっと黙っていたせいか声が少しかすれた。

「それは好意的にとらえてもいいのかな」

　嬉しさを滲にじませたような声色にドキッとして、再び副社長に視線を送る。すると彼は、ハンドルの上部に片方の腕を乗せた体勢で、私をじっと見つめていた。

　好意がある素振りを素直に見せていいものか迷い、答えに困る。

　視線を外してだんまりを決め込んでいると、副社長は話題を切り替えた。

「お腹、減ってない？　俺はペコペコなんだけど」

「……実は私もです」

　今夜のことを考えてランチが喉を通らなかったせいで、私も空腹だった。

「それならよかった。じゃ、勝手に店決めちゃうけどいい？」

　そうしてもらえると、とても助かる。

「はい、お願いします」

　私が軽く頭を下げると、副社長の横顔に笑みが浮かんだ。




　車を走らせること十分。副社長が私を連れていってくれたのは、日本料亭らしき店だった。周囲を竹で組まれた壁が取り囲み、外からは中の様子がいっさい窺えない。

　日本料亭だと思ったのは、その外観と、竹にはめ込まれた【彩さい】と筆書きの看板があったからだ。

　木製の扉を開けて中へ入り、私は思わず息を呑んだ。左手の奥に広々とした庭園が広がっていたのだ。

　一見して手入れが行き届いているとわかる庭木。青々とした芝は、夜露なのかしっとりと濡ぬれているように見える。ところどころがライトアップされ、ひとつの絵画のようだった。

「ナオミさん、行こう」

　つい立ち止まって見入っていると、副社長は私の腰に回していた手を引き寄せた。

　パーティーならまだしも、こういった店にも不慣れでは不自然だ。気を持ち直してエスコートに身を任せた。

　玉砂利に置かれた飛び石を進み、大きな引き戸を開ける。

　すると、三十代くらいの着物姿の女性が出迎えてくれた。副社長を見て「芹川様、いらっしゃいませ」と頭を下げる。

　すぐに副社長の名前が出てくるということは、常連なのかな。

　そのうしろから衣擦れの音と共に、四十代くらいの細身の女性がもうひとり、着物姿で現れた。最初の女性が軽く会釈をして下がったところを見ると、あとの女性のほうが女将なのかもしれない。

　奥二重の涼やかな目元が印象的な美しい女性だった。光沢のある白地に大柄の花模様が描かれた着物をあでやかに着こなし、夜会巻きにしたヘアスタイルがとてもよく似合う。居ずまいも凛とした雰囲気も、女将にふさわしい。

「京介さん、ずいぶんと久しぶりじゃないの」

　女性が副社長の腕に軽く触れる。

「そうですね……三カ月ぶりでしょうか」

　副社長は、空白の日を指折り数えるようにしたあと答えた。

「忙しいみたいで、なによりよ。ところで……」

　そこで初めて女性が私へ目を向けた。好奇心に満ちた瞳だった。

　背筋がピンと伸び、緊張が走る。

　副社長の手が私へ向けられ、「こちらは川上ナオミさんです」と紹介された。

「は、初めまして、川上ナオミです」

「ナオミさん、こちらは、この料亭の女将で涼りょう子こさん。俺の叔母なんだ」

「京介の母親の双子の妹です」

　涼子さんは、優雅に微笑みながら静々と頭を下げた。

「えっ……」

　副社長のお母様の妹さん!?　彼のお母様と同じ歳だとしたら、若くても五十代中ごろ、もしかしたら六十代の可能性もある。艶も張りもある頬は、二十代の私でも羨むくらいで、思わず目を丸くしてしまった。

「どうかした？」

　副社長と涼子さんが揃って私を見る。

「あ、いえ、あまりにお若いので……」

　私がそう答えると、涼子さんはクスッと笑って副社長と顔を見合わせた。

「出来のいい姉と違って、好き勝手に生きてきたせいかしらね」

　涼子さんが口元に手を当てて「ふふふ」と笑うと、副社長も破顔する。

「母はいつも言ってますよ。『涼ちゃんが羨ましい』って」

「舞まいちゃんは本当に真面目で、親の期待を裏切るような娘じゃなかったものね」

　この『彩』という店は、涼子さんが両親の反対を押し切り三十五歳の時に出したそうだ。子供のころからの夢だったのだと、副社長が代わって話してくれた。

　双子の姉が芹川家に嫁ぐほどなのだから、きっと私では足元にも及ばない家柄なのだろう。

　その後、涼子さんに案内されたのは、さっき見えた中庭がよく見渡せる個室だった。障子の下半分を上に持ち上げると、美しくライトアップされた池が見える。

「涼子さん、適当に見繕ってもらえますか？」

　涼子さんは副社長にうなずくと、私のほうを見た。

「ナオミさん、お嫌いなものは？」

「いえっ、特にありません！」

　急に話しかけられて、必要以上に元気に答えてしまう。両手まで胸の前で振った。

　涼子さんは柔らかく微笑むと、「では、少々お待ちくださいませ」と部屋を出ていった。

　それと同時に、私はふーっと長く息を吐く。副社長の血縁の登場は、私の体のあちこちに余計な力みを生じさせていたようだ。

「ナオミさん、料理が出てくるまでの間、少し庭を散歩しない？」

　副社長が立ち上がり、座っている私に手を差し出す。

　顔を見上げると、優しい笑顔が向けられていた。

　普段、会社でも穏やかな表情をしていることの多い副社長だけれど、それとはどこか違う。もしかしたら眼差しのせいかもしれない。まっすぐに注がれる視線は、ためらいを覚えるくらいに熱を感じた。

　その目を見ていられなくてとっさに俯きながら、自分の手を重ねる。

　温かい副社長の手は、私を軽々と立たせるほどの力を備えていた。

　障子を開けて広ひろ縁えんに出る。小上がりには、ちょっと洒落た感じの履物がちょうど二足置かれていた。

　涼しい空気の中、副社長に手を引かれて歩く。私たちのほかに、散歩している人は見当たらない。

　振り返ると、いくつかある座敷からオレンジの光が漏れていた。

「ここでクイズです」

　突然、副社長が口を開く。

「俺は今、いったいなにをしようと考えているでしょうか」

「……はい？」

　質問の意図が掴めないまま副社長の横顔を見上げると、彼がこちらに顔を向ける。いたずらっぽい笑みを浮かべていた。さらに彼は、自分がこれからしようとしていることを、次に挙げる四つの中から選ぶようにと言った。

　副社長が人差し指を一本立てる。

「一、ナオミさんを呼び捨てで呼ぼうと思っている」

「えっ」

　呼び捨てって……。

　唐突なことを言われて目が泳いでしまう。

「二、俺のことも〝芹川さん〟じゃなく、〝京介〟と呼ばせようと思っている」

　ひとつ目に続いてふたつ目の選択肢にも心がざわつく。

「三、ナオミさんに告白しようとしている」

　立てられる指が一本ずつ増えるにつれて私の鼓動が確実にスピードを上げていく。今にも気が遠くなりそうだった。

「四、ナオミさんにキスをしようとしている。さて、どれでしょう」

　指を四本立てたところで、副社長はその表情から笑みを消し去った。こっちがひるむくらいに真剣な顔だ。

　胸の奥で心臓が暴れる。これ以上、スピードを上げられないほどに脈を打っていた。

　彼の瞳が左右に揺れる。

「どれだと思う？」

　注がれ続ける、熱っぽい眼差し。捕捉された視線は逸らすことも叶かなわない。

「……一番」

　考えてなんかいられない。無難な回答を選ぶだけで精一杯だった。

「残念、はずれ」

　得意気な様子で言うと、副社長は「全部だよ」と不意を突いて私を引き寄せた。

　その腕の中にすっぽりと収まる。そうされて初めて、彼の心臓も私同様に早鐘を打っているのが伝わってきた。

「俺と付き合ってくれないかな……ナオミ」

　幻聴じゃないかと思った。

　それ以前に、これは全部夢なんじゃないか。今まで地味に生きてきた私が、副社長のような人から言われるセリフじゃない。

　でも、夢なら覚めないでほしかった。

「聞こえてる？」

　彼が私の耳元に唇を寄せる。

「……どうして、私なんですか？」

　かろうじて言葉にする。率直な疑問だった。

　ナオミとして会ったのは、今日で二回目。私は何年も前から副社長のことを知っているけれど、たったの二日でどうして彼は私と付き合いたいと思ったのだろう。

「わからない。ただ、この前のパーティーで会った時からずっと、ナオミのことが頭から離れないんだ」

　それは私も同じだった。今まで副社長は遠いだけの存在で、憧れを抱くことはあっても、それ以上の感情は抱きようがなかった。ところがあの夜、副社長と一緒に過ごして、偽りの姿でも彼と同じステージに立ったことで、憧れの存在から一歩踏み出してしまった。今こうして彼の腕に抱かれることで、さらに想いは膨らんでいく。

　でも、ここで『私もです』と答えるわけにはいかない。私は〝ナオミ〟ではないから。

　今にもこぼれてしまいそうになる言葉は、奥歯をぐっと噛かみしめてこらえた。

　副社長が私をそっと引きはがす。

　私を見つめる視線に、息苦しさを覚え、うまく呼吸ができない。

「ごめん、急すぎたね。でも、必ずナオミを振り向かせるから。そのつもりでいて」

　ゆっくりと彼の唇が近づいてくる。

　全身が硬直して、顔を背けることはできなかった。

「今は俺のことを好きじゃなくていいから、せめて京介って呼んで」

　唇が触れるか触れないかのところで、副社長が囁く。

　憧れの人から切なくなるような声でお願いされて、拒絶できるはずもない。

「……京介、さん」

　名前を呼ぶと同時に、唇が重なった。




　それから先のことは、よく覚えていない。出された料理も涼子さんと交わした会話も、どこか霞かすみがかかったようにぼんやりとしていて、ただ京介さんだけを見ていた気がする。

　待ち合わせたタワーマンションの前で車が停められると、京介さんはシートベルトを外し運転席から器用に私を抱きしめた。

　それを跳ねのけることも、私にはできない。抱きしめられることを嬉しいと感じてしまったから。

「ちょっと寄っていこうかな」

　その言葉で、急に現実に引き戻され、私はパッと体を離した。

「あ、あの……」

　このマンションに私の部屋はない。嘘がバレるかもしれないという小さな恐怖が私の心臓を圧迫し、指先が震える。

　いっそのこと、本当のことを言ってしまったほうがいいのかもしれない。そうすれば、身分違いの恋心にケリをつけられるから。

　わかっているのに、〝その時〟を引き延ばしたい自分もいた。

「ごめん、ナオミを困らせたくはないからね。部屋には、また今度」

　言葉に詰まる私を見かねて、京介さんが折れてくれた。

　緊張から解き放たれて、息をそっと吐き出す。

「次は俺から連絡するよ。ナオミのナンバーは手に入れたしね」

　いたずらっぽい笑みを浮かべる彼に、私の胸は高鳴るばかり。

　私が本当に〝ナオミ〟だったらよかったのに。

　自分の生み出したキャラクターが、羨ましくてたまらなかった。










膨れ上がった想い




　京介さんに想いを告げられた夜から、私のスマホには彼からのショートメールがまめに入るようになった。

【おはよう】や【おやすみ】の挨拶はもちろん、【今なにしてる？】というものも、ちょくちょく送られてくる。メールではもどかしくなって、電話に切り替わることもしばしばだった。

　このまま嘘をつき通せるわけがないとわかっていながらも、彼の声を聞いた途端に都合の悪いことは隅のほうへと追いやってしまう。

　あともう少しだけ。その想いに打ち勝つほどの意志がなかった。その上、『会いたい』といつ言われても平気なように、亜樹のメイクアップ動画を見ては練習を重ねていた。

　そうして二週間が過ぎたころ、以前、副社長から提案された、顧客情報を集約するシステムに関連したプレゼンが行われることとなった。

　情報システム部が主催するプレゼンには、副社長はもちろん、企画部の岸本部長、そして私も議事録を作成する目的で出席する。

　会議室には、副社長を除くメンバーが既に顔を揃えていた。

　そして、開始時刻から十分が過ぎた時だった。

「上川さん、副社長にちょっと内線を入れてもらえますか？」

　配られた資料に目を通していた岸本部長が、顔を上げて私を見る。

　京介さんが、忙しさでプレゼンのことを忘れてしまっている可能性があるかもしれないからだろう。

「わかりました」

　すぐさま立ち上がり、会議室の隅に置かれた電話の受話器を取った。

　てっきり秘書が出るかと思いきや、《はい、芹川です》と、コール二回で出たのは彼本人だった。

　不意打ちの声に、胸がきゅっと縮まる思いがする。

「企画部の上川です。顧客情報管理システムのプレゼンを開始したいのですが……」

《あっ、そうでしたね》

　私の言葉に、京介さんは目が覚めたように返す。姿は見えないものの、慌てて腕時計で時間を確認している様子を感じた。やはり忘れていたようだ。

「お忙しいところ大変申し訳ありません。よろしくお願いいたします」

　受話器を置こうと耳から離しかけたところで、電話の向こうから彼がなにか声を漏らすのが聞こえた。

　もう一度耳に当てると、《上川さん》と私の名を呼ばれる。

「はい？」

《……いや、申し訳ない。知り合いにそっくりの声だったものだから》

　京介さんの言葉に、体がこわばる。みぞおちのあたりが落ち着かなくぞわぞわとした。

「あ、あの……」

　口ごもってなにも返せないでいると……。

《すぐに行きます。皆さんにも『お待たせして申し訳ない』と伝えてください》

　彼はすぐに切り替え、電話を切った。

　私のほうは頭の切り替えスイッチが働かず、京介さんのセリフにドキドキとしたまま。通話が切れても、受話器を戻すことすらできない。

「上川さん？　どうかしましたか？」

　不審に思った岸本部長が私に声をかける。

「……いえ、副社長はすぐにいらっしゃるそうです。『お待たせして申し訳ない』とおっしゃっていました」

　早口でそう告げながら自分の定位置へ着く。

　それからすぐに到着した京介さんは、私を数秒見たあと、さっと視線を外した。

　その数秒間は、息もできないくらい張りつめた空気だった。

　でもそれは私が勝手に感じているだけであって、彼に深い意味はなかったに違いない。そう結論づけて、会議に集中しようと自分に言い聞かせた。

「それでは早速始めさせていただきます。まず、こちらをご覧ください」

　システム部部長がプロジェクターを操作し、ロールスクリーンを差し棒で示す。

「お手元の資料では二ページです」

　議事録担当の私も資料をめくる。

　そこには、図解で情報収集から管理、活用のシーンが示されていた。京介さんが以前言っていた、顧客の嗜好データを本社で一元管理し、各ホテルで共有するという仕組みだ。それだけでなく、各ホテルの業務管理や収益管理なども、同様に共有できるようだ。

　プレゼンを聞きつつ、私はノートパソコンのキーボードを叩く。

「つまり、業績レポートも作成できる単一のシステム環境になるわけですね」

　京介さんは説明を熱心に聞き入りながら、時折質問を投げかけた。

「そのとおりです。これがうまくいけば、現状で作成に時間のかかるレポートは、支配人がボタンを押すだけでデータが更新されるようになります」

　システム部部長は、どこか誇らしげに補足した。

「今までレポート作成で手一杯だった分、情報を分析する余裕が持てるようになるわけですね」

「そうなります」

　京介さんは満足そうにうなずき、手元の資料を何度も見返している。

　真剣に取り組む横顔を見て、胸がいっぱいになる。今までも、何度となくこうして見てきたはずの彼は、私の中で完全なる特別になってしまっていた。




　プレゼンが終わると、ちょうどお昼の時間になった。

　デスクにいったん戻って社員食堂へ行くと、亜樹がちょうどトレーを持ってテーブルに着いたところだった。

　唐揚げ定食を持って亜樹の前へ腰を下ろす。

　すると、そのタイミングで私のスマホが着信を知らせて震えた。房総に住む母からだった。

　こんな時間に珍しい。かけてくるとしたら、たいてい夜が多いからだ。

　亜樹に「ちょっとごめんね」と断り、椅子に座ったまま応答をタップする。

　出るなり、《ごめんね、今、仕事中？》と母が謝罪の言葉を口にする。

「ううん、お昼休憩だよ。どうかしたの？」

　電話の向こうで、一瞬ためらうような空気を感じた。

《……あ、ううん。仕事の調子はどうかと思って》

　そんなことでわざわざ電話してきたの？

「どうもこうも、別に変わらずやっているけど……？」

　不審に思いながら答える。

《そう……》

「なにかあったの？」

《あ、ううん、それならいいんだけど》

　要領を得ない会話だった。いったいなにを言いたいのか、わからない。

　そして数秒間押し黙ったあと、母は《それじゃ、仕事がんばるんだよ》と電話を切ってしまった。

　スマホを持って首を傾げる私に、亜樹が「どうかしたの？」と聞く。

「お母さんからだったんだけど、ただ、仕事の調子はどうかって」

　唐揚げにレモンを絞りながら答えると、亜樹は頬を緩めた。

「そろそろ結婚はどうかって聞きたかったんじゃないの？」

「け、結婚!?」

　驚いた弾みで、レモンが亜樹のトレーへ飛んでいった。

　それを慌てて回収し、指先をテーブルに置かれたナフキンで拭う。

「私たち二十八歳だし。そろそろそういう話があってもおかしくないでしょ？」

「まぁ、それはそうだけど……」

　見た目が冴えない私のことは、母もよく知っているはず。彼氏はできたか、結婚はどうかという確認は、見当外れに思える。

「うちでも、ちらほらとそんな話が上がってるもん」

「えっ!?　いつの間に彼氏作ったの？」

「やだなぁ、そんなのいないよ。お見合いってこと」

　頬杖を突きながら、亜樹はさらっと返した。

　そうか。亜樹は家柄がいいから、それなりの相手を選ぶ必要があるのだ。

「でも、勝手に相手を決められて嫌じゃないの？」

「私、結婚に恋愛の必要性を感じないから。生理的に受け付けないような相手は嫌だけど、優雅に楽しく暮らしていければいいの」

　普段から特定の彼氏を作らず、いろんな男性と遊んできた亜樹らしい。

「まぁ、それが副社長みたいに三拍子揃った人ならなおよし、ってところかな」

　やはり亜樹の中では、結婚の条件は〝経済力〟が最重要項目みたいだ。

　でも、私は好きな人と結婚できるのが一番だな。極貧は困るけど、ふたりで働けばそれなりに暮らしていけるだろうし……って、相手もいないくせに。

　そこでふと浮かんだ京介さんの顔を払いのけるように頭を振る。その拍子に眼鏡がずり落ちた。

「美緒奈はその後、副社長とはどうなの？」

　亜樹が、〝副社長〟のところだけ口元に手を添えて小声で尋ねる。

「あれっきり会ってない」

「え？　まさか美緒奈が振ったの？　それとも振られたの？」

　両極端な言い様になんと答えたらいいのか黙り込むと、「どうなの？」と亜樹は追及の手を緩めない。

　亜樹には、会ったその日にキスされたことも、彼に想いを告げられたことも言えていなかった。私にはあまりにも衝撃的な展開すぎたからだ。話してしまったら、泡となって消えてしまうんじゃないかという心許なさもあった。

　たぶん、亜樹も私がそんな段階まで進んでいるとは思いもしないだろう。

「……どっちでもない」

　ひとまずそう答えるのがやっとだ。

「あ、そっか。彼のほうは忙しいもんね。そうそう頻繁にも会えないか」

　亜樹は自分で答えを導き出した。

「でも連絡は取り合ってるんでしょ？」

「……うん、まぁ」

　根掘り葉掘り聞かれて居心地が悪い。しかもここは会社だ。誰がどこで聞いているかもわからない。

「亜樹のお見合いの相手、いい人だといいね」

　私から話を逸らそうと、彼女のほうへ話題をもっていく。

　どうやらそれは成功したようで、亜樹は「もしかしたら私、政治家の妻とかになっちゃうかも。あ、アラブの大富豪っていうのもありだな」とはしゃいだのだった。

　京介さんから『会いたい』と連絡が入ったのは、それから二日後のことだった。

　待ち合わせは、土曜日の午後。『海へ行くからカジュアルな格好でおいで』と言われ、前日の仕事帰りに慌てて洋服を買いに行った。

　店員に勧められるままにコーディネートしたのは、薄いピンクのストライプシャツにオフホワイトのチノパン。五月後半でも海は涼しいかもしれないと、薄い素材のトレンチコートを羽織ることにした。

　亜樹がやってくれたようにはいかなくとも、ヘアメイクもなんとか完成させた。

　チャイムを鳴らすから部屋で待つようにと言われたけれど、そうはいかない。いつものごとくタワーマンションの前で待っていると、待ち合わせ時間きっかりに彼は現れた。

　今日は京介さんもカジュアルなスタイルだ。ペールブルーのストライプシャツに同じ色合いの七分袖のカーディガンを羽織り、下は黒いスキニーパンツ。いつもきっちりとスーツを着こなしているから、そのギャップにドキッとした。

　運転席を降り立った彼の顔を見て、どことなく不安を覚える。眉間にシワを寄せ、なぜか切なそうに見えたのだ。

　どうしたんだろうと胸がざわめく。すると彼は、歩道に立つ私を即座に抱きしめた。

「……会いたかった」

　そのひと言が、私の心まで抱きしめる。嬉しさに震えた。

　彼の腕の力が強まっていく。

　行き交う人の目が気になったのは、最初の数秒間。恥ずかしさよりも、彼に会えた喜びが勝った。

　ただ、告白に対する返事をしていない私は、自分の腕を彼の背中に回せない。そうしてしまったら、想いを止められなくなりそうだったから。

　しばらくそうしてから京介さんは私を引き離し、車へ乗せてくれた。

　フロントガラスから見えるのは、白い雲がいくつか浮かんだ青空。海へ行くには絶好の日だ。

　車は高速道路を気持ちよく走っていく。

「ナオミはどんな仕事をしてるの？」

　前方を見ながらされた京介さんからの唐突な質問は、核心を突いていてヒヤッとしてしまう。働いていることはそれとなく電話で伝えたことがあったものの、職種だとか詳しいことまでは話したことがなかった。

「……普通の会社員です」

　いろんな会社が思い浮かんだけれど、ひと言で済ませた。

「事務系？」

「そう、ですね」

「なんていう会社か聞いてもいい？」

「あ、でも、そんなに大きくないので、聞いてもきっと京介さんはわからないと思います」

　早口で答える。本当の自分を隠すために、またひとつ嘘をついてしまった。

「そっか」

　京介さんはチラッとこちらを横目で見て、少し寂しい表情を浮かべた。

　悪いことをしてしまったと思ったものの、架空の会社を立ち上げるほどの機転は利かないし、ましてや本当のことは言えない。

「最近、おいしいスイーツは食べましたか？」

　お互いの仕事の話から遠ざかりたくて、無難な話題に切り替えた。

　幸い京介さんもその話に乗ってくれ、秘書が噂していた店の話になる。またふたりで行こうということで落ち着き、そのあとは他愛もない話をポツリポツリとつないでいった。

　しばらくすると、周りに見える景色がビル街から緑の多い風景に切り替わっていく。車の台数も徐々に減っていった。

　高速を降りて一般道を走ること数十分、遠くに海らしきものと真っ白い灯台が見えてきた。それだけで不思議とテンションが上がる。思わず窓を開けると、乾いた風の中に潮の香りも混じっている。

「気持ちいい」

　思わず私が言うと、京介さんは隣でクスッと笑った。

　灯台近くにある駐車場で車を降りると、窓を開けた時よりもずっと海の香りが強い。

　匂いが人の記憶回路を刺激するのは本当らしい。海のそばにある実家を思い出した。

　さり気なく私の手を取る京介さんに、胸が動どう悸きで反応する。

　その顔を見ると、微笑が彼の口角に浮かんだ。

「子供のころによく連れてきてもらった海なんだ」

「そうなんですね」

　車で二時間弱。めったに出歩かない私からしたら、ちょっとした旅行だ。

　海辺を見下ろすと、そこに砂浜らしきものはなく、ゴツゴツとした岩場に波が打ちつけられている。その岩場へと渡る階段を下り、コンクリートの細い通路を京介さんに手を引かれて歩く。

　時折大きな波しぶきが上がって、そのたびに京介さんが私を抱き寄せるようにして水がかからないようにしてくれた。些細な優しさが嬉しい。

「京介さんも、ああして遊んだんですか？」

　岩場で遊ぶ家族の姿を見つけて指差す。

　そちらを見た京介さんは、懐かしさに目を細めているように見えた。

「そうだね、父親はよく遊んでくれたけど、母親は遠くで見ていることが多かったな。『服を濡らさないで』とか『海に落ちないのよ』とか」

「それ、わかります」

　思わず笑った。

　うちも同じ。なんでもかんでも〝心配〟と結びつけて、『それは危ないから』とか『やめておきなさい』と注意ばかりされていた。

「カニを見つけて大はしゃぎしたのをよく覚えているよ」

「カニがいるんですか？」

「小さいけどね。探してみる？」

　京介さんが声を弾ませる。私がうなずくと、彼は嬉しそうに笑った。

　不安定な足元を気遣うように、京介さんが私の手をギュッと握る。

「大丈夫？」

　何度となく私に声をかけながら、比較的安定した岩場へと着いた。

　大きめの岩に、揃ってしゃがみ込む。

　京介さんは波が寄せては引く割れ目をじっと見ては、手を伸ばしていた。

「おっかしいな。なにもいない。こういうところに隠れてるはずなのに。こっちか？」

　すっかり夢中になってしまった京介さんは、場所を移動しながらカニ探しを始めた。

　近くにいた小学校低学年くらいの男の子が「こっちにいるよ」と京介さんに声をかける。すると、目を輝かせて男の子のそばに膝を突いた。

「ほら」

「おっ、ほんとだ。よし、俺が捕まえるぞ」

　海水をものともせず、手を突っ込む。京介さんはそのまま手を引き抜くと、「ナオミ！」と私を嬉しそうに呼んだ。

「ほら見て」

　彼の手の平には、一センチほどの薄茶色のカニが乗っていた。

「本当にいるんですね」

「かわいいだろ？」

　子供みたいな屈託のない笑顔を見て、胸の奥が騒ぎだす。高鳴った鼓動は波の音で私の耳には届かないけれど、脈を打つ感覚は確実にあった。

「こっちにはヤドカリもいるよ」

　さっきの男の子が別の岩場を指差す。

「どこどこ」

　嬉しそうな京介さんにつられて立ち上がった時だった。私の足がツルンと滑り体勢を崩す。

「きゃっ！」

　まるで吸い込まれるように海へと傾く体。

「ナオミ！」

　京介さんがとっさに私の腕を掴む。

　それでも支えきれなくて、なんとふたりとも岩場の間に落ち、揃って腰から下が海水に浸かってしまった。

　突然の出来事に放心状態。押し寄せる波が、さらに私たちを濡らす。

　しばらくすると、京介さんは豪快に笑いだした。

　それを見て、私も笑いが込み上げる。途端に、冷たさも不快感も吹き飛んでしまった。

「おにいちゃんたち、大丈夫？」

　男の子が心配そうに私たちを見ている。

「ああ、大丈夫だ」

　京介さんは先に岩場に上がると、私のことを引き上げてくれた。

「ビチョビチョじゃん」

　目を丸くする男の子に「そうだね」と答え、私たちは顔を見合わせてもう一度笑った。こんなに笑ったのは久しぶりのような気がする。

　ひとしきり笑ったあと、今度は揃ってクシャミが飛び出した。

　夏はもう少し先。五月末の太陽では、さすがに海水温を上げるには不十分だ。

　冷たくなった下半身に思わず震えた。

「どこかで洋服を乾かしたほうがよさそうだね」

「すみません……」

　私がドジを踏んだばかりに、京介さんまで濡れるはめになってしまった。

　謝る私に、京介さんは右手を横にひらひらと振った。

「大丈夫だよ。でもナオミに風邪をひかせるわけにはいかないから、早く行こう」

「行くってどこへ……？」

　私の問いに、京介さんが前方を指差す。

　私たちのすぐ目の前には、白亜に輝くリゾートホテルがあった。

　……え!?　ホテルへ!?

　思いがけないことに体がフリーズする。

　京介さんに下心がないのはわかっている。純粋に私に風邪をひかせたくないから。でも、ホテルへ行くと言われれば、私のほうは嫌でも想像力がたくましくなってしまう。とはいえ、びしょ濡れの状態で帰るわけにもいかない。

　無理やり自分を納得させ、京介さんに手を引かれて歩きだした。




　ホテルのロビーは、外観同様に白い壁が目にまぶしい。海を連想させる大きなヤシの木が、吹き抜けの高い天井に向かって伸びていた。ポップな色使いが目に鮮やかな、南国風のフロントロビーだ。

「予約はしていないのですが、部屋の空きはありますか？」

　京介さんはフロントのカウンターに片手を置き、女性スタッフに声をかけた。

「ツインでしょうか？」

　スタッフが、隣に立つ私を見て尋ねる。

「空いていれば、どのタイプでも構いません。実は服を濡らしてしまって……」

「それは大変でしたね。すぐにお部屋をご用意いたします」

　女性スタッフは快く応じ、パソコンに向かう。

「洋服のクリーニングの手配もお願いできますか？」

「かしこまりました」

　抜け目のない京介さんのお願いにも、笑顔で対応してくれた。

　私は、そのふたりの間にそっと割り込む。

「あの、実はフロアが……」

　歩いてきたほうへ振り返る。床には、私たちが落とした雫しずくが点々と付いていた。

「汚してしまって申し訳ありません」

「いいえ、どうかお気になさらず」

　私が軽く頭を下げると、スタッフは逆に恐縮した。

　横顔に京介さんの視線を感じてそちらを見ると、穏やかに微笑む顔と目が合った。

「どうかしましたか？」

「ううん、なんでもない」

　京介さんがさらに目を細めていると、スタッフから「大変お待たせいたしました」とルームキーを手渡された。

「さぁ、行こう」

　京介さんに肩を抱かれてエレベーターに乗り込む。

　これからどうなるんだろう。もしかして、今夜はここに泊まることになるの……？

　部屋を取ったという事実が、私の鼓動を速める。ところが、不安に包まれる私をよそに、京介さんに別段変わった様子は見られない。階数のパネルを黙って見ているばかりだ。私ひとりが緊張しているように感じた。

　部屋はツインルームだった。シングルベッドがふたつ並び、籐とう製の小さな応接セットが窓際に配置されている。南国の花が大きくプリントされたファブリックが、リゾート感を出していた。

「先にシャワーを浴びておいで」

「は、はい……」

　シャワーというフレーズが、再び私を焦らせる。シャワーのあとのことを妄想したせいだ。

　京介さんに抱かれていた肩を思わずビクンと弾ませると、彼はクスッと笑った。

「そんなに緊張しなくて大丈夫だよ。無理やり押し倒したりしないから」

　頭の中を見透かされたようで、顔はもちろん耳まで熱くなる。

　きっと、なにを考えているんだと思われたに違いない。

　ひとりで勝手に暴走した妄想が恨めしかった。

「ほら、行っておいで」

　優しい微笑みで促されて、さらに恥ずかしさが増す。

　まるでロボットのようなぎこちない動きで、私はバスルームへと入った。

　京介さんがいる部屋と、壁を一枚隔てたところに裸でいる私。熱いシャワーを浴びながら、『無理やり押し倒したりしない』という言葉と裏腹に、どうしたって落ち着かなかった。




　シャワーを浴び終え、濡れた洋服の代わりにバスローブを羽織る。

　京介さんも服を脱いだあと、ランドリーに電話をかけ、乾燥させてもらうことになっている。洋服が乾くまでの間、下着もなしだ。

　こんな格好で出ていっても平気……？　かといって、ほかに代わりになるようなものはないし……。

　さんざん迷った挙句、バスタオル一枚を体に巻きつけるよりはマシだと自分に言い聞かせ、バスルームのドアをそっと開けた。

　部屋にいる京介さんを窺うような体勢でいると、ソファに座っていた彼が私の視線に気づいた。目が合ったところで彼の顔に笑みが浮かぶ。

「どうしたの？」

「あ、いえっ」

　京介さんが立ち上がってこちらへやってきたものだから、全身が硬直してしまった。

　そんな私の脇を京介さんが通り抜けていく。

「俺も浴びてくる」

　ポンと私の頭を撫で、バスルームのドアを閉めた。

　そこで、息を大きく吐き出す。無意識に呼吸を止めていたみたいだ。

　バスローブ姿の私と出くわしても、なんとも思わないの？　それとも、こういうシチュエーションには慣れているの？

　変に意識しているのは私のほうだけだと考えると、やるせない気持ちにもなる。

　ソファの前で力をフッと抜き、そこに体を投げ出した。

「……疲れた」

　思わず声も出る。

　京介さんがそばにいると思うと、全身に変な具合に力が入ってしまう。それは、素の美緒奈を出すわけにはいかないとヒヤヒヤするせいと、慣れないお嬢様の振りをするせいだろう。その上、こんな状況なのだ。緊張しないほうがおかしい。

　これなら、自宅でひとりゴロゴロと過ごしたほうがよかったかも……なんて、亜樹が聞いたらきっと怒るだろうな。

　だらけた体をシャンとさせ、背筋を伸ばした。

　窓からは、いい具合に傾きかけた太陽が、穏やかな光を部屋に伸ばしている。ほどよく温まった体と心地いい日差しのせいか、伸ばしたはずの背中が次第に丸まってくる。

　ソファにもたれてぼんやりとまどろんでいると、まぶたがどんどん重くなっていくのがわかった。何度となく見開いてみても無駄な努力で、そのうち本当にこらえられなくなってくる。

　こんな状況なのに眠くなるとは、私の女子力のなんと低いことか。さっきまでは京介さんとのベッドシーンを妄想したせいで緊張していたくせに。日ごろのぐうたらぶりが、こんなところで発揮されるとは……。

　美緒奈を封印しなくてはと思いつつ、ふわふわとした心地の中に身を置いた。




「――ナオミ」

　呼ばれて振り返ると、そこにはいつもの洗練されたスーツ姿の京介さんが立っていた。

　ダークブラウンの大きなデスクが、彼の背後にポツンとある。

　ここはどこだろう。ホテルにいたはずなのに……。

　副社長室？　ううん、そんなはずはない。だとしたら、彼が私を〝ナオミ〟と呼ぶはずがないから。

　部屋には、私たちふたりだけ。

　ゆっくりと近づいてきた京介さんは、私を見下ろす格好で立った。表情のない顔だった。いつも穏やかな彼が、無表情なんてことはないのに。

「もう会うのはよそう」

　京介さんの声は、聞いたこともないような冷ややかなものだった。

「……え？」

「じゃ」

　京介さんが私に背を向ける。

　……嘘。どうして？　始まりが突然なら、終わりも突然だなんて。

　思いもしない急展開に頭がついていかない。

　あまりにもあっさりとした彼の背中がどんどん小さくなっていく。

「京介さん、待って！」

　伸ばした手の先が暗闇に呑まれていく。

　その闇が、私自身も取り込もうとした時――。




「……オミ、ナオミ」

　揺り動かされる感覚にまぶたをゆっくりと持ち上げる。

　私を置いて立ち去ったはずの京介さんが、なぜか目の前にいた。状況が呑み込めない。

「大丈夫？」

　私の肩に手を置き、心配そうに顔を覗き込んでいた。

「置いていかないでください！」

　弾かれたように体を起こす。京介さんのバスローブを思わず掴んだ。

　……え？　バスローブ？　ここは……そうだ、海のそばのホテルだ。

　そこで頭の中が急にクリアになる。いつの間にか眠ってしまっていたらしい。夢と現実の境目がつかなくなっていたみたいだ。

　寝ぼけた姿を見せてしまって、恥ずかしすぎる。

「……ごめんなさい」

　バスローブから手をパッと離し、膝の上に置いてギュッと握った。

「夢でも見てた？」

「はい……」

「何度も俺の名前を呼ぶから、どうしたのかと思ったよ」

　京介さんは柔らかく微笑みながら、乱れているらしい私の髪を指先で直す。

「ひとり置いていかれる夢を……」

「俺がナオミを？」

　コクンとうなずく。

「心配しないで。置いていったりしないから」

　私の横に座った京介さんが、私の頬に手を伸ばしてきた。

　悪い夢が体温を奪ってしまい私の頬が冷たいのか、それとも京介さんの指先が温かいのか。ホッとするぬくもりだった。

　私の頬を撫でる彼の手に、自分の手を重ねる。

　私は〝ナオミ〟じゃない。彼の前にいる私は、全部が作り物。それがいつまでも通用するとは思わない。

　それでも、今この時に感じる京介さんを手放したくない。嘘でもいい、そばにいたいと願ってしまった。

「好きです」

　膨れ上がった想いが唇を動かす。もう押さえ込んではいられなかった。

　京介さんは目を大きく見開いたあと、三日月のように細めた。

　そっと重なる唇。反応を確かめるように控えめだったキスは、少しずつ深くなっていく。

　脳内が痺しびれ、体が熱くなる。気を確かに持つことさえ困難だった。

　京介さんが私を抱き上げる。

　その先のことは、いくら恋愛から遠ざかっていた私でも簡単に予想がついた。

　ベッドに下ろされれば、もう後戻りはできない。するつもりもない。

　絡められた指先に力が込められる。私を見下ろした京介さんの視線が痛いくらいに熱い。

　私のバスローブの結び目に手がかかる。それがゆっくりと解かれていく時だった。

　部屋の中で着信音のような軽快な音が鳴り響いた。

　私のスマホではない。ということは、京介さんのものだ。

　最初こそ無視していた京介さんは、鳴りやまない音に渋々といった様子で「ごめん」と私から離れた。

　テレビ台に置いてあったスマホを手に取り、ドアのほうまで歩く。そして、声のトーンを抑えて話し始めた。

　横になったまま待つのもどうかと思い、私はバスローブの乱れを整えて起き上がる。

　すると、一分と経たずに戻った京介さんは、私のそばにため息をつきながら腰を下ろした。

「せっかくいいところだったのに」

　京介さんがおどけたように言う。

『いいところ』という言葉に恥ずかしさが込み上げ、カーッと頬が熱くなる。

　止まらない想いに突き動かされるまま、気持ちを伝えてしまった。その上、京介さんとキスの先まで進みそうに……。

　想像するだけで心臓がバクバクと激しい動きになる。それを宥めようと、「電話、大丈夫でしたか？」と会話でつなぐ。

「大丈夫だよ」

　そう答えてから、京介さんは再び息を吐き出した。

　私たちの間にぎこちない空気が包み込む。

　一度中断してしまったので、さっきの続きという流れにもなんとなく持っていけない。

「楽しみは次にとっておこう」

　京介さんは、はにかみながら私の頭をポンポンとした。










最上級の強敵、現る




　街に着いた時には午後七時を回っていた。

　私たちはあのあと、洋服が乾くまでの二時間ほどを部屋でお茶を飲んで過ごし、ホテルには泊まらず帰ってきた。私たちの〝行為〟を中断させた電話とは別に、京介さんに明日の朝一での仕事の連絡が入ったためだ。

　そのまま泊まって京介さんと最後までいってもよかったと思う部分と、楽しみはとっておきたいと思うふたつの気持ちがあった。次につながる約束があることは嬉しい。

　二度目の彩は、今夜も静かな空気に包まれている。

　出迎えてくれた涼子さんは京介さんを見て、『あら』という顔をした。

「今ね、舞ちゃんが来てるのよ」

「母さんが？」

「ええ。いつものようにひとりでね」

　京介さんのお母様がこの店に……。

　それだけで背筋が伸びる思いがした。

「顔を出してきたら？　ナオミさんの紹介はもう済んでいるの？」

　涼子さんは私を見てから、京介さんに問いかける。

　紹介なんてとんでもない。

　ナオミのまま好きだと伝えてしまったくせに、京介さんにこれ以上、踏み込むことには臆病になる。

　だって京介さんのお母様に会えば、さらに嘘が増えるような気がしてならない。しかもお母様は社長夫人で、恐れ多くもある。

　じりっと後ずさりして京介さんを見上げ、首を思いきり横に振った。

　私が恐縮して遠慮していると勘違いした涼子さんは、「いい機会だから、顔を見せてきたら？」とさらに勧める。

「そうですね」

　京介さんも涼子さん同様に、私の反応を違ったものとして捉えたのかもしれない。明るい顔でうなずく。

　お願いだから、京介さんまで同意しないで……。

　懇願するように見つめたものの、私の意図はまったく汲くみ取ってくれない。私の手を引いて、彼のお母様がいるらしき部屋へと足を向けた。

　背後から、涼子さんの「がんばってね」と、決してうなずけない声援が送られる。

「京介さん、無理です」

　小声で拒否を示したものの、京介さんは「大丈夫だから」と引き返す様子がまったくない。

　本当に勘弁してほしいのに、半ば引きずられる格好で、静かな廊下を進んでいく。そして、とうとう目的地へ到着してしまったらしい。京介さんが足を止めて咳せき払ばらいをした。

「母さん、失礼します」

　ひと言断りを入れて引き戸を開けると、中から「あら、京介」と声がした。

　瞬時に引き戸の影に、私は身を隠す。

　堂々と顔見せができるほど、肝は据わっていない。それもこれも、ついてしまった嘘のせいだ。

　彼のお母様は直接的にはホテル経営に携わっていないものの、監査役という役職に就いている。ただ、出勤という形はとっていないため、姿を見るのは今日が初めてだ。

「昼間はごめん」

「仕事中だったの？　大事な話があるのに、さっさと切っちゃうんだから」

　お母様がいじけたような口調で愛を込めて怒る。

　ホテルにいた時に電話をしてきたのは、お母様だったのかもしれない。

「いや、実は……」

　そこで言葉を止めて、京介さんが私を見る。

「母さんに紹介したい女性がいるんだ」

　京介さんに向かって首を横に振り、口パクで「無理です」と何度も言ってみる。

　ところが、彼はそんなこともお構いなしに私の腕を引っ張った。少し無様なステップを踏むかのように、京介さんの隣に立たされる。

　お母様が、驚きで息を呑むのをはっきりと感じた。

「川上ナオミさん。今、付き合っている女性です」

「……初めまして、川上ナオミと申します」

　俯いた状態で頭を下げたあと、顔をゆっくりと上げる。

　私の目の前に現れたのは、品のある少しふくよかな女性だった。涼子さんと同じく奥二重でも、加齢でまぶたが少し垂れ下がり、頬にはしっかりとほうれい線が刻まれている。六十歳前後という年相応の感じで、涼子さんとは双子だと言われても納得できないくらい似ていなかった。

　なによりも違うのは、威圧感だ。柔らかな印象の涼子さんとは正反対。涼子さんが〝陽〟だとしたら、お母様は〝陰〟で、醸し出す空気感も鋭い。

　お母様は虚を突かれたような表情をしたあと、観察するかのように私をじっと見た。

　冒険ファンタジーゲームのダンジョンに現れたラスボスみたいだ。あまりの存在感に圧倒されて膝が震えてきた。

「京介の母です」

　穏やかに聞こえる声とは裏腹に、私に突き刺さる視線が痛い。

「中へどうぞ」

　促されて、京介さんと並んでお母様の前に座る。

「こんなにかわいらしいお嬢さんとお付き合いしていたなんて、京介、ひと言も言ってなかったじゃない」

　褒められたような気がしないのは、口調のせいかもしれない。棘とげを含んだ言い方だった。特に、『かわいらしい』というのが皮肉に聞こえる。

「ごめん、実はまだオッケーをもらったばかりで」

　京介さんは、照れくさそうに鼻の下を手でこするようにした。

「そう……。ナオミさん」

　お母様が私のほうへ体を向ける。

「お父様はどういうお仕事をされてるの？」

「母さん、不ぶ躾しつけな質問はやめて」

「なにを言ってるの、大事なことよ」

　京介さんをピシャリと跳ねのけるお母様。私に『答えなさい』という念を送ってよこした。

　あまりの恐ろしさに口が開かない。

「会社を経営しているんだ」

　黙ったままの私に代わって彼が答える。

「あらそう。どんな？」

　さすがにそこまでは京介さんに話していなかったので、彼が困ったように私を見るのを頬に感じた。

「……宿泊施設を……小さいのですが……」

　蚊の鳴くような声で答える。

「宿泊施設？　ホテルかしら。それじゃ同業者ね。なんていうホテル？」

「あの……」

　私が答えられるはずもない。ホテルなんて立派なものじゃないのだから。自宅を民宿として開放しているレベルだ。

「母さん、その辺にしてくれるかな。初対面なのに質問攻めで、ナオミさんがびっくりしているじゃないか」

「……まぁいいでしょう」

　京介さんの制止が利いたのか、お母様が口を閉じる。それでも、射るように見つめる視線が和らぐことはなかった。

「それで、大事な話ってなに」

　京介さんが尋ねると、お母様は私をチラッと見てから「その話は帰ってからにしましょう」と目線を手元に下げた。

「それじゃ、俺たちは失礼するよ。さぁナオミ、行こうか」

　京介さんに促され、ゆっくり立ち上がる。緊張していたせいか、ほんの数分で足が痺れてしまった。

　それでも、ここで無様に足をもつれさせるわけにはいかない。全神経を足に注ぎ、可か憐れんな所作を心がけて部屋の外へと出た。

　戸が閉められたところで、全身から一気に力が抜ける。歩きだすと同時に、京介さんが私の手を握った。

「ごめん、気を悪くしたよね」

　首を横に振る。

　京介さんは、日本でも屈指の高級ホテルグループの副社長なのだ。そして、将来は社長になる立場。そんな人のお母様が、息子の恋人の素性を詮索したくなるのは当然のこと。それなりの家柄の相手以外を受け付けたくない気持ちはわかる。

　そしてなによりも私の胸をしめつけているのは、偽った自分でお母様に紹介されたことだった。取り返しのつかないことをしてしまった気がしてならない。

　不安いっぱいに京介さんを見上げると、『心配することはない』とでも言うように優しい笑顔を見せてくれた。




　それからしばらく経った、ある朝のことだった。まだ誰も出勤していない企画部でデスクを拭いていると、岸本部長のところに置いてある書類に目が留まる。

　クリアファイルに入れられたそれは、ホテルの新規開発に関するものだった。

　新規のホテルは五年ぶりかな。どこに建てるんだろう……？

　なんとはなしにクリアファイルから取り出し、数枚ある資料をめくっていく。

　サーッと斜め読みをしていると、あるページで引っかかる文字を見たような気がした。もう一度戻って、今度はゆっくりと目を進めていく。

　……え？　嘘……。

　見間違えかと思い眼鏡の下の目をこすり、再びその文字に焦点を合わせる。

　すると、新ホテル建設の予定エリアとされているところに、私の実家であり両親が民宿を営んでいる地名が書かれていた。

　資料を持つ手が震える。

　あそこが買収されるの……？

「どうかしましたか、上川さん」

「あ、ぶ、部長。申し訳ありません、勝手に」

　岸本部長から声をかけられて我に返り、慌てて書類をクリアファイルに入れてデスクへ戻す。

「いいんですよ。上川さんも企画部のメンバーなんですから。秘密にすることじゃありません」

　岸本部長は穏やかな表情で自分の席に着いた。

「あの……この話はもう進んでいるんですか？」

　恐る恐る尋ねる。全然進んでいないという部長の回答がほしかった。

　ところがそんな私の期待を打ち砕き、部長は「着手した段階です」と答えた。

　肩から力が抜けていく。

「そうですか……」

　中期経営計画の中にはない案件だった。急に決まったことなのかもしれない。

「なにか気になることでも？」

　心配そうに私を見上げる部長に「いえ」と頭を下げ、雑巾を持って給湯室へと向かった。

　この前、母から電話が入ったのは、このことだったのかもしれない。

　お昼休憩の時に、要領を得ない電話があったことをふと思い出した。

　あれは亜樹の言うような結婚の話題じゃなく、土地買収の話だったのだ。

　給湯室の流しで水を出したまま、私はしばらく放心してしまった。




　その週末、朝一で私は二時間ほど電車を乗り継ぎ、実家のある房総へと帰ってきた。

　京介さんに連れていってもらった海と違って、ここに岩場はない。代わりにあるのは、何キロも続く白い砂浜だ。夏には海水浴客などで大変な賑わいを見せる。

　両親が経営している民宿『上かみ川かわの浜はま』は、ふたりで始めて三十年余り。自宅も兼ねていて、二階に客室が五部屋のとても小さい民宿だ。それでも、海まで歩いて三分の好立地にあり、二階の部屋からは白波が立つ浜がよく見渡せると、毎年訪れてくれる常連さんはいて、夏は満室が続く。

　子供のころは、民宿の仕事を手伝わされ、私に夏休みというものはないに等しかった。両親だけで営んでいるため、書き入れ時の夏はどうしても人手が足りなくなる。おかげで、弟と私は、夏休みでも家族で出かけた記憶はない。

　今の私が面倒くさがりになったのは、その時の反動なんじゃないかと密かに思っている。

　玄関で私を出迎えてくれた母が、「あらどうしたの？」とエプロンで手を拭きながら目を瞬かせる。

「ちょっと顔を見に」

　立ち退きのことは、両親が揃った場で切り出したい。曖昧に返事をしながら、私は靴を脱いで上がった。

「珍しいこともあるものね」

　肩越しに私を振り返りつつ、母が目を細める。お正月に帰省した時より、目尻のシワが増えたような気がした。

　今年五十五歳。歳のせいでボリュームが出なくなったと日ごろから嘆いている母は、ショートカットの髪をパーマでふんわりとさせ、顔色が明るくなるようにとメイクにも気を配っている。さらに身長が百五十センチと小柄で丸顔のせいか、実年齢よりも若く見られることが多い。

　そんな母の背中を追い、リビングとして使っている八畳ふた間続きの座敷へ行くと、父の姿が見えなかった。

「お父さんは？」

「釣りよ、釣り。そろそろ帰ってくるんじゃないかしら」

　私がちゃぶ台の前に腰を下ろすと、母はキッチンへと向かった。

　父が釣ってくる魚は、宿泊客がいる時に振る舞うのはもちろんのこと、上川家の食卓にとっても貴重な食材だ。そのほかにも野菜類は裏の畑で採れる。

　足を投げ出して母が淹いれてくれるお茶を待っていると、「ただいま」と玄関から父の声が響いた。

「今日は不漁だったよ」

「あらぁ残念ね。美緒奈が帰ってきたから、お昼に新鮮な魚でもと思ったんだけど」

「美緒奈が帰ってるのか？」

「そうなの」

　父が直行したキッチンから、ふたりの会話が聞こえてくる。

　直後に父がリビングにひょっこり顔を覗かせた。

「手伝いにでも来てくれたのか？」

　お正月やお盆以外に帰省しない私に対する皮肉か、父は白い歯をニッと見せた。

　釣りの産物か、夏を前にして既に顔は小麦色に焼けている。母と同じ歳の父は身長が百八十センチ近くあり、出てきたお腹の相乗効果でかなり大柄に見える。両親が並ぶと、その体格差は歴然。近所でも凸凹コンビで有名だ。

「暇なんだから手伝いは不要でしょ？」

　潮干狩りのシーズンが過ぎて、落ち着いているころ。来客用の靴箱を見たところ、お客さんらしき靴は見当たらなかった。

「はぁ、これだから娘は持ちたくないんだよ。冷たいことばっかり言うんだからなぁ」

　父はわざとらしくため息をついた。首まで横に振って、やれやれといった感じだ。

「お父さんこそ、ひどい言い方じゃない」

　娘はいらない、みたいな。さすがにそれは言いすぎだと思う。

「はいはい、会って早々ケンカなんかしないの」

　麦茶を乗せたお盆を持って、母が座敷に現れる。

「ケンカじゃないぞ。事実を言ったまでだ」

「私もそうだよ。お客さん、だーれもいないから」

　父とふたり、べーっと舌を出し合った。

　さすがに大人げないとは思ったものの、売り言葉に買い言葉。いつもの他愛ない言い合いだ。

「もう、ほんとにふたりともしょうがないんだから」

　母は呆れながら私の前に麦茶の入ったグラスを置いた。

「それで、いったいどういう風の吹き回しなの？」

　向かいに座ったふたりは、お昼ご飯はなににしようかと話しながら、ついでのように私に聞く。

「この辺一帯が買収されるかもって聞いて」

「……あぁ、そのことね」

　私のひと言で、父と母の顔色が変わった。ふたりで顔を見合わせる。

「この前お母さんが私に電話してきたのも、その件？」

「……美緒奈の耳にもなにか入ってるかなと思ったのよ」

　やっぱり探りを入れてきたのだ。

　ふたりの話すことには、民宿組合でいったんは買収反対を掲げていたそうだけれど、高額な立ち退き料を提示されたことで次第にメンバーが減り、今はうちだけが反対の立場をとっているとのことだった。

「長年暮らした場所を離れるのはちょっとねぇ」

　そう言って、ふたりはうなずき合った。

　確かに、民宿を営むことしか知らないふたりからこの場所を取り上げるのは、酷な話。立ち退き料の金額云うん々ぬんの問題とは、また違う。

「美緒奈の勤めている会社だし、美緒奈から社長さんに言ってもらえば、風向きが変わるかと思ったんだけど」

　母は肩を落とした。そうすると、さらに小柄に見える。

「……それは無理だよ」

　いくら経営層とやり取りの多い企画部に在籍していても、私の意見が通るはずもない。単なる事務処理担当なのだ。社長に進言なんかとんでもない。

「だろうな」

　父は腕組みをして考え込んでしまった。

　私が今いるこの土地一体が、ル・シェルブルになる。

　まったく想像がつかなくて、三人揃ってため息をつくしかなかった。




「ナオミさんじゃない？」

　そう声をかけられたのは、実家から帰る途中の乗換駅でのことだった。

　ホームで電車待ちをしていた私は、考え事をしていたこともあって、長いこと無視してしまったらしい。

「ナオミさんでしょう？」

　もう一度、呼びかけられて、ふと我に返った。

　ナオミ？　私のこと……？

　判断がつかないまま、声の主のほうへ顔を向ける。

　するとそこには、ジーパンにシャツ姿の女性が立っていた。

　……誰だろう。

　しばらく見つめ合う私たち。

「京介の叔母よ」

「えっ!?」

　思わず突飛な声が出た。着物姿の涼子さんしか知らない私には、まったくの別人に見えたからだ。いつもしっとりとしたまとめ髪の彼女は、今日はポニーテールで快活な印象だった。

「いつもと違ってわからなかった？」

　クスッと笑う涼子さんに、「はい」と正直に答える。

　それよりも、私だ。涼子さんは、どうして私がナオミだと気づいたんだろう。今の私は、すっぴんに眼鏡という普段のまま。それこそ今の涼子さんが別人のように、あの店に行った時の私とは全然違うのに。

「どうして私のことを……？」

　不思議がる私を見て涼子さんは、「あぁ」と合点がいったようだ。

「観察眼には自信があるの。商売柄いろんな人と接しているうちに自然と身に付いたのかしらね。うちには芸能人なんかもお忍びでみえるから」

「芸能人が……」

「ええ。お忍びだから当然変装もしていて。そういうのを長年見てきたから、骨格や雰囲気で判別できるようになったみたい」

　なんて高性能な目なんだろう。ちょっとやそっとの変身では、涼子さんを欺けないようだ。

「この前は私が余計なことを言ってしまって、ごめんなさいね」

　涼子さんは私の腕に手を添え、眉尻を下げた。

　なんのことかと首を傾げる。

「ほら、京介の母親に挨拶でもって」

「あ、いえ……」

「ちょっとした試練だったでしょう？」

　思わず素直にうなずいてしまってから、慌てて「違うんです」と取り消した。

　本音を言えば、今思い出してもドキドキしてしまうくらい恐ろしかった。

「キツイことを言う人なんだけど、芹川家のことを思ってのことだから悪く思わないであげてね」

「はい、それはわかっています」

「きっとナオミさんなら、すぐに気に入ってもらえると思うけどね」

　涼子さんのその言葉には、愛想笑いしか返せない。

　本当のことを京介さんのお母様が知ったらと思うと、気に入ってもらえる楽観的要素は、私になにひとつないのだ。

「そんなに落ち込まないで。大丈夫だから。ね？」

　涼子さんは私の肩をポンとひと叩きした。

「……はい」

　漏れる息と一緒に答える。気の抜けた返事になった。

「ところで、今日はお店のほうはお休みなんですか？」

　今日は土曜日。飲食業なら休みということはないだろうけれど……。

「臨時休業なの」

　笑いながら涼子さんが答える。

「これからライブがあってね」

「誰のライブなんですか？」

「『ムーンシャワー』なの」

　涼子さんは声を弾ませた。

　なんでも、昔から大好きなんだそう。

　ムーンシャワーといえば、三十年以上にわたって活動している、超大物の男性四人組のポップスバンド。私が物心ついた時には既に有名だったから、もちろん歌は知っている。ＣＭやドラマの主題歌に起用されるのはもちろんのこと、大晦日おおみそかに放送される男女対抗形式の大型音楽番組でも毎年顔を連ねている、日本の国民的グループだ。

　涼子さんの話によると、隣の千葉から全国ツアーが始まり、東京で締めくくりだそうで、今日はそのファーストステージらしい。

　涼子さんは嬉しさを抑えきれないらしく、今にも飛び跳ねそうで、そんな様子はとても六十歳前後には見えない。

「舞ちゃんも一緒だから、ナオミさんのことをあんまりいじめないようにお願いしておくわ」

　京介さんのお母様もライブへ？　涼子さんのように、はしゃいでライブに行くようには、とても思えない。

　あまりにも意外で目を瞬かせていると、涼子さんは「舞ちゃんのほうが熱狂的なファンなのよ」と教えてくれた。ただ、ル・シェルブルの監査役としての勤めや、社長を常に陰で支える立場として、頻繁にはライブに行けないらしい。

　そんな京介さんのお母様と、今日は都合が合い一緒に行けることになったそうだ。

　京介さんのお母様が涼子さんを羨ましく思うのが、ちょっとわかった気がする。

　これは私の勝手な想像にすぎないけれど、彼のお母様は自分の好きなことをいろいろと諦めてきた人生だったのかもしれない。それが芹川家に嫁ぐことから始まったのか、生まれながらにしてなのかはわからないけれど。ともかく、そういうことをひっくるめて、あの威圧感が完成したように思えた。

「それじゃ、時間があまりないから」

　涼子さんが身を翻す。

「はい。楽しんできてください」

　涼子さんは「ありがとう」と言って手をひらりと振り、爽やかな空気を残して人混みに消えた。




《ナオミと一緒に行きたいところがある》

　京介さんからそんな電話が入ったのは、涼子さんと街で偶然会った日の夜のことだった。

　その翌日の日曜日の朝、私を迎えに来た京介さんが私を連れていったのは、なんと空港だった。

　京介さんが意気揚々と国内線のカウンターへと並ぶ。

　これからいったいどこへ行くつもりなんだろう。

「はい、お待たせ」

　そう言って京介さんが私に手渡したチケットには、【函はこ館だて行き】と書かれていた。

「北ほっ海かい道どうへ行くんですか!?」

　反射的に聞くと、嬉しそうな顔をした京介さんがうなずく。

「ですが、なんの用意も……」

　着替えもお泊まりセットも持っていない。テラコッタカラーのスカートに同系色のリブトップスを着たきりだ。

　京介さんだって、紺と白のボーダーカットソーに紺色の七分袖のシャツを羽織り、白いクロップドパンツというスタイル。荷物の入っていそうな大きなバッグは持っていない。

「日帰りだから心配しないで」

「日帰りですか!?」

　思いきり驚いてしまったけれど、セレブなら普通にそういうことをするものなのかもしれない。

　見開いた目を慌てて戻し、ポカンとした口も即座に閉じる。澄まし顔を貼りつけ、私もよくそんなふうに出かけるというように落ち着き払った振りをした。

　だけど『なんてもったいない！』と思う私は、やはり庶民だ。飛行機代を払って行くのなら、せめて一泊か二泊はしたい。

　搭乗ゲートをくぐり、飛行機へと乗り込む。驚いたことにファーストクラスだった。

　エコノミークラスしか乗ったことのない私は、心の中で大興奮。ゆったりとした座席に感嘆のため息を漏らしそうになり、口を押さえてごまかした。

　飛行機が水平飛行を始めると機内が明るくなる。キャビンアテンダントがワゴンで飲み物を配り始めた。

　心の中とはいえ初ファーストクラスにはしゃいだせいか、もらったウーロン茶を一気に飲み干す。

　京介さんはそんな私を見て、「そんなに喉が渇いてたの？」と目を細めた。

「あ……はい……」

　余裕のなさを目撃されて決まりが悪い。「ところで、北海道ではなにを？」と、話を切り替えた。

「おいしいと噂のスイーツを食べにね」

　スイーツ！

　思わずウキウキしてしまう。

　京介さんは軽くウインクを投げてよこした。

「どんなスイーツだろう。楽しみです」

　わざわざスイーツを食べに北海道まで日帰りで行くなんて。そんな贅沢を私は知らない。ほころぶ顔が止められない。

「ナオミに喜んでもらえてよかった」

　京介さんは人目を忍んで、私の頬にこっそりキスをした。

　それから一時間半ほどのフライト中、京介さんは私の手を握ったまま。たまに髪や頬に唇で触れる。私はそのたびに胸を高鳴らせ、京介さんから絶えず注がれる甘い視線に心がとろけそうになった。




　到着した空港から私たちがタクシーで乗りつけたのは、チャペルのような三角屋根をした白い外壁のかわいらしいお店だった。看板には【タルト専門店】とある。

　店内へ入ると右奥のドアの向こうは喫茶スペースになっていて、そこで食べることもできるみたいだ。人気店らしく、女性のお客さんが十人ほど列を作っている。

　タルトに引き寄せられるようにしてガラスケースの前へと行く。中には、目にも鮮やかなタルトばかりがおよそ二十種類並んでいた。

　うわぁ……。こんなにたくさんあると迷っちゃう……。

「どれがいい？」

　京介さんに肩をちょんちょんと突かれる。そこで初めて、自分がガラスケースごと食べてしまいそうなほど、へばりついていたことに気づいた。

　何食わぬ顔で取り繕い、背筋を伸ばす。

「京介さんはどれにしますか？」

　迷いすぎて決められない。京介さんの選ぶものを見てから考えよう。

「俺は白桃タルトとモンブランタルト」

　そのふたつを見てみると、どちらもタルト生地の上に惜しげもなく白桃と栗が乗っていた。

　京介さんがそれなら……。

「私はオレンジタルトと、りんごとブルーベリーのタルトにします」

「あ、俺もそれは迷ったんだよね」

　私たちはお互いの口元をほころばせた。

　注文を終えた私たちは、パティオになった喫茶スペースでふたり掛けの小さなテーブルに着いた。

　中庭は四十畳ほどある広さで、テーブルが八席だけ。ゆったりとした間隔が嬉しい。差し込む穏やかな光が心地よかった。

　大きく息を吸い込み、ゆっくり吐き出す。

「やっぱり北海道の空気はおいしいですね」

　北海道というだけで空気が澄んでいるように思ってしまう。

　北海道は、今回で二度目。一度目は高校の修学旅行だった。その時は函館ではなく札さっ幌ぽろと小お樽たるで、北海道の景色や食べ物よりも友達とワイワイ騒ぐほうが楽しかった。

「それじゃ、お腹がいっぱいになってタルトは食べられないかな？」

　京介さんが意地悪っぽい目を浮かべる。

「食べられます！　それに、空気でお腹が膨れたら、私は今ごろどうしようもないくらい太ってますから」

　いつもの調子で唇を突き出して反論してから、両手を脇腹の横で広げ大きな体を表す。ナオミでいることを一瞬だけ忘れてしまった。

　そのことにハッと気づき、軽く狼ろう狽ばいしつつ……。

「……今でもスリムなほうではないのですが」

　おとなしいお嬢様を演じるように上品ぶって追加すると、京介さんが「ナオミはちょうどいいと思うよ」と笑う。そしてそのあとすぐに、口元に手を当てて囁くように言った。

「抱き心地がすごくいいから」

　だ、抱き心地……。

　顔が一気に熱を持つ。それをごまかそうと、「京介さんは、北海道にはよく来るんですか？」と話を逸らす。

「よくってほどでもないけどね」

「それは……女性とですか？」

　明るく聞ければいいのに、神妙そうな声色になってしまった。

　京介さんだったら、そんなことがあってもおかしくない。これまでに恋人がいないはずはないのだから。こんなに素敵な人を女性が放っておくわけはない。

　頭でわかっていても心は沈む。

「残念ながら違う」

　その言葉に、落ちた気持ちが途端に上向きになる。

「子供のころは両親と旅行で何度か。大人になってからは出張だったよ」

「そうなんですね」

　札幌と富ふ良ら野のにもル・シェルブルのホテルがある。札幌は街の中心地にあり、富良野はスキー場を持つリゾートホテルだ。おそらく、そこへの出張だろう。

　ついニコニコとしていると、「恋人と来たことがあると言って、ナオミにヤキモチを妬かせればよかったかな」と京介さんが残念そうに唇を噛む。

　私は彼を瞬きしながら凝視した。

「……京介さん、ひどい」

「冗談だよ」

　京介さんがクスッと笑う。

「でも、これだけは知っておいてほしい」

　急に真顔になり、彼が私をじっと見つめる。

「この歳まで何人か恋人と呼べる女性がいたことは確かだ。ただ、自分からここまでほしいと望んだ女性はナオミだけ。信じてくれる？」

　めまいを起こしそうなセリフだった。

　京介さんが、この私をそこまで想ってくれるなんて……。

「……はい。ありがとうございます」

　舞い上がるほどの喜びの陰で、胸がちくっと痛む。

　今の私はナオミ。本当の姿じゃない。大切に想ってくれている京介さんを騙だましているのだ。

　そう考えるうちに苦しくなり、うっとりとするほど甘い眼差しを私へ送り続ける京介さんから目を逸らした。

　しばらくして四種類のタルトを堪能した私たちは、函館の街を束の間散策し、夜景の見えるイタリアンで夕食をとったあと、再び飛行機で羽田空港へと舞い戻った。




　いつまでこの関係を続けていけるのだろう。京介さんから事実を突きつけられるのか、それとも私が明かすのか。

　北海道への小旅行が幸せすぎて、余計に京介さんを失うのが怖かった。ナオミのままで居続けられないことはわかっている。でも、もう少しだけ。もう少しだけでいいから……。

「――ミ？　……ナオミ？」

　名前を呼ばれていることに気づき、息を呑む。

　私は今、空港から自宅へ送り届けてもらう京介さんの車の中だった。膝の上には、バッグのほかにお土産で彼が持たせてくれたタルトの入った箱が乗っている。

「なにか心配ごと？」

　京介さんは前を向いたまま、穏やかな声で私に聞く。

「いえ……そういうわけでは……」

「もしかして、母のこと？　それだったらナオミが心配することはないから」

　京介さんが手を伸ばして、膝に置いていた私の手を握る。

「……はい、ありがとうございます」

　その手の温かさにホッとしながらも、心は穏やかではいられない。

　お母様に認められるか否か以前の問題が、私にはあるからだ。それが晴れることは、この先ずっとない。

　嘘がいつバレるかヒヤヒヤして。バレた時に訪れる別れに恐怖を感じて。そんな関係は、いつまでも続けられるものじゃない。

　さらにそれとは別に、もうひとつの心配事までできてしまった。実家の立ち退き問題だ。

「京介さんのホテルは、今度どこかに新しく造る計画はありますか？」

　京介さんの横顔を見ながら、探りを入れるように尋ねる。

　岸本部長のデスクに置いてあった計画が本当に進められているのか、副社長である京介さんの口から聞きたかった。彼が乗り気じゃなければ、きっと計画はなくなるだろうから。

　これまでにもホテル建築の候補地が上がり、買収などを進めている最中に、京介さんの『そこはやめましょう』というひと言でストップがかかったことがあった。それは京介さんの気まぐれなわがままでは決してなく、市場調査や立地条件などを再度検討してのことだったけれど。だから、今回ももしかしたらという思いがあったのだ。

　信号待ちで止まり、彼と目が合う。彼の瞳に、ほんの少しの驚きが滲んでいるように見えた。

「今、まさにあるよ。ナオミは超能力者みたいだな」

「いえ、ただなんとなくです。ル・シェルブルは人気のホテルですし、そろそろ新しいところができてもおかしくないと思って」

　私の舌は、ずいぶんと嘘に慣れてしまったのかもしれない。スラスラと偽りを並べられるようになったようだ。

『今、まさにある』という京介さんの言葉で、岸本部長のデスクにあったのは単なる展望ではなく、具体的な計画だと思わされた。

　近い将来、私の実家がなくなる……。

　私ももちろん寂しいけれど、やはり気になるのは両親のことだった。落ち込んでいる様子を見てきたばかりだけに、これからのことが心配だった。計画が動きだし、民宿組合の人たちが賛成してしまっている以上、私ではどうすることもできないのがもどかしい。

「そういえば、ナオミのお父さんが経営している宿泊施設はどこに？」

　京介さんは急に思い出したように私をチラッと見た。

「それはえっと……海のそばです」

　誰かが言っていたことを思い出した。嘘を本当っぽく思わせるには、真実も織り交ぜるべきだ、と。

　そんなテクニックまで駆使する私は、いったいどうしたいのか。

　いつまでも隠し通して付き合えるはずもないのに。ダメだと頭ではわかっているのに、このままナオミでいるために、できることをしたいと思ってしまう。

「そっか。じゃあ、ナオミは海の近くで育ったんだね」

　京介さんは声を弾ませるけれど、私はその逆。これ以上踏み込んだ話をしたくなかった。

「……そうですね」

「今度、連れていってくれる？」

「……はい」

　そううなずいたけれど、絶対に守れない約束だった。

　そこへ案内するには、自分の素性を明かさなければならない。そして、明かしたところで、待っているのは別れだから。

　なにより、京介さんのお母様が私たちを認めないだろう。もしかしたらお母様は、この前会った時に、私が一般家庭の出だと、どことなく感づいたのかもしれない。ル・シェルブルの社長夫人で経営にも携わっているくらいだから、人を見る目が養われていてもおかしくない。いくら着飾っていても、完全なごまかしはきかないだろう。

　そういえば、あの夜、涼子さんのお店で会ったお母様は、『大事な話があったのに』と言っていたけれど、それが房総の土地買収のことだったのかな。お母様は監査役として会社の経営計画などには目を通しているから。

「この前、京介さんのお母様が言っていた大事な話っていうのが、今の計画のことですか？」

　私の質問に京介さんの表情が曇ったのは、横顔からでもわかった。

「……いや、あれはまた別の話」

　どうしたんだろう。京介さんにとって、あまり嬉しくない話だったの？

　すぐにいつもの穏やかな顔に戻ったものの、心の隅になんとなく引っかかった。




　女子社員たちの賑やかな声がこぼれる朝の更衣室。

　そこで私服から制服に着替えていると、私の隣のロッカーが開けられた。

　亜樹だった。

「おはよう、亜樹」

　いつものように挨拶をすると、彼女は私の目も見ずに「おはよう」と素っ気なく返した。昨夜は誰それと一緒にご飯を食べに行っただとか、エステでピカピカにしてきただとか、事細かに報告する彼女が、だ。

　彼女の話を更衣室で聞くことが、一日の始まりといってもよかったのに。いったいどうしたんだろう。なにかあったのかな。

「亜樹？」

　顔を覗き込んでみたら、「先に行くね」と目も合わさずにそそくさと更衣室から出ていってしまった。

　それはお昼も同様で、社員食堂で見かけた彼女に近づいてみても、どことなく他人行儀な様子だった。彼女の前に座ったものの、私から一方的に会話を投げかけるばかりで、一向にキャッチボールにならない。

　私がなにか気に障ることでもしてしまったのか。考えてみたところで、思い当たる節はひとつもなかった。




　その夜。アパートでひとり、食事を済ませた時刻だった。インターフォンが部屋に鳴り響き、来客を知らせた。

　めったに人が訪れない私の部屋。あるとすれば、宅配便か新聞の勧誘くらいのものだ。

　こんな時間に誰だろう。

　不意に亜樹の顔が浮かんだ。

　もしかしたら、会社での態度の釈明に来たかもしれない。

　そんなことを考えつつ、インターフォンの受話器を取った。すると……。

《芹川でございます》

　女性の声が受話器から聞こえてきた。

　芹川……？　って、あの芹川!?

　一瞬ピンとこなかった。けれどその直後、心臓が大きく飛び跳ねる。

　え、ちょっと待って。この声って、まさか……。

　急加速で高鳴る鼓動。

《もしもし？　芹川京介の母ですが》

　信じたくない言葉が受話器越しに浴びせられた。

　京介さんのお母様が、どうしてここに……？　私のことをどうやって突き止めたの？

《開けてくださいませんか》

　一本調子で淡々と言葉を吐かれるも、私はパニックだった。自分の身になにが起きているのか、わからなかった。

《上川美緒奈さんのお宅ですよね？》

　私の本当の名前まで突き止めている。もう観念するしかないようだった。

　鍵を外してドアを開ける。

　そこには、うぐいす色のセットアップワンピースを着た、京介さんのお母様が立っていた。この前と変わらぬ人を圧する力は今日も健在。ひと目見て、自分に向けられる視線にそれ以上耐えられず、深く俯く。なにを言われるんだろうという恐怖しかなかった。

「ちょっと失礼するわね」

　京介さんのお母様はひと言断り、ためらいもなく部屋の中に上がり込んだ。

　そのあとを追い、テーブルに残っていた皿を慌てて片づける。

　お母様はそこに埃ほこりでもあるかのようにカーペットを手で払い正座した。

　その前におずおずと私も座る。

　矢のように刺さる視線を感じるせいで、顔を上げられない。例えようのない恐ろしさだった。

「私がなにをしにここへ来たのかは、もうおわかりよね？」

　声色に刺々しさを感じる。

　心臓がドクンと音を立てた。なにも答えられずにいると、呆れかえったような大きなため息が聞こえてきた。

「……申し訳ありません」

　それしか言えない。テーブルにこすりつけるほど頭を下げる。

「名前も素性も偽って京介に近づくなんて、いったいどういうおつもりなのかしら。しかも、うちの企画部に所属しているとはね。調べさせて正解よ」

　対面した時に、私からなにかを察知したのかもしれない。探偵でも雇ったようだ。

「京介をたぶらかそうったって、そうはいきません。息子の前から姿を消しなさい」

　さっきとは比べものにならないほど強い口調だった。私に対する嫌悪をひしひしと感じる。

　たぶらかそうと思ったわけじゃなくとも、言い訳はできない。嘘をついていたことは事実だから。

　ありのままの上川美緒奈だったら違っていたのかもしれない。……ううん、そもそもそれでは相手にすらしてもらえなかっただろう。私は〝ナオミ〟になって初めて、京介さんに好きになってもらえたのだから。

「企画部からも外してもらいますから、覚悟しておきなさい」

　背筋も凍るような冷たい言い方だった。

「……あの」

　お母様が立ち上がったところで、顔を上げて呼び止める。

　彼女は下等動物でも見るかのように私を見下ろした。

「私が上川美緒奈だということを京介さんは――」

「言えるわけがないでしょう」

　私の言葉に被せるように言い放つ。

　京介さんを傷つけたくないからなのか。それとも、そんなことすら口にするのが汚らわしいということなのか。私にはわからなかった。

　足早にアパートを出ていくお母様を、私はただ呆然と見送るしかなかった。




　それから一週間が経った。

　たびたび私のスマホに入る彼からの電話には、いっさい出ていない。メールにも返信しないまま。お母様の言いつけに忠実に従っていた。いや、従うしかなかった。

　いつか終わらせなければならない時がくることはわかっていた。嘘で固めた自分のまま、京介さんの隣に居続けることはできない、と。にもかかわらず、私は臭いものにふたをするように、嫌なことから目を背けてきた。ただひたすら、この時間が続けばいいのにという身勝手な願いを抱えて。

　そんな虫のいい話があるはずもないのに。偽りだらけの私が、あんなに素敵な彼のそばにいていいわけがない。

　来るべき時が来ただけのことなのに、胸には大きな穴がぽっかりと開いていた。

　午後三時。顧客情報管理の進捗状況を情報システム部で聞き、企画部へ戻る途中の通路から見た窓の外は、そんな心の涙を表したかのような雨だった。

　そういえば朝のワイドショーで、例年より一週間遅い梅雨入りだと盛り上がっていたっけ。

　なんとなく耳に入っていた情報をふと思い出す。

　自販機が並ぶ通路の一角で立ち止まり、雨に濡れた景色を窓から眺める。風はないのか、空から一直線に雨粒が降り注いでいた。

　ふと、カコンと自動販売機に缶ジュースが落ちる音がして、そちらを見る。

　そこにいたのは京介さんだった。

　頭の中が彼でいっぱいだっただけに、実物を見て鼓動は急加速で高鳴る。社内で見かけることはあっても、これほど近づいたのは久しぶりだ。

　自販機から缶コーヒーを取り出しつつ、私に気づいて「お疲れさま」と声をかけてきた。

　私はナオミじゃない。冷静さを取り戻すべく、自分に言い聞かせた。

「お疲れさまです」

　書類を胸にギュッと抱え、即座に挨拶を返す。

「上川さんもなにか飲みますか？」

「いいえ、大丈夫です」

　眼鏡をずり上げ遠慮する。

　早くここから立ち去ろう。

　ところがこの場から逃げようと画策する私の小さな野望は、すぐに打ち砕かれた。

「そんなこと言わずに、少し付き合ってもらえないですか？　もちろんおごります」

　京介さんはコインケースから出したお金を自販機に投入しながら、「コーヒーでいいですか？」と私に尋ねる。

　副社長にそこまで言われて断る従業員はいないだろう。私が「はい」とうなずくと、京介さんは出てきた缶コーヒーを私に手渡した。

　一瞬触れ合った指先にドキッとさせられながら、「ありがとうございます」と受け取る。

　京介さんは、壁に沿っていくつか並んだ椅子に腰を下ろした。

「上川さんも座りませんか」

　ここで『いいえ』と断るのは不自然かと思い、言われるままひとつ飛ばして私も座る。

　雨のせいか、いつにも増して静けさが包み込む。通路にはプルタブを開ける音が二回響いた。

「ブラックを飲まれるんですか？」

　彼が手にしていた缶コーヒーはブラック。

　これまで何度か一緒にした食事の時は大抵、紅茶や日本茶で、コーヒーを飲んでいる場面を見るのは初めてだった。

「え？」

「甘いものがお好きだから、てっきりミルクも砂糖も……」

　そこまで言って、自分の失言に気がついた。

　副社長である彼と上川美緒奈が、そこまで親密な話をしたことはない。

　京介さんは面食らったような表情をして私を見ていた。

「あ、以前、秘書室の方たちが副社長は甘いものが好きだという話をしているのを聞いたので」

　とっさにごまかす。

　京介さんは、そこで表情を和らげて小刻みにうなずいた。

「甘いものは好きですが、コーヒーはブラック派です」

「そうなんですね」

　まずい会話を選択してしまったことが、緊張を引き寄せる。私ひとり、心にまったく余裕のない状態になった。

「その後どうですか？」

「はい!?」

　突然の問いかけに、なんのことかとドキッとする。

「顧客管理システムです」

　私の過剰反応に京介さんは不思議顔だった。

「……あぁ、はい、顧客管理システムですね」

　小刻みにうなずく。

　ドキッとしたことで〝ナオミスイッチ〟が入ってしまったのか、美緒奈に対する質問ではなく、ナオミへのものだと勘違いしてしまった。『一週間も音沙汰がないけど、元気にしてたの？』と、脳内変換されたのだ。

　大きく吸い込んだ息を一気に吐き出す。

「順調に進んでいるとの報告は入っています。外部のシステムエンジニアにも入ってもらい、ネットワークの再構築を図っている段階とのことです」

　たった今、情報システム部で聞いてきたばかりだ。仕事モードで冷静に答える。

　京介さんの思い描くシステムが構築されるまで、まだもう少し時間はかかるだろう。

「本当に似てる」

　そんな言葉と共に彼の視線を頬に感じて、そちらを見る。

　すると、京介さんは困ったように眉尻を下げていた。

「なにがですか？」

「上川さんの声」

　嫌な予感が胸に広がる。

「前に内線電話をもらった時も思ったけど、こうして生の声を聞くと本当にそっくりで参る」

　京介さんは寂しそうな顔を浮かべた。

　そんな表情に胸がしめつけられる思いがした。

「……どなたに似ているんですか？」

　知っているくせに。でも、会話の都合上聞かないわけにはいかない。それと同時に、〝ナオミ〟という名前を彼の口から聞きたいと、ズルイ感情も確かに存在していた。

「大切な人」

　京介さんの声が甘く切ないものになる。彼は前屈みになり缶コーヒーを両手で握ると、両膝の上に肘を突いた。

　私の胸の奥が苦しさに震える。

「でも、このところずっと連絡が取れなくて。どうしたものかと」

「そうですか……」

　私は視線をフロアへ外した。彼の顔を見ていられなかった。彼を悲しませている張本人は私なのだから。

「変な話を聞かせてしまいましたね」

　彼は気を取り直したように言うと、コーヒーを一気に飲み干した。

「いえ……」

　いっそのこと『私がナオミです』と言えたら、どれだけいいだろう。『嘘をついていてごめんなさい』と頭を下げれば、許してもらえないだろうか。

　自分にだけ都合のいい考えが浮かび、急いで打ち消す。

　そんなことが許されるはずはない。嘘をついた時間に比例して、罪は重くなる。

　膝の上に置いた書類を握りしめ、奥歯に力を込めた。

　彼の背中を見送り、エレベーターへ乗り込む。結局、買ってもらったコーヒーはひと口も飲めなかった。

　中身が満杯に入った缶を持ったままパネルの【閉】をタッチする。

　ところが、一度閉じかけた扉が再び開いた。

「すみませ――」

　亜樹だった。彼女は私を見て、サッと身を翻す。

「亜樹、ちょっと待って」

　とっさに呼び止めた。それでも足を止めようとしない亜樹を数歩ほど追いかけて、その腕を掴む。

「ねぇ、亜樹、私なにかした？」

　あれからずっと避けられているのだ。

　理由を見つけられずにモヤモヤは募るばかり。こうして亜樹に直接聞くしか手段はないのだ。

　私が問い詰めると、彼女は苦しそうに眉間にシワを寄せた。

「気に障ることをしたのなら謝りたいんだけど」

　自分でも気づかないうちに、私のなにかが亜樹を苦しめているのだとしたら、それを早く取り除きたい。

「……ごめん、美緒奈」

「え？」

「ごめんね」

　亜樹の腕を掴んでいた私の手を彼女はやんわりと外した。

「……どういう意味？　なにが〝ごめん〟なの？」

　質問を重ねる私と目も合わせず、亜樹は足を速めて行ってしまった。




　駅からアパートまでの道をトボトボ歩く。

　差した傘は、役割をほとんど果たしていない。細かい霧雨に変わったせいで、差した傘の中まで舞い込むのだ。

　頭の中では、亜樹が私を避けるようになるまでのやり取りを思い返していた。ところが、その中のどこにも、今の私たちの状態につながる原因が見つからない。

　不完全燃焼の気持ちを抱え、例のタワーマンションまで来た時だった。

　見覚えのある車が停まっていた。白いセダン。京介さんと同じ車だ。

　ドキリとした。

　もしかしてナオミを探して……？

　その場に立ち止まり足を出せずにいると、ちょうど彼がマンションのエントランスから出てきた。

「……上川さん？」

　私に気づいた彼が足を止める。

「お疲れさまです」

　思わず京介さんに駆け寄り、雨に濡れる彼へ傘を傾けた。

「上川さんの家、この辺なんですか？」

「はい。もう少し先ですが」

「そうですか」

　京介さんは小さくため息をつき、腰に手を当てた。寂しそうな顔だった。

「乗っていきませんか？　送ります」

「いえっ、すぐそこですから」

　歩いて五分とかからないし、できればふたりきりになることは避けたい。一週間も連絡を絶っているナオミが、うっかり顔を覗かせてしまうかもしれないから。

「失礼します」と歩きだそうとしたものの、彼が私の肩先を掴んだ。

「こんな雨では濡れますから乗ってください」

　助手席のドアを開いて私を待つ。

　そこまでされて拒否するのもどうかと思い、傘を畳み、車に乗り込んだ。

「変なところを見られてしまいましたね」

　ハザードランプを消しながら、京介さんは罰が悪そうに言った。

「昼間話した彼女、このマンションに住んでいるんですが、それがどの部屋なのかわからないんですよ。これで恋人なんて、聞いて呆れます。管理人さんに聞いても、個人情報を家族以外に教えるわけにはいかないと突っぱねられてしまいました。きちんと部屋番号も聞いておけばよかった」

　京介さんは自嘲気味に、そして最後はひとり言のようにつぶやいた。




　歩いて五分は、車なら、信号待ちを二回挟んでも三分弱。あっという間にアパートに着いてしまった。

「ありがとうございました」

　お礼を言ってドアを閉めると、車はすぐに雨の中を走り去った。

　きちんと終わらせたほうがいいのかもしれない、とテールランプを見送りながら思う。

　なんの前触れもなく連絡を絶たれれば、いつまでも未練が残ってしまうんじゃないか。きっと期待して待つに違いないから。

　私が逆の立場だったらと考えると、胸が痛くなる。

　別れを告げるのは嘘をついた私が負うべき責任。

　ベッドの中で眠りに入る直前、京介さんのナンバーを呼び出した。

　コール音は一回と鳴らずに彼が出る。

《ナオミ!?》

　驚きと喜びが混じったような声だった。

《急に連絡が取れなくなるから、なにかあったのかって心配していたんだ》

「……ごめんなさい。あの、話したいことがあるんです」

《今、部屋？　実はさっき行ったんだけど、ナオミのルームナンバーがわからなくて。今から行く》

「ちょ、ちょっと待ってください」

　慌てて引き止める。

《待たない。すぐに向かう》

「京介さん？」

　いつもの穏やかで余裕のある京介さんとの違いに戸惑う。

《とにかく、俺は今すぐナオミに会いたい。だから会いに行く。部屋を教えないというなら、マンションの前でナオミが出てくるまで待つから》

　京介さんは言いたいことだけを言うと、一方的に電話を切ってしまった。

　スマホを持ったまま、しばらく放心する。

　……どうしよう。あの様子だと本当に来て、朝までだって待つ勢いだ。

　もう一度電話をかけてみても、呼び出し音が何回か鳴ったあと留守電につながるだけだった。

　急いで着替えてメイクしなくちゃ。京介さんが到着するより早くあのマンションの前に行かないと、住んでいないことがバレてしまう。

　ベッドから飛び降り、メイク道具を並べる。早く早くと気持ちばかりが焦る。手元が狂って、何度もアイラインを引き直した。

　なんとかメイクを済ませ、急いで着替える。部屋を飛び出すと、外はまだ細かい雨が降っていた。

　傘を差して、タワーマンションまで走る。まとわりつくような湿気が、とても不快だった。

　息を切らせて着くと、そこに彼の車はまだ到着していなかった。

　肩を上下させつつホッとする。傘を畳み、マンションのエントランス近くにこっそり身を隠す。彼の車が到着すると同時に出ていく算段だった。

　私がちょうど呼吸を整え終えたころ、白い車が停車した。京介さんだ。

　いかにも中から出てきたように私は姿を現した。

　すぐさま運転席から降り立った京介さんは、その場で私を抱きすくめた。

「どうして連絡をくれなかったと責めるつもりはない。でも、もう二度とこんなことはしないでくれ」

　切なくなる言い方にすがりつきたくなる。だけどお腹に力を入れて、なんとかそれをこらえた。

「それで、話って？　ナオミの部屋で聞こう」

　彼から離れて、首を横に振る。

「どうして」

　当然ながら聞き返される。でも、上手な理由が思いつかない。

「……ごめんなさい」

「じゃ、おいで」

　京介さんは少し怒ったような様子で私の手を取り、助手席のドアを開けた。

　ほんの数時間前に美緒奈にそうしたように、ナオミの私をそこに押し込める。

　運転席に乗り込んだ彼は、私にシートベルトをかけ車を発進させた。

「京介さん、どこに行くんですか？」

「ナオミの部屋がどうしてもダメなら、俺の部屋で話そう」

　断ることを許さない強い眼差しだった。

　車が走りだしてしまえば、どうすることもできない。いつになく強行に出る京介さんに戸惑いながら、おとなしくシートに背中をもたれるしかなかった。

　京介さんは私の話がどういうことなのか、薄っすらと感づいているのかもしれない。私が話しだそうとすると、「運転中じゃなく落ち着いて話したいから」と私の口を封じた。

　車中が静寂に包まれる。

　今夜が最後。京介さんともナオミともさよなら。……それでいいんだよね？

　私は窓の外を流れる濡れた街並みを見ながら、揺れる心に自問した。




　それから二十分後、車が吸い込まれるようにして入っていったのは、高層マンションと思われる建物の地下だった。

　私の目に入るのは、どれもこれも高級車。船上パーティーの時同様、庶民の私には壮大な光景だった。

　車から降りてエレベーターへと乗り込む。

　パネルには三十階まで表示されていた。私が自分の住むマンションだと偽った建物より、ずっと高い。

　点灯しているのは三十階。最上階に京介さんの部屋があるみたいだ。

　茶色い絨じゅう毯たんが敷かれた通路は、そこだけで部屋として使えそうなくらい広く、ル・シェルブルの高層フロアにも引けをとらない豪華さだった。ここを歩くだけでも一いっ張ちょう羅らに着替えたくなる。

　瑞みず々みずしい生花や調度品の数々に目を奪われながら進むと、彼は一番奥の扉の前で立ち止まった。

「どうぞ」

　京介さんに促され、中に入る。自動で電気が点いたものだから、密かにびっくりしてしまった。

　ダメ、今の私はセレブ。こういう部屋には慣れている。驚いてはいけない。最後までナオミを貫き通さなくては。

　そう言い聞かせながら、京介さんにエスコートされて長い廊下を進む。

　ところが、ガラス製の二枚扉の向こうにリビングが現れた時、自然に「わぁ……」という声が漏れてしまった。

　とっさに口元を手で押さえる。京介さんを横目で盗み見ると、特に気にする様子は見えなかった。

　正面の壁一面、天井から床までの大きな窓の向こうは、夜景が雨で白く煙っている。

　ベージュ系の落ち着いた色合いの部屋は、とにかく広い。リビングだけでも三十畳はあるだろう。

　左側の三段ある階段の先にも部屋があるようだ。ドアがふたつある。いくつかあるドアの向こうにどのくらいの部屋が隠されているのか不明だけれど、部屋全体で二百平方メートルはありそうだ。

　白い壁にダークブラウンのフローリング。ソファなどの家具はイタリアの高級家具ブランドだ。ソファには差し色的に赤いクッションが置かれ、センスを感じさせる。一〇〇インチはありそうなテレビは、壁に埋め込まれていた。

　とにかく、なにを見ても驚かされてしまう。私の部屋とは到底比べようもない。

「話ってどんなこと？」

　不意に京介さんに話しかけられ我に返る。雰囲気に呑まれて、言いそびれてしまうところだった。

　京介さんは普段と変わらない調子で私に尋ねた。

　車の中では、なにかしら予感を抱いているように見えたのに、『元気？』と挨拶交じりに問いかけるような雰囲気だった。別れ話を察知して、わざとそうしているのかはわからない。

　彼に向き合い目線を上げる。急激に上昇する緊張感。目は見られなくて、喉元あたりで留めた。

「あの、も――」

「コーヒーでも淹れようか」

　口を開きかけたところで、京介さんに話の腰を折られる。

「座って待ってて」と、アイランドキッチンへと向かってしまった。

　肩から脱力し、大きなソファへ浅く腰を下ろす。

　これからしなければならない話の内容だけに、素敵な部屋にいるにもかかわらず居心地が悪い。

　しばらくして戻ってきた京介さんは、私にコーヒーカップを手渡して隣に座った。

「……ありがとうございます」

「それで？」

　コーヒーをひと口だけ飲み、彼が首を傾げる。

「あの……」

　つい言葉を探して引き延ばす。そうしたところで結果が変わるわけでもないのに。

　微笑む京介さんに一瞬だけ目を合わせて、すぐに手元に逸らした。息を大きく吸い込む。

「もう……会わないことに……したいんです」

　吐き出すように言った。

「どういうこと？」

　聞き返されて再び黙り込んでしまった。

「ナオミ？」

　京介さんの視線が頬に突き刺さる。

　彼は私の前に回り込んで跪ひざまずいた。コーヒーカップを私から取り上げテーブルに置く。そして、その手を握って私の顔を覗き込んだ。

「意味がわからないんだけど」

　無理やり合わされた視線は、今まで見たこともないような鋭さだった。

「……京介さんと会うのはもう」

「理由は？」

　京介さんの目に力が込められる。

　ここへ来るまでの間、ずっと考えていた。どう伝えれば、京介さんは納得してくれるのか。『もう会わない』と言うだけで終わりにできるとは思っていなかった。

　ただ、いくら考えたところで彼を傷つけることに変わりはない。どんな言葉を選んでも、京介さんを悲しませてしまうのは避けられないことだから。

　さんざん嘘をついて、京介さんと一緒にいられることばかりを考えてきた毎日。そんな卑ひ怯きょうな私が、彼にできることはただひとつ。

　嫌なリズムを刻む鼓動。唇が震える。

「……ほかに好きな人ができたんです」

　長い沈黙のあと、つぶやくように言った。

　別れの言葉を受け入れてもらうには、その理由以外になかった。心変わりの激しい女を演じることで、京介さんの心から早くナオミを消し去ること。それが、私にできる彼への償い。

　いっそのこと、本当のことを。私は〝ナオミ〟じゃない。船上パーティーに潜り込んだ、身分不相応の女だと言ってしまったほうがよかったのかもしれない。

　でも、それだけは明かしたくなかった。ふたりで過ごした時間まで嘘にはしたくなかったから。

　重くて鈍い痛みが胸を刺す。どんな嘘よりも、自分の心につく嘘が一番つらいのだと初めて知った。

「そんなの嘘だ」

　京介さんが私の手をギュッと握る。その目には、見たこともないような悲しみが滲んでいた。

　しめつけられた胸が苦しい。

「嘘だろう？」

　京介さんが繰り返す。

「……嘘じゃないです。本当に――」

　京介さんは突然私を抱きすくめた。

「そんなの信じない」

　くぐもった声が耳の奥まで響いて、切なさにほだされそうになる。息苦しさを覚えた。

　私を引きはがし、彼が強引に唇を重ねる。

　顔を背けてみても、執しつ拗ように追いかけてくる。

　その熱に囚われたら最後。別れの意志さえぐらついてしまう。

「京介……さん、ダメです……」

　両腕を突っぱねて必死に抵抗を試みた。ところが、その手も取られ、万歳をする格好でソファに縫い止めるようにされてしまった。

　首筋へと移動した彼の唇が強く吸いつく。

「――んっ」

　軽い痛みを覚えて思わず声を漏らすと、彼は「ごめん」と再び唇へと戻った。

　彼の手がカットソーをたくし上げ、キャミソールの中へと忍び込む。

　不意に、正体不明の痛みが胸の奥で大きく膨らんできた。まぶたが熱くなる。涙が込み上げ、それをせき止めることができない。

「……ナオミ？」

　キスがやみ、京介さんが私を見下ろす。戸惑ったような目だった。

「ごめんなさい」

　そう言った途端、さらに涙が溢れる。その瞬間、体が軽くなった。彼が私を解放したのだ。

「……本当にごめんなさい」

　その隙に起き上がってバッグを持つ。もう京介さんの顔は見られなかった。

　玄関まで自分の足音に追われるようにして歩き、扉を開けた。










偽りの代償




　翌日、私の顔は最悪だった。

　泣きはらしてほとんど眠れなかったせいもある。腫れぼったい目はいくらタオルで冷やしても、いつもの状態にならなかった。とはいえ、眼鏡をかけてしまえば、そんなことすら誰も気づかないだろう。

　ふと、首筋が赤くなっていることに気づいた。京介さんが付けた痕だ。

　……どうしよう。

　ブラウスの襟では隠せない位置だった。このままじゃ人目についてしまう。

　目を冷やしたタオルをそこに当ててみても赤味が薄れない。

　しばらく悩んだ末に、絆ばん創そう膏こうを貼っておくことにした。

　指先でそっと触れると、それに連動するかのように胸にピリッと痛みが走った。

　最低の終わり方だった。嫌なことから目を背け続けた結果がこれだ。真実を告げる勇気がないのなら、最初から身分違いの恋に手を出すべきじゃない。自分勝手な都合で京介さんを振り回してしまった。

　行き場のない苦しさを持て余し、鏡に映った自分に濡れタオルを投げつけた。




　出勤して早々だった。岸本部長に「上川さん」と呼ばれ、デスクへと向かう。

「急で申し訳ないんですが、今日の午後、副社長に同行して『インターナショナルホテル＆レストランショー』へ行っていただけませんか？」

「……はい？　私が、ですか？」

　聞き返すと、部長は「ええ」と大きくうなずいた。

　そのショーは都内で開催される日本で最大規模のホテル業界に関わる見本市で、毎年三万人を超える参加者と千以上の関係会社の出展を数える、ホスピタリティ産業のショーケース・トレードショーだ。厨ちゅう房ぼう機器・飲料関係からインテリア、テクノロジー、リネン類、アメニティなど最新のトレンドと商品が、ブースに分かれて紹介される。

「ですが、それなら秘書が……」

　ふたりも専属秘書がいるのに、どうして彼女たちを差し置いて私が行かなくてはいけないの？

「柳やな川がわさんはご実家で不幸ができてしまったそうで、宮みや原はらさんは体調不良で休んでいるそうなんです」

　ふたりとも急きょ欠勤になったらしい。でも、だからといって、私が秘書代行なんか務まるはずがない。しかも昨日の今日だ。どんな顔をして京介さんに会えばいいというのか。

「秘書室のほかの方にお願いできないんですか？」

「それが、それぞれ予定が入っているようで……。それで、うちに要請がきたんです」

　困った顔のまま、岸本部長は愛想笑いを浮かべた。

「副社長に同行なんて荷が重すぎます」

　つい必死になってしまう。

「大丈夫ですよ。副社長のそばにいればいいだけです。展示会ではいろんな方とお会いしますから、手持ちの名刺がなくなった時に補充する程度のことです。展示会へは上川さんも何度か行ったことがあるでしょうから、勝手はわかっていますよね」

「ですが――」

　両手を握りしめて反論するも、部長が宥めるように手で制止する。

「まぁそう言わずにお願いしますよ。展示会のあとは、こちらに寄らずに帰ってしまっても構いませんから。午後一時には副社長が迎えに来られますので、昼食を早めにとって準備するようにお願いします」

　岸本部長は取り合うつもりはまったくないみたいだ。お伺いを立てるというよりは、決定事項として私に伝えただけらしい。

　上司に指示されれば、断ることはできない。重い気分で午前中を過ごすことになってしまったのだった。




　部長に指示されたように早めの昼食をとった私は、制服から私服へと着替えた。白いブラウスにレモンイエローのフレアスカートという無難なスタイルだ。

　デスクで待機していると、京介さんが現れた。

　慌てて立ち上がる。

「おはようございます。今日は急なお願いで申し訳ありません」

　穏やかに聞こえる声。いつもの副社長の京介さんとなんら変わらない態度だった。

「いえ……」

　それに反して、私のほうは顔すら見られない。ナオミではない私が不自然に俯いたところで彼にはどうということもないだろうに、胸の奥がチクチクと痛んだ。

　上川美緒奈としては初めて乗る社用車。今日は、運転席との間の壁が閉ざされることはなかった。

「柳川さんや宮原さんのようにはいかなくて、きっとご不便をおかけするかと思いますが、なにかありましたら遠慮なくお申し付けください」

　走りだしてすぐにそう言うと、京介さんは「いいえ、そばについているだけでいいですから」と、岸本部長が言ったように告げた。

　それなら余計に私の同行はあまり意味のないように思えるけれど、副社長がひとりで展示会を回るのは体裁が悪いのだろう。ここは腹をくくるしかないようだった。




　展示会の会場は、普段からさまざまなジャンルのイベントが開催される日本最大級のコンベンション施設だった。展示会初日だけあって、ホテル業界の関係者とみられる人たちで溢れている。

　熱気に満ちていて、寝不足の私にはつらい、人いきれだ。

「これはこれは、ル・シェルブルの芹川副社長ではございませんか」

　受付を済ませた直後、早速ふたりの男性が京介さんに話しかけてきた。

「いつもお世話になっております」

　彼に倣って、私も頭を下げる。

「最新の厨房設備を展示してあるんです。ちょっと寄っていただけませんか？」

　秘書だったら、この人たちがどこの誰なのかがわかるところだろうけど、当然ながら私にはわからない。ただ、一歩下がったところで待機するしかなかった。

　ほかにも家具やインテリア、アメニティ、テーブルウエアなど多岐にわたる展示がされていて、そこを一つひとつ回るごとに「芹川副社長」と声がかかった。

　そうして順路に従って歩いていると、ベッドエリアで彼が足を止めた。

「ちょっとあそこへ寄ります」

「はい」

　まるでホテルの客室がそのまま移動してきたようなリッチな空間が、突如として広がる。

　京介さんの目が冴え渡ったように見えた。

「ホテル滞在時間のほとんどは睡眠時間ですから、寝具は宿泊施設のクオリティへとダイレクトに影響する重要なアイテムです」

「ですが、現状のル・シェルブルのベッドも、国内外で評価の高いマットレスを使っていますよね」

　京介さんの言ったことに反論する形をとった。

　うちで使っているのは、メーカーと共同で開発したル・シェルブルオリジナルだ。これは、お客様からも非常に高い評価をいただいている。これ以上のものが、現状であるとは思えなかった。

「もちろん、マットレスは世界でも最高水準のものを使っている自負はあります。ただ、それだけじゃない」

　京介さんと話していると、すぐにメーカーのスタッフらしき四十代の男性が腰を折り曲げながらやってきた。

「『マックスライク』と申します。アメリカでは、マットレスにおいて高いシェアを誇っている会社です」

「もちろん、存じ上げております」

　名刺が素早く交換される。

「……ル・シェルブルの副社長でいらっしゃいましたか」

　ずいぶんと若い副社長とでも思ったか。名刺を見た男性は、興味深そうに京介さんを上から下までざっと眺めた。

　それから男性は気を取り直したように、手にしていたパンフレットを広げる。

「アジア人は欧米人と比べて、硬めの寝具が好みです。我が社では、特殊ジェルを配合したマットレスで主にアジア人向けのマットレスを開発しました」

　京介さんはパンフレットを見ながら相あい槌づちを打った。

「今、当社で見直しをしたいと思っているのは、エキストラベッドなんですが……」

　その項目を探すかのように、京介さんが次々とページをめくっていく。

　担当の男性は、『なるほど』というように首を小刻みに縦に振ったあと、いったん私たちから離れて別のパンフレットを持ってきた。

「通常、エキストラベッドというと、どうしても見劣りや、品質が親ベッドと劣る傾向にあります。ですが、うちで開発したものは、高さやマットレスサイズが親ベッドとほぼ同等になるように工夫されております。さらに、収納しやすい設計にしてあります」

　京介さんが、男性の説明に真剣に聞き入る。

「なるほど。つまり、ホテルマンの負担を軽減しながら部屋単価を上げられるというわけですね」

「そういうことでございます」

　担当者は大きくうなずきながら、京介さんに同意した。

「今、特に増えている中国人観光客の大半は家族旅行です。そうした場合、ふたり部屋に子供用ベッドを入れて三人部屋などとして使用するケースが増えるわけですが、やはり親ベッドとの格差が気になっていたんです」

「それでしたら、私どものベッドをお勧めいたします。あちらでもう少し踏み込んだお話をさせていただけないでしょうか」

　男性に言われて、京介さんが私を振り返る。

『どうぞ』という意味を込めて、手の平を上にし、うなずいた。

　ふたりが仕切りのある簡易的な応接セットスペースへ入ったのを見届けると、私は少し離れたところで立って待つことにした。

　目の前では、この場で開催されるセミナーが始まろうとしていた。受付を済ませたたくさんの人たちが、中へ入っていく。

　会場は、夕方に向けてさらに混雑してきたようだった。冷房でも追いつかないほど温度が上がっているように感じた。

　寝不足のせいか、立っていることがだんだんとつらくなってくる。ちょっとした頭痛と倦けん怠たい感かんを覚えた。心拍数も若干上がったように感じる。

　……どうしよう。

　そう思った時だった。

「上川さん、大丈夫ですか？」

　話が終わったのか、京介さんが腰をかがめて私の顔を覗き込んだ。

「具合が悪いのでは？」

「……大丈夫です」

　一歩うしろへ下がり、眼鏡に隠れるようにして目線を下げる。

「いや、大丈夫って顔じゃない。ちょっとごめん」

　京介さんは顔をしかめると、そう言って私の肩を抱く。

「あ、あのっ……」

　全身がこわばる。とっさに彼の顔を見ると、不意打ちに合ったような驚きょう愕がくの色が見えた気がした。

　ところが、それは私が瞬きをする間に消え失せる。彼は、私を支えるようにして歩き始めた。

「どこかで少し休憩しよう」

　京介さんと密着しているせいで頻脈なのか、体調不良のせいなのか、私にはわからない。ただ、それを自分で制御できるような状況じゃないことは確かだった。

　彼に抱きかかえられるようにして連れられたのは、会場の一角にある休憩所のようなところだった。椅子に座らされ、京介さんが私の前にしゃがみ込む。

「なにか飲み物は？」

「……いえ」

　首を横に振る。喉の渇きは覚えていなかった。

「それ、どうしたんですか？」

　急な質問の意味がわからず、彼を見つめる。京介さんの視線が私の首筋に向けられていることに気づいて、動悸が激しくなった。

「これは……」

　隠すように首を手で覆った。

「虫刺されです」

　私がなんとか答えると、彼は目を少し細めた。

　疑われているような気がして緊張が走る。捕らえられた視線は、まるで磁石のようにくっついてしまって離すことができない。

　息苦しさが限界になろうかという時だった。

　京介さんのスマホが着信を知らせて振動する音が聞こえてきた。

　胸元に手を忍ばせて、彼がスマホを取り出す。そして、私に背を向けて離れていった。

　その瞬間、大きく息を放つ。そこで初めて、無意識に息を詰めていたことに気づいた。




　午後七時。京介さんと私を乗せた社用車が、私のアパートの前で停められた。

「上川さん、今日はありがとうございました」

　京介さんが丁寧に頭を下げる。

「いえ。大してお役に立てず申し訳ありません」

　私は彼よりも深く頭を下げた。役に立たなかったことが本当に情けない。

　展示会の会場でしばらく休憩したあと、彼は私をその場に残し、ひとりでブースを巡ることになってしまった。

　私は秘書代行の務めを最後まで果たせなかったことになる。その上、帰りは会場から電車で帰ろうと予定していたのに、アパートまで送ってもらってしまった。

「具合はどうですか？」

「もう大丈夫です。ご迷惑をおかけして、本当に申し訳ありませんでした」

「急を言ったのはこちらですから。ともかく、今夜はゆっくり休んでください」

　労いの言葉と共に優しい微笑みが私に送られた。

　その瞬間、ナオミ目線がうっかり顔を覗かせる。思わずその顔を熱く見つめてしまい、京介さんの瞳が揺れる。困惑したようだ。

　すぐにナオミを追い出し、「ありがとうございます」と後部座席から降り立った。

　立ち去る車をぼんやりと見送りながら胸に手を当てる。

　思いがけず訪れたふたりの時間だった。でも、もう私がナオミに戻ることはない。

　京介さんが最後に見せた笑顔に高鳴った胸は、すぐに痛みへと変わった。




　岸本部長から内々に呼ばれたのは、それから三日ほど経った午後のことだった。

　その顔色から、私にとってよくない話だとピンとくる。そしてその予感は、見事に当たってしまった。

「上川さんに内示が出ているんですが……」

　きっと、京介さんのお母様の指示だろう。企画部にいたのでは、彼と接する機会が少なくない。早々に排除するつもりなのだ。

　岸本部長はそのあとの言葉が続かないようだった。

　たぶん、本社から出される内示に違いない。

　本社にいる従業員は、役員を除く全員がホテルでの現場経験を積んでいる。そうして本社へ異動してきた者が現場へ戻される場合、支配人や相応の肩書きのつかない時は、たいていが左遷のようなものだ。

　そういった事例は、私も何件か知っている。でもまさか、自分がその憂き目にあうとは思いもしないことだった。

「どこへ異動ですか？」

　いつまでも言うのをためらう部長に、こちらから尋ねる。

「……『ル・シェルブル東京』の客室係です」

　客室係という言葉を聞いた瞬間、脱力してしまった。

　ホテルマンのスタートラインといってもいい配属先だ。さすがにそこまでとは思いもしなかった。でも、それだけお母様の逆げき鱗りんに触れたということだ。

「こういう聞き方はどうかと思いますが、こういった理不尽な処遇をされることに心当たりはありますか？」

　部長の目が揺れる。心配そうな色を滲ませていた。

「……私なら大丈夫です」

『ない』とは言えず、代わりにそう答えた。

　部長がきょとんとする。しばらく私をじっと観察したあと、「そうですか」と相槌を打った。

　そして翌日、その辞令は社内の掲示板に貼り出され、部署のみんなはもとより、社内全員の知るところとなったのだった。




《お母さんたち、もう諦めるわ》

　実家から電話が入ったのは、今からシャワーを浴びようと洋服を脱ぎ始めた時のことだった。

「諦めるって、民宿のこと？」

　一度脱いだＴシャツに再び袖を通す。

《うん。周りはみんな立ち退きに賛成しているのに、うちだけ残っていてもどうにもならないでしょう？》

「……それはそうだけど」

　確かに、立ち退きを要請されている全戸が一丸となって反対しているならまだしも、一軒だけでどうにか阻止できるものでもない。

「民宿はどうするの？」

《畳むしかないわね》

　電話の向こうで母の声が沈む。

《でも、けっこう高額な立ち退き料をもらえるみたいだし、お父さんとまた新たな場所でがんばっていくわ》

　急に弾んだような声になる。でもきっと、無理にそうしているのだろう。電話の向こうの顔は、泣いているに違いない。

《ところで、美緒奈のほうはどうなの？　仕事は順調？》

　突然、話題を仕事へ振られ、言葉に詰まる。

　異動が告示されたのは昨日。まだ気持ちの整理はついていない。

《……美緒奈？　なにかあったの？》

　母が心配そうに探りを入れる。

「あ、ううん。なにもないよ。大丈夫。がんばってるから」

　意識して声のトーンを上げないと、嘘をついているのがバレてしまいそうだった。

《そう？　それならいいけど……》

「またなにか決まったら電話ちょうだい。引っ越しとかも手伝うから」

　最後のほうはなんとなく早口になる。あまり話したくない内容から逃げたかった。

　母との電話を切り、洗面台にスマホを置く。

　鏡に映るのは、ひどい顔の私。ニッと口角を上げて笑ってみても、泣き笑いのさんざんな表情だった。

　ふと、貼っていた首筋の絆創膏に目が留まる。痛くないようにそっと剥がしていくと、赤い痕はすっかり消えていた。

　京介さんと私を結ぶものは、これでなにもなくなった。

　もしかしたら、今まで私はちょっと夢を見ていただけなのかもしれない。生きる世界の違う副社長との恋は、私の勝手な妄想が作り上げたものだったのかも。

　ナオミの存在が消えた今、彼と出会った事実も消えたように思えてならなかった。




　いよいよ企画部最後の日がやってきた。告示されてから一週間後という、異例の早さだ。

　今回の不審な異動に、少なからずいろんな噂が飛び交ったようだけれど、それもすぐに収束した。役職付きの人ならともかく、一般職の私レベルだからだろう。

「皆さん、今日まで大変お世話になりました。異動先でもがんばります」

　もらった大きな花束を抱えて、頭を下げる。その瞬間、甘い香りが私の鼻孔をくすぐった。

　送別会を開くと言ってくれた岸本部長に『ひっそり送ってください』とお願いし、企画部のあるフロアでお別れにしてもらった。

　左遷も同様。華々しく送別会を開いてもらうような異動先だとは思えなかったから。

「上川さん、がんばってくださいね」

　企画部のメンバーが口々に言う。憐みがどことなく潜んでいるように見えるみんなの顔をザッと見渡し、「ありがとうございます」ともう一度頭を下げた。




　ベッドのシーツ替えは、かなりの力仕事だ。ひとりで一室をメイクしなければならないので、孤独な作業でもある。

　新人時代に培ったコツを思い出すのには、ちょっと時間が必要だった。目標タイムの一室三十分は、まだ少しオーバー気味だ。

　今日で六日目の客室係。それでも回数を重ねるごとに、少しずつ勘を取り戻しつつあった。

　私のほかにいる客室係は十名。だいたいが年下で、入社年数の浅い人ばかり。私たちを束ねる客室係のキャプテンの井い森もりさんだけが、かろうじて二歳年上だ。

　本社から左遷されてきた私のことは普通だったら扱いづらいだろうに、彼女はそんな素振りはいっさい見せず、ほかの客室係と同じように接してくれている。

「上川さん、足りないアメニティ、ここに置いておきますね」

　私の担当する客室に入ってきた井森さんは、真剣な顔をしながらも目の端に笑みを浮かべた。

「ありがとうございます」

　井森さんは、小さくまとめたおだんごヘアにナチュラルメイク。それでも華やかな印象なのは顔立ちの美しさのためか。ホテルマンらしく清潔感に溢れていて、赤いルージュを塗ればキャビンアテンダントでも通用しそうだ。華きゃ奢しゃに見えるけれど、洗剤の入ったポリタンクでも軽々持ち上げてしまうという頼れる一面もある。

　その時、私のいる客室内に、今年入社したばかりの新人が入ってきた。

「キャプテン、浴槽の排水溝から臭いがするんですが……」

　困った様子で井森さんの元へと駆けつける。

「排水溝から？　洗浄剤は入れてみましたか？」

　慌てる様子も見せず、落ち着き払って井森さんが尋ねる。

「はい、やってみました。それでもまだ……」

「わかりました。すぐに行きます」

　なにかあれば彼女の元へとみんながやってくる。後輩からの信頼も厚いみたいだ。

「それでは上川さん、失礼します」

　軽い微笑みと共に頭を下げ、彼女は後輩の元へと足早に去っていった。




　客室清掃のノルマをなんとか終え、遅い昼食をとろうと地下の社員食堂へ向かう従業員エレベーターへ乗った時のことだった。

　一緒に乗った女子社員ふたりの会話から、『副社長』という単語が漏れ聞こえてきて、思わず耳を澄ませる。

「え？　お見合い!?」

「うん」

「副社長が？」

　京介さんがお見合い……？

　ドクンと心臓が音を立てる。

「うん、さっき『山やま口ぐち楼ろう』の人から聞いたの」

　山口楼は、一階にある日本食のお店だ。

「ここでお見合いするの？」

「これから来るらしいよ」

「そうなんだー。あぁ、でもなんかショック。私じゃ絶対に無理だけど、いいなーと思ってたんだよね」

「あ、私も」

　最初は明るく盛り上がっていたふたりも、がっかりした様子で肩を落とす。

　知りたくない情報だった。私には気にする資格すらないことは頭でわかっているけれど、どうしたって心が波立ってしまう。消したはずの〝ナオミ〟が顔をもたげそうになった。そう簡単に消えるはずもないのだ。パソコンのデリートのようにはいかない。

　涼子さんのお店で会った時に京介さんのお母様が言っていた、〝大事な話〟はこのことだったのかもしれない。

「そういえば前に噂でチラッと聞いたんだけど」

　急に小声になったものだから、「なになに？」と、もうひとりの女子社員が先を急かすように聞く。

「キャプテンの井森さんって、ここへ来る前に副社長との縁談があったらしいよ」

「えー!?　なにそれ！　ここにいるってことは、破談になったってことだよね？　えー！　いったいなにがあったんだろう」

　一方が声をひそめたのに、もう一方はあまりに驚いたのか、突然声を荒げる。

　でも、これには私も『えっ』と声を漏らしそうになり、口元を手で覆った。

「ちょっと、声が大きい！　ま、その辺のところは私も詳しくわからないんだけど」

　井森さんに京介さんとの縁談が……。それじゃ、彼女が前に噂になっていた女性だったの？

　それは数年前のことだった。副社長が結婚するという話が社内に広まったことがあったのだ。いつなのか、お相手は誰なのか、そういったことがわからないまま。誰の口から出るものも『らしい』という信ぴょう性のないもので、いつの間にか立ち消えていたのだけど。私も、彼女たちの話を聞いて思い出した程度だ。

　京介さんと結婚の話が持ち上がるくらいなら、井森さんもそれなりの家柄に違いない。でも、それならどうしてここで客室係として働いているのだろう。

　ふたりが結びつく理由は見当もつかなかった。

　その時、エレベーターがチンと音を立て、社員食堂のある地下二階に着いたことを知らせた。

　噂話をしていた女子社員のふたり組は、賑やかな声と共に降りていく。

　すぐに動きだせずにグズグズしていると、扉が自動で閉じてしまった。さっきとは真逆の静かな空気に包まれる。

　パネルの一階をタッチする。ほぼ無意識に、手が勝手に動いたように思えた。

　ほんの少しだけ。そう、京介さんがどんな人とお見合いをするのか、ちらっと見るだけ。私では到底足元にも及ばないような女性に違いないだろうから、その姿を見れば本当の意味で諦めもつく。これは、そのための儀式の一種だ。

　そんなことを考えながら、山口楼を目指した。

　客室係の制服では目立ってしまうだろうと、ベストを脱いだ。店の入口が見通せるところに私より大きな観葉植物が飾ってあり、そこに身を潜める。

　昼時を過ぎたそこは、ひとけはそれほど気にならなかった。

　ほんの数分が過ぎた時だった。見覚えのある女性が右手から歩いてくるのが見えた。

　……京介さんのお母様だ。

　薄紫色の着物を着て、威圧感のある空気をまき散らしながら社長の隣を歩いている。

　私と会った時との決定的な違いは、その表情だ。穏やかな笑みを浮かべていた。それもこれも、理想の相手との縁談がまとまりかけているからだろう。

　そのうしろから京介さんの姿が見えて、嫌でも心拍数は上がる。私に気づいてほしいような、ほしくないような、どっちつかずの複雑な心境だった。

　いずれにしろ、気づいたところで私はナオミじゃない。上川美緒奈だ。

　三人が山口楼の中に消えると、そこで大きく息を吐き出した。

　それからすぐにもう一組のお客が歩いてくるのが見えた。

　あの人たちがそうなのかもしれない。

　スーツを着た上品そうな年配の夫婦のうしろに、もうひとり女性らしき姿が見えたのだ。薄紅色の着物を着て、しずしずとこちらに近づいてくる。

　どんな女性なんだろう。

　身を潜めつつ、じっと目を凝らす。握った拳に力が入る。

　両親らしきふたりがお店に入った直後、女性の姿をはっきりと捕らえることができた。

　嘘、でしょ……。

　突然、全身の筋肉がこわばる。なにが起きているのかわからなかった。

　足が震えるほどに心が乱れる。胸を掻かきむしられているようだった。

　……どうして亜樹が？

　私の目の前に現れたのは、亜樹だった。

　自分の目で見たことなのに信じられない。なにかの間違いだと、必死に頭の中で訂正している私がいた。

　亜樹は、たまたま両親とここに食事に来ただけのこと。そう思い込もうとしてみても、それならばあの着物姿はなんなのだということになってしまう。

　いかにもお見合いの出で立ちが、どうしたって私の願望を打ち砕く。

　亜樹が私を避けている理由は、ここにあったのだ。すべてがしっくりきてしまった。

　店に入る直前、亜樹がなにげなくこちらを振り向く。私を見つけて、その表情は一瞬で曇った。彼女は見てはいけないものから目を逸らすようにして、足早に中へと入っていった。

　亜樹が見えなくなってもなお、私は呆然とその場所を見ながら立ち尽くした。




　気づいた時、私は社員食堂のテーブルに着いていた。

「上川さん？」

　ふと声をかけられて顔を上げてみれば、それはキャプテンの井森さんだった。私の顔の前で手をひらひらさせている。

「……あ、はい」

「大丈夫ですか？　ご飯はもう食べましたか？」

「いえ、まだです……」

　恐縮しながら軽く首を横に振る。食べられるような気分じゃない。

「どこか具合でも悪いんじゃないですか？　顔色がよくないですね」

　井森さんは心配そうに私の顔を覗き込んだ。

「いえ、大丈夫です。ちょっと疲れただけなので」

　慌てて笑みを浮かべる。だけど引きつっているのは自分でもわかった。

「まだ異動してきて間もないですもんね。……あ、そうだ」

　井森さんが手の平を拳でパチンと叩く。

「今夜、私の部屋に来ませんか？」

「……はい？」

　突然の誘いに目を剥いてしまった。

「体力回復にぴったりのものをご馳ち走そうしますよ」

「いえ、ですが……」

「歓迎の意味も込めて。といっても、私ひとりの接待で申し訳ないですけどね。うん、そうしましょ」

　井森さんは自分ひとりで納得してしまったようで、取り出した手帳から紙を切り取って、なにかをサラサラと書いた。そして、「はい」と私に差し出す。

　見れば、そこには住所と簡単な地図が記載されていた。

「私のアパートです。私は今日、これで上がりますので、上川さんは仕事が終わり次第そちらへ直接来てください」

「……あ、はい」

　仕事をしている時同様に、きびきびと指示を伝えられ、断る隙もなかった。

「あ、それと、私の部屋を見ても驚かないでくださいね」

　井森さんが真顔で私の目をじっと見る。

　なんのことだかわからなかったものの、勢いに負けてうなずいた。




　井森さんのアパートは、ホテルから歩いて十五分ほどのところにあった。書いてもらった地図がわかりやすく、迷うことなくすんなりと着いた。

　インターフォンを押すと、すぐに井森さんが顔を覗かせる。

「お疲れさまでした。すぐにわかりましたか？」

「はい、なんとか」

「よかった。とにかく入って」

　ドアが大きく開かれ、井森さんに中へと招かれた。

「お邪魔します」

　玄関で靴を脱いで中へ入り、思わず絶句した。

　１ＤＫらしき部屋は、物で溢れかえっていたのだ。ダイニングキッチンの床には、なにが入っているのかわからない紙袋が点在しており、ダイニングテーブルはその機能を果たしていない。上に食材やラップなどの調理雑貨が乱雑に置かれ、食べられるスペースがまったくなかった。

　続きの間となる部屋は、シングルベッドと小さめのテーブルがあり、やはりこちらも洋服だったり小物だったり、とにかく物が多い。どこを見ても落ち着かなくて、目がチカチカとしてくる。

「驚いたでしょう」

　井森さんがあっけらかんと笑う。

「……はい」

　正直に答えた。

　ホテルの客室係として働くようになって六日。井森さんの印象は、綺麗好きの整理整頓上手、てきぱきと仕事のできる女というイメージしかなかった。そんな彼女の自宅が、これほど散らかっているとは思いもしないことだった。

「ごめんね。これでも昔は綺麗好きで通ってたんだけど。仕事の反動なのか、家ではまったくやる気が出なくて」

　井森さんは、私が座れるようにサッと物を片づけながら苦笑いを浮かべた。

「でも、なんだか親近感が湧きます」

　私も面倒くさがりだから、気持ちは痛いほどわかる。

　すると、井森さんの顔がパッと明るくなる。

「本当？」

「はい。私も片づけは苦手なほうです」

　ここまでとはいかないにしろ、アパートの部屋は決して片付いているとはいえない。休日の昼間に掃除をしたとしても、夜にはもう物が溢れてしまう。『いったいどこからこんなに物が出てくるの？』と亜樹にも何度も呆れられた。

「よかったぁ」

　彼女が胸に手を当てて肩から力を抜く。

「さ、それじゃ早速食べましょうか」

　井森さんはキッチンから土鍋を持ってくると、部屋のテーブルにセッティングされていたカセットコンロに乗せた。既に鍋の穴から湯気が立ち上っている。

「ホルモン鍋にしてみました。『もう夏なのに』なんて言わないでね。疲れた体にはこういうものがいいの」

　確かに時期外れ。外は、陽が沈んでも夏特有の湿気でムッとした暑さに包まれている。

　でも、私のことを心配して作ってくれたことは、かなり嬉しかった。

「〝暑い時には熱いものを食べろ〟って、よく聞きますから」

「そう！　それ！」

　井森さんは人差し指を立て、私に向かって振りかざした。私と目が合って「ふふふ」と笑みをこぼす。

「はい、座って座って」

　彼女に促されてテーブルに着いた。

　部屋の散らかり具合はさておき、ホテルでの仕事同様にてきぱきと動き、井森さんは取り皿や箸をさっと用意してくれた。

　鍋の蓋を開けると、いい具合に煮えた具材がグツグツと音を立てている。

「そろそろよさそう」

　井森さんが取り分けてくれた皿から、いい匂いが立ち上る。

「上川さん、ビールは飲めますか？」

「はい」

　答えるより早く井森さんが冷蔵庫へ向かう。そして、数秒後に戻ってきた彼女は、よく冷えた缶ビールを手にしていた。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　早速プルタブを開け、「乾杯！」と缶を合わせる。

「遠慮なく食べてね」

「はい、いただきます」

　皿と箸を持ったところで、突然視界が白く煙る。眼鏡が湯気で曇ったのだ。

　それを見た井森さんがフッと柔らかく笑う。

「眼鏡外したほうがいいですよ。手元だけならなんとかなるでしょ？」

「はい……」

　それじゃあと外した途端、井森さんが「んっ!?」と喉を詰まらせたような声を上げた。

　向かいに座る彼女の顔は、鍋の湯気と私の視力が低下したせいでまったく見えない。

「上川さん、どうして眼鏡にしているの？」

「あ……コンタクトが面倒くさくて」

　手入れもそうだし、いちいち装着するのも大変。それなら、さっとすぐにかけられる眼鏡のほうがずっと楽なのだ。

「すっぴん隠しの意味合いもあります」

　付け加えると、井森さんは「それはわかるかも」とうなずいてくれた。

「私も化粧が煩わしく思うことはしょっちゅう」

「ですよね」

　思わず身を乗り出して同意する。

　ただ、眼鏡を外してばっちりメイクで変身した自分も好きだった。でも、二度とそうすることはないだろう。ル・シェルブルに勤めている以上、京介さんに遭遇する可能性がゼロじゃないからだ。私は〝川上ナオミ〟じゃない。それは最後まで貫き通さねばならない。

「ところで、上川さんの異動はどういう事情で？」

　急に話が核心を突いたものだから、口に入れたばかりのネギを丸飲みしてしまった。

「んっ！」

　熱さに喉が焼ける思いがして、急いでビールを流し込む。

「あ、ごめんなさい。つい、同志の感情が芽生えたものだから無遠慮に聞いちゃった。今のは気にしないで。答えなくていいから」

　湯気の向こうで井森さんが手をひらひらとさせた気配が見えた。

「おいしい。やっぱり鍋はこれに限るわー」

　次々と頬張ってはビールを飲む井森さんの様子が伝わってくる。

　だけど私のほうは、異動の話題が出たことで、昼間見た京介さんと亜樹のお見合いらしき場面を思い出してしまった。

　どうして亜樹なんだろう。

　そう思う次の瞬間には、別のことが浮かんでくる。

　非の打ちどころのない亜樹は、彼にお似合いだ。

　相反する想いが胸を苦しめた。

「ごめん、上川さん。なにか嫌なことを思い出させちゃったみたいで」

　箸を持ったままボーッとしていたせいで、井森さんをもう一度謝らせてしまった。

「いえ！」

　慌てて否定しながらも、暗い影はなかなか消えてくれない。それどころか、胸に留めておくことが苦しくなってきた。唯一、京介さんのことを話せた亜樹に言えなくなった分、行きどころがなくなってしまったせいかもしれない。

「もしかして、口に合わない？」

　不安そうに聞く井森さんに、首を横にぶんぶん振りながら「すごくおいしいです」と答える。

「ならいいけど……」

　明るく言っているようでいて、彼女の声は沈んでいるようにも聞こえた。

　たぶん井森さんは、私のことを本気で心配してくれている。それは、こうして彼女の部屋へ招いてまで励まそうとしてくれていることからもわかった。

　それならば、私もそれに応えなくてはならないんじゃないか。そんな気がしてきた。

　なにより、井森さんが私に親近感を持ってくれたように、私も彼女に対して同じように感じたから。話してしまいたい衝動に駆られた。

「……実は、副社長のお母様の逆鱗に触れてしまったんです」

　空気の流れが止まったように感じる。井森さんが皿と箸を持ったまま固まっているのが、ぼんやりと見えた。

「……どういうこと？」

　そう問われ、箸を置いて姿勢を正す。これから話すことに井森さんがどんな反応をするのか不安で、眼鏡をかけた。

「実は――」

　今まで抑えてきた反動なのか、言葉がポンポン口から飛び出してくる。

　身分を偽ってパーティーに潜り込んだこと、そこで京介さんと鉢合わせしたこと、違う自分のまま付き合い始めたこと。そして彼のお母様に嘘を見破られ、それが原因で異動になったことまでを、休む間もなく話す。

　井森さんはひと言も口を挟まず、ただ黙って聞いてくれていた。最初は驚いていたような表情が、最後にはしょんぼりと悲しげな表情へと変わった。

「そんなことがあったんだ……」

　放心したように井森さんが宙へと視線をさまよわせる。

「ごめんなさいね。無理やり話させるような形になっちゃって」

「いいえ。私も誰かに聞いてほしかったので……」

　すっかり話したことで、ずいぶんと楽になったように感じる。

　彼と亜樹の結婚は、今さら変わることじゃない。どうにかしたかったわけじゃなく、私はただ誰かに聞いてほしかっただけ。

「あの、ひとつ聞いてもいいですか？」

　眼鏡のブリッジを持ち上げ、井森さんを見る。

「井森さんと副社長に結婚の話があったと聞いたんですが……」

　すると井森さんは、「あぁ、そのこと」とどこか照れくさそうに笑った。

　そんな相手が、こうしてル・シェルブル東京で働いているとは思いもしなかった。

「上川さんが内緒の話をしてくれたから、私もしちゃおうかな」

　少しおどけた様子で井森さんはビールをひと思いに飲み干す。お酒の勢いも借りるようだ。

「私の実家は、創業して百年が経つ老舗旅館だったの」

　井森さんは鍋の中身を物色しながら話し始めた。

　その旅館がある時、経営難に直面し、資金援助を申し出たのがル・シェルブルだったそうだ。

　援助してもらうかわりに、井森さんに京介さんとの結婚話が持ち上がり、婚約まであとひと息という時のこと。実は井森さんには学生時代からの恋人がいて、京介さんとはどうしても結婚できないと井森さん本人が直談判したそうだ。

　社長や奥様はともかく京介さんはそれを気の毒がって結婚の話を取り下げ、白紙になるだろうと思った資金援助だけを買って出てくれたようだ。

　ところがその一年後、彼とは破局し、援助も虚しく旅館は倒産。井森さんを救ってくれたのは、またもや京介さんだったらしい。ル・シェルブルで働けるよう、取り計らってくれたということだった。

「あの時、副社長と結婚しておけばよかったって、今でも後悔してる」

　半分冗談っぽく井森さんが言う。

「でも、だからといって、今さら結婚してくださいなんておかしな話だしね。すっかりタイミングを逃しちゃった」

「……副社長のこと、好きなんですか？」

　私の問いに、井森さんは首を横に振った。

「あの時結婚していれば、今ごろ、優しい副社長となに不自由なく暮らしていたのかなっていう打算」

　彼女がペロッと舌を出す。

「当時は、別れた彼のことを本気で好きだったから、ほかの人との結婚なんて考えられなかったの。でも、それも若気の至りってところかな。今だったら断然、顔よし、性格よし、経済力抜群の副社長を選ぶ」

　井森さんが笑い飛ばすから、私まで笑ってしまった。

「副社長って、本当に優しいよね」

　井森さんがしみじみとつぶやく。目線は鍋でも、どこか違うところをさまよわせているようにも思えた。テーブルに肘を突いた手でビールを持ち、彼女はそれを左右に揺らした。

「……ですね」

　その優しさから垣間見える強引さにも、私は惹かれていたように思う。

　ふたりで過ごした時間を思い返して、再び胸を痛みが襲った。

「ねぇ、上川さん」

　井森さんが急に真面目顔で私を見る。

「はい」

「本当にこのままでいいの？」

　仕事のことか、それとも京介さんのことか。どちらを指しているのかわからず、まっすぐな眼差しを見つめ返す。

　すると井森さんは、「副社長とのこと」と付け加えた。

　私は一瞬息を止めて、ゆっくりと吐き出す。

「……もう終わったことですので」

「上川さんが一方的に終わらせたんでしょ？」

　ぐっと言葉に詰まる。

　確かにそのとおりだ。一方的に終わりを突きつけて、涙に任せて逃げてきた。

「でも、お見合いを……」

　たぶん結婚が決まるのも時間の問題だろう。

「したくてしたわけじゃないと思うけどな。私には、副社長が破れかぶれでしたように見える」

「そうでしょうか……」

　それは、井森さんが私に同情的になっているからじゃないか。

　私はとにかく終わらせることしか頭になくて、京介さんの気持ちはまるで無視。ほかに好きな人ができたという嘘で幕を閉じた。それなのに、亜樹とのお見合いの現場を目撃して、心をえぐられたような気さえしていた。重ね重ね、私は身勝手だ。

　一方的とはいえ、私が京介さんとの関係を終わりにしてしまった以上、彼が前へ進めるようにすることは、私が京介さんに対してできる最後のことなんじゃないか。京介さんのお見合いに心を痛めている場合じゃない。

「ごめん、上川さん。知り合って間もないのにズケズケ言って」

　なにも言えなくなった私を心配して、井森さんが申し訳なさそうにまつ毛を伏せる。

「いえ！　井森さんが謝ることじゃないですから」

　慌ててフォローした。

「ううん。でも、なんとなくこのまま終わりにしていいのかなって思っちゃったから」

　かといって、今さら彼の元へ戻れるはずはない。その場限りの嘘は、京介さんのお母様も巻き込んで、私の手に余るほどになってしまった。

　自分を偽った代償は、あまりにも大きかったのだ。




　井森さんのアパートに招かれた翌日の日曜日。仕事が終わってから、私はある場所を訪れていた。

　豊かな緑に囲まれた静せい謐ひつなロケーションにそれはある。二十五階建てのタワーマンション。石調コンクリートをまとった格調高い佇たたずまいは、通りすがりの人もつい立ち止まって見上げてしまうほど美しい。

　エントランスの奥には大階段が続き、その先の二層吹き抜けの窓一面には、プライベートガーデンの緑が広がっている。

　何度か来たことはあるものの、あらためて私とは違う世界の人間なのだと思わされた。

　一角にあるオートロックのインターフォンを押す。

　すぐに出た相手は不審そうな声色で《はい》と答えた。

「美緒奈です」

　相手がひるむ空気が伝わってくる。

「お願い、切らないで」

　先回りして言うと、小さく息を吐く音が聞こえた。

　しばらく無言状態が続いたあと、オートロックが解除される音がした。

　エレベーターで十二階まで一気に上がる。目指す部屋はエレベーターを降りて右に曲がった角部屋だ。

　ドアにあるインターフォンを押すと、すぐに扉が開かれた。

「美緒奈、ごめん！」

　私が口を開く隙もなく、謝罪の言葉を浴びせられる。

　私が訪れたのは、亜樹の部屋だった。

　彼女は腰を直角に折り、私に頭を深く下げた。

「亜樹、顔上げて」

　恐る恐るといった様子で亜樹が顔を上げる。その目は、どこか怯おびえているようにすら見えた。

「怒ってないから心配しないで」

「……え？」

　彼女の瞳が揺れる。

「ほら、私とじゃ、先が見えてたし」

　努めて明るい口調で言う。そうすることで、自分の心も軽くなる気がした。

　セレブはセレブ同士。それが当然の成り行きだ。私は、ほんのひとときでも夢のような時間を過ごせたことに感謝しなくてはならない。

「それに、まだ亜樹には言えてなかったんだけど、実は副社長のお母様に嘘がバレたの」

「……それじゃ、もしかして今回の異動はそのせいで？」

　亜樹が沈痛そうな面持ちになる。

「うん……」

　容赦のない異動かもしれないけれど、クビにならなかっただけでもありがたいと思わなければ。

「それと、もう私たちは終わったから」

「……別れたの？」

　亜樹の問いに、コクンとうなずいた。

　すると、亜樹はどことなく安心したような表情になった。

　ずっと心配していたのかもしれない。彼と私がまだつながっているんじゃないか、と。でも、私のことを避けてしまった手前、聞くに聞けなかったのだろう。

　私の相談にいろいろと乗ってきた亜樹にしてみれば、私はずいぶんとあっさりしているかもしれない。でも、そうでもして割り切らないと気持ちの整理がつかなかった。

　もともと叶うはずのない恋だったのだ。通常モードにシフトしただけのこと。

「美緒奈、本当にごめんね。親の決めた見合い相手が、まさか副社長だとは思わなかったの」

　亜樹は両手を顔の前で合わせ、苦しそうに言った。顔色がひどく沈んでいる。

「わかってる」

　亜樹に非はない。

「……ごめん」

　それから彼女は、何度も何度も私に謝った。

『お金持ちなら誰でもいい』と言っていた亜樹が、『それが副社長みたいな人だったら万々歳だ』と言っていたことを思い出す。

〝副社長みたいな人〟がその人本人だったのだから、亜樹は願いを叶えたのだ。羨ましくないといったら嘘になる。でも、これが現実。

『身の丈に合った恋をしなさい』と神様に言われているように感じた。










頼りなくも強い決意




　慌ただしく二週間が過ぎていった。

　勤務時間中は体を使う仕事ということもあって、余計なことを考えないで済んでいる。夏休みシーズンで通常より忙しいことも幸いしていた。

　朝出勤してから瞬く間に時間が過ぎ、あっという間に一日が終わる。

　更衣室で制服から私服へ着替えていると、ドアが開けられて「上川さん、まだいますか？」と私を呼ぶ声がした。

「はい、います」

　返事をしてから急いでスカートを履き、入口へと向かう。

　すると、そこにいたのは井森さんだった。彼女は私を見て、「あぁ、もう着替えちゃったよね」とガッカリした。

「どうかしたんですか？」

「実は今フロントから連絡が入って、客室にいらっしゃるお客様から上川さんを部屋までよこすように要請があったそうなの」

「……私を客室まで、ですか」

　ル・シェルブルでは、客室清掃後に担当名の入ったメモを残しておく決まりになっている。責任を持って清掃をしたとの意味を込めたものだ。

　私をわざわざ呼ぶということは、もしかしたら部屋になにか不都合があったのかもしれない。つまり、苦情だ。

　嫌な予感が胸をかすめた。

　それは井森さんも感じたようで、「私も一緒に行きます」と言ってくれた。

　でも、もし本当に苦情だとしたら、それは私の責任だ。

「まずは私ひとりで行ってみます。お客様がそれで納得されないようでしたら、その時は井森さんに助けをお願いしてもいいですか？」

　井森さんはしばらく考えるような素振りをしたあと、「わかったわ」と了承してくれた。

　とにかく早く向かわなくては。苦情処理でお客様をお待たせすることは厳禁だ。

　急いで更衣室を出て、指示された客室へと向かう。

　入社して現場へ配属された時も、本社にいた時も、何度かお客様から直接意見を聞くことはあった。だから初めてではないとはいえ、どうしたって緊張してしまう。

　どんなお客様だろう。男性か、女性か。せめて、それくらいの情報は仕入れておけばよかった。

　心細さをなんとか抑え込み、部屋のチャイムを鳴らす。

「客室係の上川でございます」

　ドアに向かって名乗りを上げた。

　少しすると扉が開けられる気配がしたので、頭を下げて待つ。

「お待ちしていました」

　男性の声だった。

「大変申し訳ありませんでした」

　相手がなにかを言う前に、先回りをして謝罪した。

「どうして謝るんですか？」

　え？　『どうして』って……。

　ゆっくり顔を上げていく。

　男性客は室内だというのに帽子を目深に被り、サングラスをかけていた。

　表情が見えないだけに、警戒心がさらに強まる。

「なにか、こちらに不手際があったのでは……？」

「不手際……。まぁそう言われてみれば、そうなのかもしれない」

　どこかで聞いたことのあるような声だった。ただ、それを探っている心理的余裕はない。

「とりあえず入ってください」

　男性客に言われて、「失礼します」と中へ入った。

　どこかに落ち度はないか、あちらこちらに目をやって確認する。ところが私には見つけられなくて、これからなにを言われるのだろうかと、不安に取り込まれそうになった。

　私に背を向けていた男性客が、ベッド脇にある小さな応接セットの椅子に腰を下ろす。そして、おもむろに帽子とサングラスを外した。

「えっ!?」

　思わず声を上げてしまい、慌てて口元を手で押さえる。

　なぜなら、目の前にいたのは、副社長――京介さんだったのだ。

　いったいこれはどういうこと……？

「驚いた？」

　呆然とする私に、京介さんはいたずらに成功した子供のように無邪気に笑う。

「久しぶりですね、上川さん。うまく変装できていましたか？」

「……はい」

　私のほうはといえば、笑う余裕はいっさいない。顔が引きつっているのが自分でもわかる。どうして京介さんがお客としてここにいるんだろうという疑問しかなかった。

「実は、よくこうして自分のホテルに潜入しているんです」

　京介さんが子供のように無邪気に笑う。

「そうなんですか……？」

「副社長として来ても、真の姿は見られないですから」

　……なるほど。そういうことだったのか。確かに、社内の取締役が来ているとなれば、そのホテルの従業員は警戒して、いつも以上によく見せようとするだろう。それを見越して変装して潜入しているというわけか。

　肩から力が抜ける。今さらながら、もしかして京介さんに私の正体がバレたのでは？と、体中がこわばっていたようだ。

　だけど、その予感は見事に外れ、最初の地点に立ち戻る。

「私の客室清掃に不行き届きな点がありましたでしょうか」

　わざわざ取締役が担当者を呼ぶのだ。問題があったに違いない。

「いえ。清掃にはなにも問題はありません」

「では、ほかに至らぬ点でも……？」

　設備が破損していたとか、空調の故障だとか。もしくは、アメニティが揃っていないということもあり得る。

「突然、上川さんが企画部から現場へ異動になったと聞いて驚きました」

　話が逸れてしまった。

「企画部でも困っているようですよ」

「そうですか……。ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

　丁寧に頭を下げる。急な異動だったから、後任さえ決まっていなかった。

「実は、それよりももっと驚いたことがあります」

　彼の目になにか自信めいた光が宿ったように見えた。

「上川さん、眼鏡を外してみてください」

「……はい？」

「眼鏡を外してください」

　さっきよりも声色が強くなる。

　ぎくりとした。閃せん光こうのようになにかが頭の中をよぎる。

　いったい、京介さんはなにをしようというのだろう。

「……すみません、外すとなにも見えなくなってしまうので」

　今ここで取るわけにはいかない。ほぼすっぴんで、〝ナオミ〟の時のような濃いメイクじゃないにしても、眼鏡は私とナオミを遮断する重要なものだから。それをなくしては、私自身が不安でたまらない。

「なにかをさせるわけじゃないから」

「ですが……」

　どうしよう。どうやって切り抜けたらいいんだろう。

　焦りが波のようにやってくる。

「どうしても取れない？」

「あの――」

　その時、部屋のチャイムが鳴った。

「客室係の井森と申します」

　ドアの向こうから声が響いた。

　私があまりにも時間をかけすぎているからか、井森さんが心配で駆けつけてくれたようだ。

　京介さんは私より早く動くと、ドアへと向かった。

「副社長!?」

　井森さんが驚いた声を上げるのが聞こえる。

「井森さん、お久しぶりですね」

「あの……？」

「驚かせて申し訳ありません。ホテルの抜き打ちチェックでした」

「あ、そ、そうだったんですね」

　彼のうしろから顔を覗かせた私を見て、もう一度彼を見た。

「客室へ向かったきり上川さんが戻らないものですから、なにか深刻なトラブルになっているんじゃないかと思いまして……」

　井森さんは私たちの様子を窺うような目で、言葉を選びながら言った。ふたりの間にあったことを知っているからにほかならない。

「いえ、彼女は元企画部で一緒に仕事をすることも多かったもので、ちょっと長話になっていただけです。心配をかけるようなことになってすみませんでした」

「井森さん、申し訳ありません」

　彼のうしろで私も頭を下げる。

「大丈夫ならいいんです。申し訳ありません、お邪魔してしまいました」

　事情を知っている井森さんならではの言葉だった。

「では、私もこれで失礼いたします」

　これ幸いとばかりに、私も井森さんと一緒に部屋を出ようと、彼の横をすり抜けようとした時だった。

「上川さん、ご自宅までお送りしますよ。もう勤務時間は終了ですよね」

　京介さんがまっすぐに私を見据える。拒否は受け付けないという強い眼差しだった。

　自分の姿をあらためて確認する。慌てて駆けつけたものだから私服だ。

「いえ、私なら――」

「上川さん、そうしていただいたらいかがですか？」

　井森さんが、なにかを訴えかけるような視線で私を見る。『そうしなさい』と半ば命令のようにも思える目だった。

「それでは副社長、失礼いたします」

　井森さんは立ち去る間際、私に向けて軽くウインクのような仕草をしてみせた。

　私になにを期待しているんだろう。

　井森さんが消えたドアを見つめる。逃げる口実を失って立ちすくんだ。

「車を下につけるから、用意ができたら来るように。これは副社長命令です」

　京介さんはそう言い置き、先に部屋を出ていってしまった。

　バッグを取りに更衣室へ寄ったあとロビーへ行くと、エントランスのガラスドアの向こうに見慣れた車が停まっているのが見えた。京介さんの社用車だった。

　私に気づいて、後部座席のドアが彼によって開かれる。

「……失礼します」

　私が乗り込むと、運転席との間の壁がスライドして上がった。

　走りだした車内は、乗り心地と対照的に居心地がとても悪い。いつなにを言われるのかと緊張の糸を張り巡らせる。まっすぐ前を見ていると視界に彼が入り込むので、窓の外を強制的に見た。

　だんまりを決め込んでいる彼がなにを考えているのか、まったく見当もつかない。右隣にばかり神経が集中してしまうのを、景色を見ることでなんとかごまかしていた。

　ハザードランプを点け、車が音もなく停車する。

　ハッとして身震いしながら、京介さんを見る。

　すると彼は、ぐっと引きしめた表情をしていた。

「ここをいくら探したところで、見つかるはずがないわけだよ」

「あの――」

「ここに住んでなどいなかったんだから。ね？　ナオミ」

　心臓が止まるかと思った。

　とてつもない衝撃は、私の体中から血の気を奪った。言葉が喉に張りついて出てこない。

　窓の外に見えるのは、ナオミだった私が住んでいると偽ったタワーマンションだった。

　彼の手が伸びてきても、それを避けることすらできないほど、体が凍りついていた。眼鏡を奪われ、視界が急に霞かすむ。

「まさか、上川さんがナオミだなんて……」

　京介さんはため息交じりに首を横に振りながら言った。

　私の偽りのベールを外された瞬間だった。

　なにも返せない。言葉を忘れてしまうほどの威力を前に、私はどうすることもできずにいた。

「上川美緒奈。川上ナオミ。逆さから読ませていたとはね」

　京介さんが運転席との間の間仕切りをノックする。そして、「車を出してください」と運転手に告げた。

　車が再び走りだす。

　眼鏡を奪われて硬直したまま、私は京介さんから視線を外せずにいた。

「……どこへ行くんですか？」

「俺のマンション。落ち着いて話がしたいんだ。そこでゆっくり話そう」

　そう言ったきり、京介さんはまた黙り込んでしまった。

　いったいどうして私がナオミだとわかったんだろう。お母様から聞いたのか。それとも、私からなにか感じ取ったのか。なんにしても、とうとうバレてしまったのだ。大嘘つきの女だ、と。

　激しい苦しさに見舞われて初めて、私が一番恐れていたことはやはり、彼に嫌われることだったのだと思い知った。

　大それた嘘をついた罰が、今私に当たろうとしていた。

　二度目に訪れた京介さんのマンション。

　彼は、これがなければ歩けないだろうと、車を降りたところで眼鏡を返してくれた。

　前回の時のように豪華な造りに目を奪われる余裕はない。これから待ち受けるであろう試練を想像して、心細さに胸が震える。

　きっと、最低の女だと言われるのだろう。

　今まで騙してきたことに対する裁きを受けるには、まだ心の準備が整っていなかった。

「入って」

　開けられたドアから中へ入る。呼吸も憚はばかられるほど、全身が委縮していた。

　不意に、私の体がふわりと包み込まれる。どういうわけか、京介さんにうしろから抱きしめられたのだ。

「あの――」

「もういい。なにも言わなくていいから。こうして俺の目の前にナオミが――いや、美緒奈がいればいいから」

　予想していたものと真逆の展開は、私の頭を混乱させた。

　なにが起きているのかわからない。どうして彼がそんなことを言えるのかも。

　もしかしたらこれは、現実から逃避したいがために私の頭が作り出した幻影なのかもしれない。そうでなければ、今の状況の説明がつかなかった。

「もっと早く気づいていればよかった」

　京介さんのかすれた声が切なげに聞こえる。

『気づいていれば』？　……それじゃ、お母様から聞かされたわけではないということ？

「ただ単に声がそっくりなだけだと初めは思っていたんだ。あの展示会の時に見た首筋の絆創膏。あれを見て、どこか引っかかったんだ」

　京介さんの付けたキスマークを隠すために貼った絆創膏。それを虫刺されだとごまかした時のことだ。

「美緒奈が体調を崩して抱きかかえた時、ナオミと同じ香りがした」

　京介さんが不意打ちに合ったような表情をしたのは、よく覚えている。

　その前の夜に〝ナオミ〟ご用達の香水をつけたから、その香りがかすかに残っていたのだろう。

「ここまで俺が言っても、まだシラを切り通す？」

　京介さんが私の体を反転させる。私のかけていた眼鏡を外し、玄関の飾り棚の上に置いた。

　驚きのあまり言葉を失う私の顎を持ち上げ、彼がまっすぐに私を見つめる。

「それなら、こうするまでだよ」

　唇が押し当てられた。離れようと胸を押しやっても、ビクともしない。

　しばらく抵抗を試みていた私も徐々に力が抜け、いつしかそのキスに応えていた。懐かしさに心が震える。涙が突き上げてくる思いだった。

　ひとしきりそうしたあと離れた唇で、彼が「やっぱりそうだ」と言った。泣き笑いのような顔をしていた。

「……ごめんなさい」

　もうそれしか言えなかった。胸の奥がギュッとしめつけられ、鼻がツンとしてくる。奥歯を噛みしめてこらえても、涙が溢れてしまった。

　騙したほうが泣くなんて卑怯だ。

　慌てて目を拭い、涙の痕跡を消す。

「潜り込んだパーティーで京介さんと会うとは思いもしなくて。私が上川美緒奈だと気づかないことをいいことに、つい嘘をついてしまったんです……。ひとつ嘘をついたら、それを隠すためにもうひとつ嘘が必要で。嘘だとわかったら、もう会えなくなると必死でした。でも、それが京介さんのお母様に……」

「『もう会うな』と言われたんだよね？」

　京介さんの指先が頬に触れる。

　私がうなずくと、彼は抱きしめてくれた。

　壊れるんじゃないかと思うほどきつく抱かれて、それでようやく立っていられるような気がした。

「……怒ってないんですか？」

　あんなにひどいことをしたのに。全部、嘘だったのに。

「怒ってる」

　驚くほどに声のトーンが下がった。

　当たり前の返答が胸に深く突き刺さる。

　それなのに、そんな答えとは裏腹に彼の手が私の髪を優しく撫でる。

「でも、それ以上に美緒奈がここにいることが嬉しい」

　罵られても当然のことをした私を、こんなにも大きな心で受け入れてくれようとしている。

　京介さんの想いが嬉しくて、胸が熱くなった。

　でもそこで、重大なことを思い出してしまった。亜樹の存在だ。

　京介さんは、彼女と結婚するのだ。いくらすべてが明らかになったところで、ハッピーエンドにはならない。

　それなのに私は、亜樹のことを裏切るような真似をしてしまった。『もうなんともないから』なんて友達面しておきながら、こうしてまた京介さんに会ってしまった。最低の友達だ。

　京介さんから離れるべく、体をよじらせる。

「……美緒奈？」

「ひどいことをして本当にごめんなさい」

「もういいから」

　もう一度私を引き寄せた京介さんの胸を押した。

「でも、やっぱり無理です」

「無理ってなにが？」

「亜樹と……酒さか井い亜樹さんと結婚するんですよね？」

　京介さんの顔が一瞬で曇る。

　やっぱりそうなのだ。それなら、こうしているのは亜樹を裏切ることになる。

　京介さんから逃れようと、もう一度胸を押す。ところが、その腕を再び掴まれてしまった。

「そんな話があったことは事実だ」

　掴んだ彼の手に力が込められる。

「〝ナオミ〟が相手じゃないのなら、誰と結婚しても同じだと思ったから。彼女には申し訳ないけど、誰でもよかったんだ。でも、その話はなくなった」

「え……」

　言葉の意味が理解できなかった。

　戸惑う私の両肩に手を置き、京介さんが目を覗き込む。

「今回の話はなかったことに、と彼女から申し入れがあったんだ」

　亜樹から……？　嘘。どうして？　この前、私が亜樹に会いに行った時には、そんな様子は微み塵じんも感じられなかったのに。

　あの時のことを思い返してみても、彼女に断る素振りはまったく見られなかった。私と話したことで、ホッとしたようにも見えたくらいだ。

「信じられない？」

「……混乱しています」

　正直なところだった。亜樹との結婚がなくなったのは嬉しい。でも、亜樹が傷ついたのも事実だから、素直に喜べなかった。

「母には、美緒奈を諦めさせるつもりなら、社長は継がないと啖たん呵かを切ってきた」

　なにかを企むような笑みがこぼれる。

「え……そんな無茶苦茶な……」

　私は首を小さく横に振った。

「俺はひとりっ子だから、それで困るのは両親だからね。反対は絶対にできない」

「でも私、京介さんのお母様にかなり嫌われています……」

　大きな啖呵を彼が切ったとしても、『それとこれとは話が別！』なんて一蹴されそうだ。嘘をついていたことで、私の信用は地よりも低い。

「それなら、今から好かれればいい」

　そんなに簡単にいくことじゃない。

　眉をひそめていると、京介さんが私の両頬をつねる。

「そんなに心配することはないよ。まぁ確かに、手強い面もあるけどね」

　私を安心させようと、精一杯優しい笑みを浮かべた。

　その笑顔を見ているうちに、気持ちに変化が訪れてくる。

　なにからなにまで嘘だった私を受け入れてくれた京介さんに、私ができることは、もうひとつしかない。お母様に認めてもらうこと。それを達成させることでお礼とするしかないんじゃないか。嘘をついて京介さんを傷つけた代償というには、遠く及ばないかもしれないけれど、それでもやるしかない。

　私は、頼りなくも強い決意を奮い立たせた。




　翌日の土曜日の朝、私は再び亜樹のマンションへと来た。

　この前とは打って変わり、インターフォン越しの彼女の声が明るい。私の知る、いつもの亜樹だ。

「朝早くにごめんね」

　ドアから顔を覗かせた亜樹は、まだパジャマ姿だった。

「ううん。美緒奈が来たってことは、副社長と会ったんでしょ？」

「え……？」

　あまりにも察しがよすぎて、びっくりする。

「とりあえず入って」

　亜樹は中へ招き入れてくれた。

　食事中だったらしく、ダイニングテーブルには食べかけの朝食があった。

　ダイニングを抜け、広いリビングへと案内される。大きな窓からは朝日が差し込み、解放感がある。

　ソファに座り待っていると、亜樹はコーヒーを淹れてきてくれた。

「どうして私が副社長に会ったと思ったの？」

　コーヒーカップを両手で持ち、亜樹を上目づかいで見る。

「だって、会って話さなきゃ美緒奈はここに来ないだろうから。違う？」

　逆に聞き返されてしまった。

「そうだけど……。もしかして、亜樹が彼になにか言ったの？」

　美緒奈とナオミを結びつけるようななにかを。

　だって、いくら声がそっくりだとしても。首筋の絆創膏に違和感を覚えたとしても。香りがナオミと一緒だとしても。それだけで、美緒奈＝ナオミだと確信できるもの？　昨夜は、京介さんの言ったことをそっくりそのまま信じてしまったけれど。

　亜樹の瞳が左右に揺れた。

「私は別に……。ただ、『副社長のほしいものは、意外と近くに潜んでいるかもしれませんよ』って言っただけ。副社長はポカンとしてたけどね」

　やはり亜樹がヒントをあげていたのだ。漠然としたヒントだったとしても、それまでに私のことを怪しんでいたならば、ピンとくるかもしれない。

「でも、どうして結婚を取りやめにしたの？」

「やだ、そんなこと聞くの？」

　亜樹は私を軽く睨にらんでみせた。

「……ごめん。でも、結婚すると思ってたから」

「そのつもりだったんだけどねー」

　亜樹が体ごと首を傾げながら言う。

「何度か副社長とふたりで食事に行ったんだけど、副社長はいつだってうわの空。私が話していることの半分も聞いてなかったの。ぜーんぜん笑わないし。親が選んだ相手でも、副社長みたいな人だったら万々歳って思ってたけど、いくらなんでもこれはないなーって」

　あまりにもあっけらかんと亜樹が話すものだから、拍子抜けしてしまった。もっと重い話になることを予想していたから。

「お金持ちならいいとは思っているけど、さすがにお人形さんは嫌だから」

　にっこりと微笑みながら、亜樹はコーヒーを口にした。

「だから、お断りしたの。美緒奈のためを思ってとかじゃないから、余計な心配はしなくていいからね」

　私を気遣ってくれていることはわかっていた。そうじゃなかったら、亜樹だって私を避けて悩んだりしなかったはずだ。

「ちょっと、そんな顔しないでよ。惨めな気分になるじゃない」

　亜樹にそう言われて、かなり情けない顔をしていたことに気づいた。

「……ごめん」

「だいたいね、美緒奈たちの間に割り込んだのは私のほうなんだから。美緒奈は怒ってもいいんだよ？」

「怒れないよ……。今だって本当にこれでよかったのかわかんないもん」

　つい、いじけた口調になる。唇が自然と尖とがってしまった。

　育ってきた環境が、あまりにも違いすぎる。家柄の差は、どうしたって埋められない。社長職は継がないなんて、お母様を半ば脅すような形になってしまったし。

「なーに言ってるのよ」

　バーンとスナップを利かせて亜樹が私の肩を叩いたものだから、反動で前のめりになった。

「副社長がそれでいいって言ってくれてるんだから、美緒奈は深く考えなくていいの」

「そうなのかな……」

　悶もん々もんとしていると、亜樹は盛大にため息をついた。

「美緒奈、面倒くさいよ！　面倒くさがるのは美緒奈の特権でしょ？　私に伝染させないでよ」

　亜樹が斜めに構えて呆れたような顔をする。私が「ごめん」と笑いながら謝ると、今度は冗談っぽく軽く睨んだ。




　しばらく他愛のない話をしたあと、亜樹に見送られて、玄関で靴を履く。

「土曜日だけど仕事なの？」

　亜樹に聞かれて、「うん」と返す。

　たぶん、私の格好を見てそう思ったのだろう。ギンガムチェックのシャツに黒いタイトスカートのモノトーンコーデ。本社に通っていたころ、通勤時に来ていたようなテイストの服装だから。

　今日は十一時からのシフト。ちょうどお客様がチェックアウトを始める時間から入ることになっている。

「大変だけど、がんばってね」

「現場だと土曜日も日曜日も関係ないから仕方ないよ」

　亜樹の声援に愛想笑いをすると、「違うよぉ」と抑揚をつけて返された。

　それじゃなにかと彼女をポカンと見る。

「恋でしょ、恋！」

　亜樹は片足で軽くステップでも踏むようにした。

　改まって言われると、なんだか照れくさい。鼻をクスッと鳴らしながら「やめてよ」と返した。

「とにかく応援してるから」

　最後には真面目な顔で言った亜樹に「ありがとう」と心から伝えた。




　亜樹のマンションをあとにして職場へ着けば、早速井森さんから「ちょっとちょっと」と呼ばれた。

　更衣室の隅に私を連れていき、「あのあと、どうなったの？」と好奇心に満ちた目が私を捕らえる。

「……彼のマンションへ行きました」

　嬉しさと恥ずかしさがごっちゃになる。どういう顔をしたらいいのかわからない。

　井森さんは花が咲いたようにぱっと明るい顔になった。

「それじゃ、丸く収まったの？」

「丸いかというとそうでもなくて……鋭く尖っている部分があちらこちらに……。一番厄介というか、面倒くさいことが片付いていないんです」

　なにしろ、一番の強敵である京介さんのお母様問題は解決していない。

　井森さんは「上川さん、面白い」と言いながら笑った。

「その話は、またあとで詳しく聞かせてね。まずは今日も一日、仕事をがんばりましょ」

　片手で拳を握って、軽く突き上げる。

「はい！　がんばります！」

　私も彼女を真似て気合を入れた。




　それから瞬く間に十日が過ぎていった。

　京介さんのお母様とは、未だ会うことは叶っていない。京介さんに二度ほどセッティングしてもらった機会は、お母様に拒絶されてしまった。そこまで頑なに嫌われた私は、いったいどうすればお母様の心を溶かすことができるのだろう。

　京介さんとふたりでは行き詰まり、今夜は涼子さんのところへやってきた。

「あら、ナオミさん、お久しぶり」

　出迎えてくれた涼子さんが「元気だったの？」と私の背中に手を触れる。

　優しく撫でられて、罪悪感が数段アップした。

「今日はちょっと雰囲気が違うんじゃない？」

　涼子さんが小首を傾げる。

　たぶん、私のメイクのことを言っているのだろう。ナオミでいたころのばっちりメイクでもなければ、美緒奈のすっぴんでもないから。ちょうどその中間くらいだ。

「涼子さん、改めて紹介します。上川美緒奈さんです」

　迷いもためらいもない言い方だった。京介さんが真摯な眼差しで涼子さんを見つめる。

「えっ……？」

　涼子さんは、目を丸くしたままポカンとしてしまった。

「ナオミさん、芸能人だったの？　ほら、ナオミは芸名とか」

「ち、違います」

　慌てて訂正する。

　この店にはたくさんの芸能人が来るのかもしれないけれど、まさかそうくるとは思いもしなかった。

「実は、ル・シェルブルで働いてもらってるんだ」

「あら、それじゃ京介さんと一緒に？」

　涼子さんの〝芸能人発言〟に楽しそうに微笑みながら京介さんが言うと、涼子さんは私たちを代わる代わる見比べた。

「まぁ、そんな感じ。ちょっと訳があって、違う名前を名乗っていたんだ」

「申し訳ありませんでした」

　手を前で揃え、頭を深く下げる。

　すると涼子さんは、さらに目を大きく見開いたあと忙しなく瞬きを繰り返した。

「なんだかよくわからないけど、中身は変わらないわけよね？」

　涼子さんがゆっくりと確認する。

「はい」

「それならいいのよ。えっと、美緒奈さん、だったかしら？　これからはそう呼べばいいのよね？」

「よろしくお願いします」

　深く頭を下げる。ひとつ肩の荷を下ろせたように感じた。

　その後、部屋へ案内され、涼子さんがお茶を淹れてくれる。

「それにしても、ふたりともちょうどいいタイミングで来たわね」

「なんですか？」

　京介さんが尋ねる。

「京都から湯葉が届いたの。そのコース料理なんてどう？」

　湯葉のコース料理なんて食べたことがない。つい目を輝かせて京介さんを見つめる。

　すると京介さんは、「その前にちょっと涼子さんにお願いが」と会話を遮った。

「京介さんが私にお願いなんて珍しいわね。なにかしら」

　涼子さんは正座した背筋を伸ばし、母親が子供に対して向けるような愛情を込めた眼差しをした。

「実は、母が機嫌を損ねてしまっていて」

「舞ちゃんが？　なにかあったの？」

　涼子さんはそう質問した直後にピンときたのか、「もしかして、ナオミさんと美緒奈さんのことで？」と私のほうを見た。察しがよすぎる。

　私は重々しくうなずきながら、もう一度謝罪の意味を込めて涼子さんに頭を軽く下げた。

「なるほどね。舞ちゃんは生真面目だから。相当怒ってるの？」

「話をまともに聞いてくれません。認めてくれないなら社長を継がないとも言ってみたのですが」

「あらやだ、京介さんったら、そんなことを言ったの？」

　涼子さんが口元に手を当てて「ふふふ」と笑う。

　京介さんは頭を掻いてうなずいた。

「それじゃ、舞ちゃんもかなりこたえていると思うわよ」

「そうだとは思うんですが、余計に頑なになってしまって」

　京介さんの横で、私も弱りきった顔になってしまう。

　本当にどうしたらいいのか。話を聞いてもらえなければ、謝罪もまともにできない。八方ふさがりとはこのことだ。

「たぶん、舞ちゃんも一度怒った手前、引っ込みがつかなくなっちゃったのね。きっとなにかきっかけがあれば、態度は軟化すると思うわ」

「そこで涼子さんにお願いしたいことがあるんです」

　京介さんは正座のまま前へ少し移動した。

　涼子さんが「なにかしら」と思案顔を浮かべる。

「ムーンシャワーのライブで母と美緒奈を引き合わせたいんです」

「え!?」

　これには私のほうが驚いて声を上げてしまった。

　今日ここへ来たのは、涼子さんから京介さんのお母様に『会ってあげてほしい』という口添えをお願いするだけだと思っていたから。

　涼子さんが私の反応を見てキョトンとする。私も当然承知の上と思ったのだろう。

「改まって会うよりいいんじゃないかと思って」

「ちょっと待って、京介さん、本気ですか？」

　思わず彼の腕を掴む。

　すると京介さんは、胸ポケットから薄い封筒を取り出した。

「もうチケットも手配しちゃったから」

　封筒から少しだけチケットを覗かせる。

　なんて用意周到な……。

　涼子さんが「ちょっと見せて」と手を伸ばした。

「あら、最終日の東京公演だわ。これは取れなかったのよ。よく手に入れられたわね」

　感心したように涼子さんが言う。

「でも、お母様が私と一緒にライブに行ってくれるとは思えないんですが」

　ただでさえ会ってくれないのだ。いくら大好きなムーンシャワーのライブとはいえ、私が同行することにうなずくはずがない。

「そこで私の出番ってわけね？　私が誘えばいいんでしょう？」

　涼子さんが問いかけると、京介さんは「そうなんです」と答えた。

　なるほど。確かに涼子さんからの誘いなら乗ってくれるだろう。ただ、問題はその先だ。

「でも私と一緒となると、お母様はいらしてくださらないんじゃないですか？」

「サプライズにしちゃうんでしょう？」

　涼子さんがいたずらっぽく笑う。

　サプライズ……？

「そうですね。美緒奈と一緒ということは伏せておいたほうがいいと思います」

「……それじゃ、お母様はライブ会場で初めて私が一緒だと知るということですか？」

「そうなるね」

　京介さんが拍子抜けするほどあっさりと答える。本気みたいだ。

　でも、その時のお母様の反応は想像にたやすい。大好きなムーンシャワーのライブだからこそ怒りが爆発。火に油を注ぐことになりやしないか。

「美緒奈さん、そんなに深刻な顔をしなくても大丈夫よ。舞ちゃんもそこまで鬼じゃないから。ムーンシャワーのライブがいいきっかけになるかもしれない」

　涼子さんと京介さんのふたりから期待に満ちた眼差しを向けられ、それ以上反論することができない。『でも』という言葉は呑み込まざるを得なかった。

　そもそもこれは、私の嘘がまいた種でもある。私が責任を持ってお母様の信頼を取り戻すしかないのだ。京介さんが〝美緒奈〟に気づいてくれた時に、そう自分自身に誓ったというのに、不安から逃げようとしてしまった。

「がんばってみます」

　覚悟を決めてうなずくと、京介さんが膝の上に置いていた私の手を握る。

　ふたり揃って涼子さんに「よろしくお願いします」と頭を下げると、涼子さんは、「任せておいて！」と両手で小さく拳を握って振った。




　彩で湯葉のコース料理を堪能した私たちは、涼子さんに見送られながら車に乗り込んだ。

　極上豆腐に、豆乳鍋。おからコロッケ、湯葉焼売。締めは湯葉ご飯、デザートは湯葉アイス。とにかく湯葉づくしの料理を堪能させてもらい、お腹は大満足だった。

「今夜こそは泊まっていけるよね？」

　シフトレバーに手を置き、京介さんが私の顔を覗き込む。

「……いえ」

　迷ってからきっぱりと断った。

「どうして？」

「京介さんのお母様のことがまだ残っていますから」

　まだ許してもらえていない。それが決着しないうちは、京介さんと朝まで一緒にいることはできないと決めていた。だから、京介さんのマンションですべてが明るみになった夜も、引き止める彼を説得して自分のアパートへ帰ったのだ。

「それなら大丈夫。うまくいくよ」

　屈託のない笑みを浮かべた京介さんの手が私の頭を撫でる。

「京介さんは楽天的すぎます」

　それに、涼子さんに手引きしてもらったあとは私次第なのだから。これまでずっと拒絶され続けているのに、そう簡単にうまくいくかどうか………。

　油断すると不安が襲ってくる。

　いや、うまくいかせるしかないのだ。京介さんとの未来のために。

　弱気な心を小さくひとまとめにして、彼方へと放り投げた。

「それは褒め言葉ととらえておこう」

　おどけて笑う京介さんに「とにかく今夜もダメです。帰ります」と強い口調で断る。

「ハンドルを握ってるのは誰だと思ってる？　俺が連れ去れば、美緒奈はどうすることもできない」

　恨めしい目つきで京介さんを見ると、観念したように「わかったよ」と言ってシフトレバーをドライブにした。










最難関を攻略せよ




　涼子さんにサプライズの加担をお願いしてから十日後。いよいよその日はやってきた。

　土曜日の午後五時前。最寄り駅からライブ会場までの道は、人で埋め尽くされている。私は大勢の人波に揉もまれながら、流されるようにして足を進める。

　目的の場所が一歩一歩近づくにつれ、私の心臓はドクドクドクと血流を激しくさせていた。

　涼子さんに手配してもらった待ち合わせ場所は、会場入口の左手。京介さんのお母様の姿を探しながら、若干高い年齢層の人の間を縫っていく。

　まだ来ていないのかも。いや、いっそのこと来ないほうがいいかもしれない。

　恐ろしさからそんなことを思った次の瞬間、私の目は、その姿をはっきりと捕らえた。パンフレットか、手にしたものをパラパラとめくっている。

　高まる緊張。それは、恐怖心からによるものが大部分を占めていた。

　人の流れに抗うことができず、惰性のようにその場所へ。人の波からなんとか脱出し、トンと足を揃えて、いよいよ京介さんのお母様の前へ立った。

　ゆっくりと、そして迫力満点に顔が上げられる。すぐに私が誰だかわからなかったのか、『なに、この人は』と目が語っていた。

　ところが数秒後、その目に敵意のようなものが浮かぶ。

「ちょっとあなた、こんなところでなにをしているの」

　妙な抑揚をつけて、まるで歌うように私に言う。

　ラスボスの迫力はそこに健在で、今すぐ『すみませんでした！』と逃げてしまいたくなる。今ならきっと、脚力自慢の人のことも、走って抜かせる自信が私にはある。

「……こ、こんにちは」

「挨拶なんかいいわよ。目障りだから消えてくださらない？」

　お母様は、シッシとばかりに片手を振った。

　まるで野良猫の気分になる。圧倒的存在のボス猫を前に、すごすごと退散するほうが自分自身のためじゃないかと、つい気弱な心が顔を覗かせた。だけど、ここで負けてはいられない。ひるんでいたら、前へ進めなくなってしまうのだから。

　腹を決めて、バッグからチケットを二枚取り出した。それをお母様に向けて差し出す。

「それがなんだっていうの」

　お母様は蔑むような眼差しでチケットと私を見た。

「お母様と……私たちのチケットです」

　恐る恐る言うと、お母様の顔がみるみるうちに険しくなっていく。

「……いったいなにを言っているのかしら。私にはさっぱりわからないわ。早くお消えなさい。私は妹と待ち合わせているの」

　お母様は涼子さんとふたりで観るものだとばかり思っているだろう。そこに、まさか今、一番忌むべき存在の私が現れようとは予想もしていなかったに違いない。

「涼子さんはいらっしゃらないんです」

「……どういう意味？」

　不快感をあらわにするお母様。眉間には深いシワが刻まれていた。まるで阿あ修しゅ羅らのように目が吊つり上がっていく。

「私が涼子さんにお願いして、お母様を誘っていただきました」

「ちょっと、いつから私があなたの母親になったというのよ」

「……す、すみません」

　雷に打たれたかと思った。鋭い稲光が私の背筋を駆け抜ける。

　言われてみれば、確かにそうだ。ただでさえ不快感を抱いている私に『お母様』と呼ばれたくはないだろう。

「ともかく、どういうつもりなのかは知りませんが、あなたの隣でライブを鑑賞するつもりはございませんの。失礼するわ」

「待ってください！」

　歩きだそうとしたお母様の腕をとっさに掴む。

　私に触られるのも嫌みたいだ。お母様は私の手を見て顔をしかめていた。

　まだくじけちゃダメ。がんばらないと。

　ひとまず手をパッと放す。

「せっかくのチケットを無駄にするのはもったいないです。今日がラストステージ。次はいつあるかわかりません。どうか一緒に観ていただけないでしょうか……」

〝ラストステージ〟を強調し、なんとか引き止めようと必死になる。大ファンなら、ツアーの最終公演はとても貴重だろうから。

　お母様の顔がどんどん曇っていく。そして、私が手にしているチケットが焼けついてしまうのではないかと思うほど、強く見つめる。葛藤していることは、はた目から見てもわかった。

「わかりました。今回は、今回だけはそうしましょう」

〝今回〟というところに力を込め、お母様が鼻を大きく膨らませる。そうして酸素を取り込むことで、なんとか気持ちを落ち着かせようとしているように見えた。

　まずは第一関門突破。

　お母様の結論に、心の中でガッツポーズをした。

「ありがとうございます！」

　腰を九十度に折り頭を下げる。

「別にあなたのことを許したわけじゃありませんから。その辺のところはよく肝に銘じておくのよ」

「はい！」

　思わず元気よく返事をしてしまい、それに対してお母様は『うるさい』とばかりに耳を押さえた。

「それでは、お母様――」

「〝お母様〟？」

　言いかけたところでストップが言い渡される。お母様は、片方の眉を吊り上げて私を見た。

「あの、ではなんとお呼びしたらよろしいでしょうか……」

「……とりあえず名前でいいわ」

「お名前ですか？」

　目を大きくして確認する。

「それしかないでしょ？」

　それもそうだ。

「では、〝舞まい子こさん〟と呼ばせていただいてよろしいんでしょうか……？」

「ちょっとあなた、誰がファーストネームだと言ったのよ。名字に決まっているでしょ」

　お母様はぴしゃりと言い放った。眉がさっき以上に吊り上がる。そのまま目と垂直になってしまうんじゃないかと心配になった。

「では〝芹川さん〟と呼ばせていただきます」

「……やっぱり〝舞子〟でいいわ」

　私が名字で呼んだ途端、お母様が意見を曲げる。ツンと鼻先を上げ、目を細くして私を見た。

　あまりにも早い心変わりに私がついていけない。

「聞こえないかしら。ファーストネームでいいと言ってるのよ。子供のころのいじめっ子と同じ名字で呼ばれるのは、実はそんなに好きじゃないの。どうせ今日限りで会うこともないでしょうから、今日だけは〝舞子〟で我慢して差し上げるわ」

　お母様が高らかに宣言する。

　子供のころのいじめっ子と同じだから嫌……？　そんな理由で……。

　私がついポカンとすると、お母様は「言いたいことがあるなら、はっきりおっしゃい」とすごむ。それに「いえ！」と私が激しく首を横に振ると、舞子さんは歩き始めた。

「あの、どちらへ行かれるんですか？」

　会場の入口とは逆の方向だった。意外にも早足の舞子さんのあとを小走りでついていく。失礼かもしれないけれど、ふくよかな体形からは想像もつかない。

「……から……渇いたの」

　振り返りもせず舞子さんが答えるからよく聞きとれず、もう一度聞き返す。すると舞子さんは、少しイラついたように「あなたのおしゃべりに付き合って喉が渇いたから、自販機へ行くのよ」と一語一語声を大きくして言った。

　私のせいで喉が渇いたのだと言わんばかりだったので、ひとまず「申し訳ありません」と謝った。

　自販機の前まで来ると、「あなたは？」と横目で睨むように尋ねる。

　そんな表情で『どう？』と聞かれても、「大丈夫です」と小さくなるしかなかった。

　すぐ近くのベンチがちょうどいいタイミングで空き、私たちはそこに腰を下ろした。四人がゆったりと座れるベンチの端と端。まるで見知らぬ人同士のように座る。

　舞子さんは買ってきたペットボトルの緑茶を、喉を鳴らして飲み始めた。横目で様子を窺っていると、それは一気に半分ほどになっていた。

　ライブ会場のすぐ近くということもあり、周囲はかなり騒がしい。それなのに私たちの冷ややかな雰囲気といったらなかった。沈黙がさらにそれを冷却する。

「この場をお借りして、改めて謝罪をさせていただきたいのですが……」

　ライブが始まる前に、それだけは伝えておきたい。

　舞子さんがピリッとしたのを感じた。

「身分や名前を偽り、本当に申し訳ありませんでした。人として最低なことをしたと深く反省しております」

　立ち上がり、舞子さんに向かって頭を深く下げる。

「身分違いの恋だとわかっていながら、京介さんに惹かれる気持ちに歯止めが効きませんでした。京介さんが傷つくことを顧みず、いつかバレるその時までは……と。自己中心的で自分優先の、本当に最低の行為でした」

　舞子さんに正体が判明した時は、少なからずホッとした自分もいた。もう、これで嘘をつき続けなくていいのだ、と。それでも結局、京介さんには最後までナオミのままで別れを選んでしまった。

「本当に最低よ」

　舞子さんがため息をつきながらポツリとつぶやく。

「だけど、私があなたを罵倒することを期待してここへ来たのなら、それは大きな間違いよ」

「……はい？」

　そこで初めて頭を上げて、舞子さんを見た。

「だって、あなた、私から責められることで自分の罪を軽くしようと思っていない？」

　痛いところを突かれ、頬を打たれたように愕然とした。あまりの鋭さに言葉もなかった。

　今日は、どんな言葉でも受け止める覚悟でここへ来た。京介さんから責められなかった分、舞子さんから責めてほしいと。そうしてもらうことで気持ちを軽くしたいと思う部分があったのは事実。

　舞子さんは、そんな私を見透かしていたのだ。

「……そのとおりです。返す返すひどい女ですね」

　自分の汚い部分をまざまざと見せられた気分だった。

　私はやはり、京介さんには不つり合いなんじゃないか。舞子さんを説得するなんておこがましい。私たちのことを認めてもらおうと思うこと自体、間違えていたのかもしれない。

　京介さんとの未来が霞んでいく。

「あなた、大それた嘘をついた割には正直なのね。普通、そこは『違います』と言うでしょ」

　舞子さんは呆れたように鼻先で笑った。

「そうですね。ですが、それでは謝罪の意味がなくなってしまいますので……」

　もう嘘をつきたくはないから。

　ただ、ひとつだけ伝えておきたいことがあった。

「でも、これだけは言わせてください。京介さんを想う気持ちに偽りはなかったんです。どうしようもなく大好きなんです。ですが、私では……」

　京介さんにはふさわしくないんじゃないか。

　最初ははっきりとした声で言えていたのに、自信のなさから最後は消え入るほどの声になってしまった。

「そろそろ行くわよ」

　私の最後の声は耳に届かなかったか、半分ほど残ったペットボトルをバッグに詰め、舞子さんがおもむろに立ち上がった。

　腕時計を見てみれば、開演までまだ余裕がある。

「まだ時間ではないようですが」

　つられて立ち上がりながら時計をつけている腕を見せる。

　すると舞子さんは渋いお茶でも飲んだような顔で、「グッズを見に行くのよ。ファーストステージの時は時間がなくて買えなかったから」と言った。

「グッズですか……」

　歌を聴くだけじゃなく、舞子さんはそういったものも買うタイプだったらしい。

「ほら、いらっしゃい」

　私を視界の隅に留める程度に振り返り、つんと前を向いて歩きだす。

「は、はい！」

　その背中を急いで追いかけ、侍女のように控えめに寄り添った。

　コンサートグッズの特設会場は、横幅五メートルほどのテントが四つ設営されていて、入口に続く人の列と同じくらい混雑している。グッズを選ぶ人もレジで会計を待つ人も、思い思いの物を手にしては色めき立っていた。

「ちょっと失礼しますわよ」

　舞子さんは、その人垣をものともせずにぐいぐい突き進んでいく。

　少しでも嫌な顔をされようものなら、鋭い眼光で威嚇。当然ながら、睨まれた人は白旗を揚げるしかない。

　代わりに私が「すみません」と方々に頭を下げながら、ようやく商品が見渡せるところまでやってきた。

　ＣＤやポスターはもちろんのこと、ペンやペンケースなどの文房具類、ムーンシャワーのロゴが入ったＴシャツやパジャマ、タオルなどのリネン類、とにかくどんなものもグッズになっている。積み上げられた商品は圧巻だった。

　お揃いの赤いＴシャツに身を包んだスタッフが、忙しなく商品の案内や補充をしている。その中でポニーテールをした若い女性スタッフにターゲットを絞った舞子さんは、「ちょっと、そこのあなた」と彼女を呼び止めた。

「はい、なんでしょうか」

「ここにある商品をすべて三つずついただけるかしら」

「はい!?」

　女性スタッフだけでなく、私もつい声を上げてしまった。

「聞こえなかったかしら？　ここにある商品を全部三つずつ欲しいと言ったの。ＴシャツとパジャマのサイズはひとつがＬサイズで、あとのふたつはＭでお願いね」

「三つずつ、でございますか？」

　呆ほうけたような顔でスタッフが聞き直す。

　想像はまったくつかないけれど、ここにあるものをひとつずつ買うだけでも十万円は下らないんじゃないか。しかも、それが三つずつとなると、ものすごい量になるだろう。

「そうよ。何度言ったら理解するのかしら、まったく」

　吐き捨てるように彼女が言う。

　上から目線の物言いに、スタッフの女性もタジタジだ。

「ま、舞子さん」

　恐れながらも、彼女の洋服をツンツンと引っ張る。

「なに？」

　ぶっきらぼうな返事だった。

「全部なんですか？　しかも三つずつ？」

　どうしてそんなに大量に必要なんだろう。もしかして、ひとつは使う用でひとつは保管用、あとひとつは……展示用？

「そうよ。いけない？」

　舞子さんの眉毛が吊り上がる。

「いえっ、いけなくはないです……」

　反射的に口出しをしてしまったけれど、私がとやかく言うことではない。

　でも、どうやって運ぶんだろう。やっぱり私が担ぐことになるのかな……。

「私と涼ちゃん、それからあなたの分よ」

「え!?　わ、私ですか!?」

　思わず甲高い声が出てしまった。

　周りにいた人の視線が何事かと一瞬だけ私へ向いたあと、ムーンシャワーのグッズへと舞い戻る。

「そうよ。まさか、いらないとでもおっしゃるつもり？」

　眉間に相当な力が込められているようで、額に何本ものシワが刻まれる。目力が半端ない。

「い、いえ！　とってもほしいです！」

　両手を胸の前で組んでアピールする。

「ファンなのよね？」

　訝いぶかしげに私を探る舞子さんの目に「はい、そうです。大ファンです」と答えた。

　本当は、ライブに来ること自体が初めて。わざわざ人混みに自分から進んでいくようなことは、日ごろから避けてきたし、ライブへ行くほど好きなアーティストもいない。

　でも、ここで『それほど好きでもない』とは白状できない。そんなことを言ったなら、『今すぐ立ち去りなさい』と叱責されてしまうだろうから。

　京介さんにふさわしくないんじゃないかという思いがあるにせよ、今日のことを取り計らってくれた涼子さんに、それでは合わせる顔がなくなってしまう。

　すると舞子さんは私の返答に満足そうにうなずき、もう一度スタッフへ「全部三つずつよ」とお願いした。

　当然ながら会場内へ持ち込める量ではない。終了までここで預かってもらうこととなった。

　ほどなくして開演時間を迎え、私をうしろに従えた舞子さんと中へと入る。

　席は、京介さんが手配しただけあって最前列だった。周りの人たちの様子からすると、もしかしたら業界関係者の席なのかもしれない。

　しばらくすると会場の明かりが一斉に落とされ、その瞬間、「ワー！」という歓声が上がる。

　隣の舞子さんを見てみれば、胸の前で手を組み、うっとりとした表情で、まだ暗いステージを見つめていた。

　アップテンポなイントロが流れると、会場内はさらに盛り上がりを見せる。舞子さんも立ち上がって「きゃー！」という、少し重低音の黄色い声を上げた。

　迫力満点の舞子さんが、少女のようにキラキラとした目をしているのだから、それを想像すらしていなかった私は驚きで声も出なかった。

「あなたも立ちなさいよ」

　不意に舞子さんが私を見下ろす。

　仰ぎ見れば、私のうしろには人の壁ができていた。みんな立ち上がっているのだ。

「ほら、なにをしているの」

　舞子さんに腕を引っ張られる格好で立ち上がる。

　そうこうしているうちにステージ上は色とりどりの光に包まれた。その中に本日の主役であるムーンシャワーが現れると、歓声が大きな波のようにうねっていく。

　彼らが歌いだすと、舞子さんもそれに合わせて口ずさみ始めた。

　初めて聴く生の歌声。演出に趣向を凝らしたステージ。私には、どれもまったく未知の世界だった。

　どことなく包まれていた疎外感は、知っている歌が流れてくると次第に薄れていく。ファンになるほど好きだったわけでもないのに、気づけば私も一緒になって歌い、彼らが手を振れば、舞子さんに負けじと振り返す。いつの間にか、リズムに合わせて体を揺らしていた。




　照明を落とされていた会場内が明るくなる。すると、今まで興奮に包まれていたのが嘘だったかのように、急に現実へと引き戻された。耳の奥にはまだ、彼らの歌が反響しているような感覚だ。

《お帰りの際はお足元に十分ご注意の上――》

　アナウンスが流れる中、舞子さんと私は出口へ向かう人の波に乗った。

「舞子さん、とってもよかったです。私、感激しました」

　抑えきれない高揚感を抱きしめるようにバッグを胸に抱える。未だに胸が高鳴っている。

「やだ、あなた、もしかして初めてだったの？」

　驚いたように目を丸くしてから、舞子さんは鋭い視線で私を見た。

　そこで慌てて口を押さえる。不意に脇腹を突かれたような気がした。

「あ……はい……」

　会場に入る前に〝大好きアピール〟をしていたことを思い出して、肩身が狭い。

「調子のいい人ね」

　半ば呆れ顔で舞子さんは笑った。大好きなムーンシャワーのステージを観て心に余裕があるからなのか、初めて私に向けられた笑顔だった。

　人の波に押されるようにしてホールの出入口を出ると、私たちはグッズ売場へと向かった。

　午後八時半過ぎ。外はすっかり闇に呑まれている。開演前ほどの数のファンの姿はなかったものの、そこはまだ賑わっていた。

　さきほどのポニーテールのスタッフを見つけて、舞子さんが「ちょっとあなた」と声をかける。

　そのスタッフは舞子さんを確認して、すぐに「こちらです」と預けた荷物のほうへと案内してくれた。一メートル弱四方の段ボールが三箱分。それを見て、目が点になってしまう。

　予想はしていたものの、これをどうやって持ち運ぼうか、と思案していると……。

「中の確認をご一緒にお願いします」

　スタッフに促されて、舞子さんが段ボールを覗き込む。

「三つの段ボールに一種類ずつ分けてくださったのよね？」

「はい、そのようにしました」

「手鏡は？」

　厳しい顔をして手を伸ばし漁る舞子さんに、スタッフが「こちらですね」とかき分ける。

　何度かそういったやり取りを繰り返して気の済んだ舞子さんは、「大丈夫そうね。ありがとう」と、最後には嬉しくて仕方がないという顔をしていた。

「タクシーを呼ばないと無理ね」

「そうですね。では、私が――」

　バッグに手を入れると、ちょうどそのタイミングでヴヴヴ……とスマホが震える。ディスプレイを見れば、それは京介さんからの電話だった。

　応答をタップして耳に当てる。

《もう終わったみたいだね》

「はい、ちょうど今出てきたところです」

　京介さんの言葉に違和感を覚えながら答えた。

《迎えに来てるんだ》

「え？」

　……あぁ、それで〝終わったみたい〟と言ったのか。

《会場を左に出て五十メートルほど進んだところで車を停めて待ってるよ》

「わぁ、ありがとうございます。すぐに行きます」

　京介さんとの電話を切り、舞子さんにそのことを告げる。

　舞子さんは「あらそう。よかったわ」と言ってから、さっきのライブスタッフに「台車を貸してくださらないかしら」と声をかけた。

　すぐに出してくれた台車に段ボールを乗せ、京介さんの待つところへガラガラと音を立てて向かう。

「……これは？」

　車を降りて待っていてくれた京介さんが、大きな荷物を見て唖あ然ぜんとする。

「今日の戦利品よ」

　舞子さんは腰に手を当て、どこか自慢げだった。

「ずいぶんと買い込みましたね」

「私の分だけじゃないの。涼ちゃんと……」

　舞子さんは私をチラッと見てから「美緒奈さんの分と三人分」と言った。

　ちょっと罰が悪そうに見えるのは、京介さんと私の仲をまだ公に認めていないからか。

　京介さんは瞬きを繰り返したあと、私を探るような目で見る。

『うまくいったの？』と言っているような眼差しに、どう答えたらいいのか迷ってしまう。舞子さんと仲よくなれたのか、それともまだまだなのか、自分では判断できず首をゆっくり傾げつつうなずく。

　京介さんは図りかねたような顔を浮かべたものの、目には笑みが滲んでいた。

「楽しかった？」

　車のトランクに荷物を積み込みながら京介さんが尋ねる。

　答えようとした矢先、舞子さんが「美緒奈さんったら、すごいのよ」と先手を打った。

「ずっとピョンピョン飛び跳ねて。負けていられないと思って真似していたから、おかげで足がパンパンよ」

　助手席のドアを開けるや否や、舞子さんはドーンと体をシートに投げ出す。その瞬間、車体がグラッと揺れた。ふくらはぎをさすりながら、「あー疲れたわ」と深いため息までつく。

　京介さんは「よっぽど楽しかったみたいだね」と目を細めた。

　走りだした車内は舞子さんの鼻歌がＢＧＭ。終始ご機嫌ムードだ。

　ホッとする心の隅に、私はまだどこかくすぶったものを抱えていた。

　この先、舞子さんが私たちのことを許してくれたと仮定して、京介さんの隣にいるのが本当に私でいいのだろうか……。

「そうだ、美緒奈さん」

　不意に舞子さんが後部座席を振り返る。

「はい」

　私は背もたれに預けていた体をピンと伸ばした。

「今度、京介にムーンシャワーのＣＤをデビューから全部渡しておくわね」

　意図がわからず首を傾げると、「差し上げるって言ってるのよ」と舞子さんから檄げきが飛んだ。

「え、ですが……」

　デビューして三十数年も経つアーティスト。そのすべてのＣＤとなると、相当な枚数になりそうだ。

「なにか不満なの？　すっかりファンになったみたいだから好意で言っているのよ」

　言い方こそきついけれど、少し前まで私に向けられていた嫌悪感はまったくなかった。

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　私の答えに満足したのか、舞子さんは一瞬だけ口角を持ち上げた。

　ルームミラーで合った京介さんの目が笑っている。私たちのやり取りを楽しんでいるようだ。

「京介、私を涼ちゃんの店の前で降ろしてちょうだい。渡したいものもあるから寄りたいの」

「わかりました。それでは、少し遅い時間ですが、涼子さんの店で食事でもとりましょう」

「あなたたちは、ふたりで好きなところにお行きなさい」

　舞子さんの言葉に京介さんも私も虚をつかれてしまった。私に至っては、一時停止ボタンでも押されたように固まる。

　信号待ちで止まったところで、京介さんは舞子さんに体を向けた。

「それじゃ、美緒奈とのことを……」

「別に許すも許さないもないでしょう。一度ならず二度までも、お見合いの相手から断られるなんて、芹川家の恥になりますから。美緒奈さんがそんな京介でもいいとおっしゃるなら、どうぞってところよ」

　舞子さんが歌うような調子で言う。

「それから美緒奈さん」

「は、はい！」

　舞子さんがもう一度、後部座席を振り返った。

　飛び上がるように返事をして息を呑む。

「あなた、京介にふさわしくないんじゃないかとか、今さら気にしているみたいだけど、それを決めるのは、美緒奈さんじゃなく京介よ。あなたがいいと京介が言っている以上、美緒奈さんはそのことに責任を持ちなさい」

　舞子さんがかすかに笑みを浮かべる。厳しい言い方なのに、とても優しい言葉だった。

　こちらを振り返った京介さんが、今までにない笑顔をする。

「ありがとうございます！」

　ぐずぐず悩んでいたことが、一気に吹っ切れた気がする。前を見たままの舞子さんに、私はめいっぱい頭を下げた。




　九時近くに到着した彩は、ひっそりとしていた。確かそろそろ閉店のはず。

　途中からウトウトし始めた舞子さんは、京介さんの「着いたよ」のひと言で目を覚まし、助手席で大きく伸びをした。

「ひとつだけ段ボールを下ろしてもらっていいかしら」

　京介さんにお願いしながら車から降りる。涼子さんに早速お土産を渡すようだ。

　トランクへと回り込んだ京介さんが段ボールをひと箱取り出した。

　私も舞子さんを見送ろうと車から降り立つ。

「ひとつはそのまま家に持っていってちょうだい。美緒奈さんにもひとつ持たせるのよ」

「わかりました」

　京介さんが先に店の中に入ると、舞子さんも「それじゃ、おやすみなさいね。美緒奈さん」と彼を追った。

「今日は本当にありがとうございました」

　その背中に深く頭を上げ下げする。

　舞子さんはなにも答えなかったけれど、右手を軽く上げてひらりと振ってくれた。

　なんとなく温かい気持ちになる。もう一度『ありがとうございました』とつぶやくと、ちょうど京介さんが出てきた。

「涼子さんは？」

「ご贔屓ひいきが見えていて、手が離せないって。またあとでふたりで来よう」

「はい」と答えるなり、京介さんの腕に包み込まれる。

「美緒奈、ありがとう」

「お礼なんてやめてください。それを言いたいのは私のほうです。ありがとうございました」

　腕の中で首を横に振る。

　京介さんが本当の私の姿に気づいて、それでも許してくれたから今がある。京介さんの大きな愛を感じずにはいられない。

　でも、それに負けないくらい私も京介さんが好き。

　彼が私をそっと引きはがす。見つめる眼差しが温かくて、それでいて甘い。

　ゆっくり近づいてきた唇に、私はそっと目を閉じた。




「またこちらでお世話になることになりました」

　ずらりと立ち上がって並んだ企画部員の前で、私は頭を下げた。

「いやぁ、よかったですよ。上川さんのポジションを空けておいた甲斐があったというものです」

　岸本部長は目尻にシワを寄せた。

　京介さんのお母様の怒りが解けてから二週間後、私はまた本社の企画部へ戻ってきた。

　客室係として働いたのは、わずか一カ月半ほど。心機一転やり直そうという気持ちになっていただけに、出戻りに迷いがなかったわけじゃない。そんな私の背中を力いっぱい押してくれたのは、ほかでもなくキャプテンの井森さんだった。副社長である京介さんとうまくいったことを誰より喜んでくれたのも、彼女だ。

「新しいホテルの計画も進んでいますから、これまで以上に忙しくなりそうですよ」

　岸本部長の言葉に部員がそれぞれうなずく。

「ていうか、最初は誰かと思いましたよ」

　荒野くんの言葉に、みんなも「ほんとほんと」と物珍しそうに私を見た。

　実は、企画部への異動を機に眼鏡をやめてコンタクトレンズにしたのだ。ナオミに化けていた時ほどバッチリではないにしろ、メイクにもトライしている。

　非公表とはいえ晴れて京介さんの恋人になれたため、いつ彼の隣に並んでも恥ずかしくないようにしたかった。そんなふうにして出社するだけで、気持ちに張りが出る。

「今まで眼鏡の印象が強すぎて気づきませんでしたが、上川さんって美人さんだったんですね」

「やめてよ」

　荒野くんがまじまじと見つめるものだから、照れ隠しにその肩をパチンと叩いた。

　大げさに痛がる荒野くんを見て、部署のみんなから笑い声が上がる。

「でもほんとよかったですよ、上川さんが戻ってくれて。上川さんの仕事、俺がほとんど被ってましたから」

「ごめんね、荒野くん」

　私の仕事をまるまる引き受けてしまったら、相当な負担だっただろう。荒野くんはホッとしたような表情を浮かべていた。

「早速ですが、新ホテルの作業工程の作成、上川さんに戻してもいいですよね？」

　デスクの引き出しからファイルを取り出し、荒野くんがニコニコ顔で私に手渡す。

「はい、承ります」

「それから……」

　ほかにもまだあるらしい。

　今度はパソコンのデスクトップ上に保存されたファイルをクリックした。

「顧客管理システム関連のものは全部ここにありますので、これも上川さんに……」

　そう言いながら、部署共有フォルダに移し替えていく。

「あ、あとこれもだ」

「まだあるの？」

　次々とフォルダを仕分けていく荒野くんのパソコンに顔を近づける。

「当たり前じゃないですか。あ、これも」

　なにかと見てみれば、それはもともと彼自身が担当していたものだった。

「どさくさに紛れないの」

　彼からマウスを奪い取り、それを切り取って元の位置に戻すと、荒野くんは「バレたか」と頭を掻いたのだった。










シーサイドプロポーズ




　夏の終わりの海は、どこか寂しい。海水浴客で賑わっていたのが嘘のように、静かな波音だけが聞こえてくる。

「ただいま」

　玄関を開けると、奥から「美緒奈なの？」という母の声がした。

　民宿『上川の浜』もこの夏で終わり。いよいよこの土地を明け渡すことが決まっていた。

　パタパタとスリッパの音を響かせて現れた母は、「あら、眼鏡はやめたの？」と言ったあと、「え……」と目が点になった。

　それもそうだろう。京介さんも一緒だったからだ。

「初めまして。芹川京介と申します」

　私の隣に立っていた彼が頭を下げる。

　母は「あら、やだ」と言ったきり、棒立ち状態になってしまった。今まで私が男の人を家に連れてきたことはなかったから無理もない。

「このたびは大変申し訳ありません」

　京介さんの謝罪に今度はポカンとする。

「ル・シェルブルの副社長なの」

　私が紹介すると、母は口も目も大きく開いて固まったあと、「ちょっとどういうこと!?」とおろおろし始めてしまった。

「どうして副社長さんがこんなところまで？」

　何足もスリッパを出して並べる。動揺ぶりは明らかだった。

「いったい何事だよー」

　騒ぎを聞きつけたのか、奥から父が顔を出してきた。

「お父さん、大変よ、大変！　副社長さんなんですって！　美緒奈のところの！」

「なんだって!?　美緒奈の会社の副社長!?」

　母同様に声のトーンが上がる。しかも、並べたスリッパをどういうわけか、片づけ始めた。まるでコントのようだ。

「ちょっとふたりとも落ち着いてよ」

　にっちもさっちもいかなくなったふたりをなんとか宥め、京介さんには家に上がってもらった。

　引っ越し準備のためか、通した座敷には畳まれた段ボールがいくつも置かれている。

「突然お邪魔してしまい申し訳ありません」

　京介さんが改めて挨拶をすると、テーブルを挟んで前に座った両親は「いえいえ！」と、かしこまって首を横に振った。顔には張りついたような笑顔。極度に緊張しているのはわかった。

　さらに、麦茶の入ったグラスにはさざ波が立っていた。母の手が震えていたせいだろう。

「それであの……副社長さんがわざわざおいでになったのは……？」

「もしかして、私が美緒奈に『買収はなんとかならないものか』なんて言ったから？　まさか買収がなくなったから立ち退き料を返還しなくちゃいけないとか……？」

　父に続けて母が不安そうな口ぶりで尋ねる。

「あ、違うの……」

　答えながら京介さんの顔を見る。

「実は、美緒奈さんとは少し前からお付き合いをさせていただいております」

　彼は姿勢を正し、ふたりをまっすぐ見据えて言った。いっさいぶれることのない真摯な横顔が、なんだかくすぐったい。

「……美緒奈が副社長さんと？」

　信じられないといった様子で母が聞き返す。私と京介さんを交互に見つめる目に驚きが見えた。

「それじゃ、結婚の承諾を得るために？」

「違うってば！」

　さすがに話が飛びすぎる。いくらなんでも、そこまで考えているはずがない。先走りすぎだ。美緒奈として正式に付き合い始めて、まだ一カ月くらいなのだから。

「それではなんでしょうか？」

「恋人として一度ご挨拶に、と思いまして」

　口を揃えて聞き返した父と母に、京介さんが穏やかに返す。

「まぁ、ご丁寧にそんな！　うちの美緒奈が副社長さんとお付き合いだなんて！　ねぇ、お父さん」

　父の腕を掴んで揺さぶる。

「本当ですよ。そんな光栄な奇跡はめったにあるものじゃない」

　ふたりとも大わらわだ。顔を見合わせてうなずき合う。

　奇跡か……。本当にそうだと思う。亜樹にチケットをもらっていなかったら、私たちがここに一緒にいることはなかった。些細なきっかけが、想像もつかないほどの素敵な出会いにつながっていた。

「どうか美緒奈のことをよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　父と母が揃って頭を下げると、京介さんも美しいお辞儀を返した。

　両親は真摯な京介さんの態度に非常に好感を持ったようで、嬉しそうに私たちをニコニコと眺めた。

「それと今日は、お詫わびをしたいことがあります」

　彼が改めて背筋を伸ばす。

「今回の買収の件につきましては、お父様とお母様には大変な気苦労をさせてしまい本当に申し訳なく思っております。まさか美緒奈さんの御実家が買収用地にあるとは思いもしませんでした」

　京介さんが表情を引きしめる。

「いえいえ。うちのことはもう本当に大丈夫ですから。立ち退き料もきちんといただきましたし」

　ふたりが「ねえ」と顔を見合わせる。

　民宿・上川の浜は、来年の秋にはペンションとして生まれ変わる予定になっている。ここから内陸へ十キロほど入った山への建築計画が立ち上がったところだ。

　上川の浜という名前をそのまま使うのか、それとも〝浜〟を〝山〟にするのか。はたまた洒落たものにガラッと変えるのか。ふたりで揉めている段階らしい。それは建物が無事に完成してからでも遅くないだろうに。

　一時はどうなるかと不安いっぱいだったふたりは、その計画が持ち上がったことで、人生を前向きに考えられるようになったみたいだ。たまに私に電話をよこしては、計画の進捗状況を報告してくれている。

「この辺一帯がル・シェルブルさんの開発で活性化するなら、長く住んできた私たちにとっても喜ばしいことです」

　父は、覚悟を決めた時のことを思い出すようにして言った。

　京介さんを通り越して遠くを見ているのは、やはりどこか寂しい部分はあるのだろう。でもそれも当然。父も母も、生まれた時からこの街で暮らしてきたから。たった十キロとはいえ、長年暮らしてきた場所を離れるのだから。

「恐縮です。ありがとうございます」

　膝に手を置き、京介さんが深く頭を下げる。

　私たちをなんとも言えない温かい空気が包み込んだ気がした。

「そうだ。副社長さんさえよかったら、今夜うちに泊まっていかれませんか？」

　唐突に父がパチンと手を叩き、とんでもないことを言いだす。お尻を少し浮かせて、テーブルに両肘を突いた。

「やだ、お父さんってば。京介さんは忙しいの。無理に引き止めたら失礼だから」

　それは建前上の理由だ。本当はここへ連れてくることだって躊躇したくらいなのだ。

　京介さんをこんな古い民宿に泊めるわけにはいかない。ベッドはないし、家族と共用のお風呂。京介さんの普段の生活とはかけ離れすぎている。

　どうせ紹介するなら、新しいペンションが完成してからにしたかった。

「いいじゃないの、美緒奈。うちの最後のお客様としてできる限りのおもてなしをさせてもらうから」

　母まですっかり乗り気になってしまった。

「それでは、せっかくですからお言葉に甘えて」

　私の両親の厚意を無む下げにできないと、たぶん京介さんは気を遣ってくれたのだろう。優しい微笑みでうなずいた。

「京介さん！」

　思わずその腕を掴みにかかる。

　すると京介さんは、私の手の上に自分の手を重ね、「大丈夫だから」と笑った。




「ささ、京介さん、もう一杯どうぞ」

　父が京介さんのグラスにビールを注ぐ。最初は〝副社長さん〟だったのが、いつの間にか〝京介さん〟だ。

　テーブルには、今朝釣ってきたばかりのアジやヒラメを使った料理がところ狭しと並んでいる。母がいつも以上に腕を奮ったらしい。姿造りの刺身が、大きな舟盛りとなってテーブルの上で存在をアピールしていた。

　あまりお酒の強くない父は、飲み始めて間もないというのに、もう顔が赤い。あともう少ししたら、きっと呂律も回らなくなってくるだろう。

　弱いくせに、宿泊客のお酒の相手をして酔いつぶれるのは、いつものことだ。

「京介さんのお口に合うかわかりませんけど、遠慮なさらずにたくさん食べてくださいね」

　料理をすべて出し終えた母は、父の隣に座って京介さんに勧めた。

「全部お母様がお作りになったんですか？」

「嫌だわ、お母様なんて」

　母は頬に左手を当て、スナップを利かせて右手を振る。

「料理は母さんの担当なんですわ。で、俺は食材の調達担当」

　父が代わりに答えた。

「では、ここにある魚はお父様が釣ったものですか？」

「そうなんですよ。それから野菜もうちの畑で採れたものですよ」

　どこか自慢げに父が胸を張る。

「畑もお持ちなんですか」

　京介さんは感心したように大きくうなずいた。

「猫の額ほどですけどね」

　母の皮肉に、父が「そんなことはないぞ」と反論する。お酒が入っているせいか、声まで大きい。

「食べられるようになるまでにどれほどの苦労があるか、母さんにはわからんだろう」

「その食材を料理するのに、私がどれほど頭を悩ませるかわからないでしょう」

「ちょっとふたりとも！　恥ずかしいからやめてよ」

　京介さんがいるのに、どうして今そんな言い合いをするのか。きっと京介さんのご両親は、こんな低レベルの言い合いはしないだろうに。

　京介さんは隣でクスクスと笑っていた。

　なんだか気恥ずかしい夕飯の食卓だった。




　二階の客間の窓を開け放つと、波の音に混じって松虫の泣き声が聞こえる。まだ気温は高いものの、どこか秋の気配を感じる夜だった。

　京介さんとお酒の進んだ父は、ご機嫌のまま居間ですっかり伸びてしまった。寝室に運ぶのを面倒くさがって、母はそのままそこで寝かせるつもりらしい。

　お風呂上がりに首からかけたタオルで髪をゴシゴシと拭いながら、私は畳に足を投げ出した。急きょ滞在することになり、借りた泊まり客用の浴衣の裾を膝までまくる。

「あぁ、暑い……」

　左手を畳に突いて、右手にはうちわ。それでわずかばかりの風を起こすと、「あぁ」とお腹の底から漏れるような低い声が出た。浴衣の襟をはだけて、そこもうちわであおぐ。実家ということもあって気持ちが緩み、ついだらけてしまう。

　そうしてほかになにをするわけでもなくぐうたらしていると、不意に部屋のドアが開けられた。うちわであおぎながらそちらを見ると、同じく浴衣姿の京介さんがそこに立っていた。

　彼の目が点になる。

「きょ、京介さん……」

　ぐうたらモードのスイッチが入っていた私も、だらしない格好のまま一時停止。数秒間、動けなかった。

　濃紺一色の浴衣、ベージュの細い帯をラフに巻いた彼にドキッとさせられる。胸元から覗かせる色気にくらっとしてしまった。

　それに対して私ときたら、すっぴんに瓶底眼鏡。おまけに、ドライヤーをかけることも面倒がった髪の毛はタオルドライでぐちゃぐちゃだ。

「もうお風呂から上がったんですね」

　こんなに早く出てくるとは思わなかったから、つい油断をしていた。

　うちわを放り投げ、浴衣の襟と裾を慌ててかき合わせる。正座をして髪を撫でつけた。そうしたところで整うわけもないけれど。

　京介さんは部屋に入ってくると、私の前に跪いた。ニコニコ笑ってはいるけれど、あまりのひどさに笑うしかないという状況なのかもしれない。心の中では、こんな女でいいのか？と葛藤が渦巻いている可能性だってある。

　早いところ挽ばん回かいしなくては。

「あ、あのですね、いつもはこんなんじゃないんです。髪はちゃんとドライヤーで乾かすし、ここまでだらしない格好はしていないんです。色つきリップも今付けようと思っていたところ――」

　早口で言い訳を並べ立てる途中で、彼の腕がふわりと私を包み込んだ。

「いいんじゃないかな、自然体の美緒奈で。そういう姿も見せてくれたほうが俺は嬉しいよ。それにリップなんか付けたって無駄だしね」

「無駄って――」

　口を開いた瞬間、京介さんに唇を奪われた。

　優しく包み込むようなキスに気持ちが舞い上がる。

「ほら、どうせ取れちゃうだろう？」

　唇を少し離し、彼がいたずらに笑う。

「そうですね」

　私が笑って返すと、再び唇が重なった。

　少しずつ深くなっていくキスに息づかいが荒くなる。京介さんの浴衣をギュッと掴んだところで、不意に唇が離れた。

　思わず、その唇を追いかけたくなる。

「ダメだ。これ以上は止められなくなる」

　ストップというように、京介さんの指先が私の唇に触れた。

「美緒奈の実家では、さすがにまずいからね」

「そう、ですよね」

　気持ちの昂たかぶりに乗せられて、もっと先に進んでもいいと思ってしまった。冷静な京介さんを前にして、なんだか恥ずかしい。

「楽しみはもう少し先にとっておこう」

　最後に軽くチュッと音を立てて彼に落とされたキスは、甘い余韻だけを私に残した。

「ところで、お父さんは大丈夫？」

　お風呂上がりに、居間で寝ている父を見かけたのだろう。京介さんは私の隣に足を投げ出した。

「いつもああなんです。心配いりません」

「お客さんともすぐに仲よくなるんだろうね」

　京介さんが鼻にシワを寄せる。

「そうなんです。ちょっとグイグイいきすぎなんじゃないかって、いつもヒヤヒヤしていました」

　中には、実際にあまり構わないでほしいというお客様もいて、その線引きが難しいと、よくこぼしていたことを思い出す。民宿ならではのアットホームさが仇あだになる場合もあるのだ。

「でも素敵なご両親だよ」

「そうですか？　がさつでちょっと恥ずかしいです」

　緊張した様子で京介さんに接していた両親は、幻だったんじゃないかと思ってしまう。食事の最後のころには、すっかり自分の息子気分だった。

　そういう私もがさつだから人のことは言えないけれど。つまり、この親にしてこの子ありといったところか。

「そんなことはないよ。家族にしてもらえたみたいで嬉しかった」

　京介さんは顔をほころばせた。

　そう言ってもらえると、なによりも嬉しい。

「ここがなくなって残念がるお客さんもたくさんいるだろうね」

「そうですね、常連のお客さんはけっこういたので……。その分、今まで以上のル・シェルブルをここに造ってください」

　それが両親にとっても楽しみなことだろうから。

「責任重大だな」

「そうですよ。私も楽しみにしてますから」

　京介さんは笑みを浮かべながら私の髪を撫でた。

「ホテルが完成したら、ぜひふたりを招待させてほしい」

「高級ホテルに泊まったことがないから、きっとどう過ごしたらいいのかわからないと思います」

　ホテルのエントランスで靴を脱ぎかねない。

　ふたりの様子を想像しただけで笑いが込み上げてきた。




　一週間後。私たちは、京介さんの思い出の海のそばにあるリゾートホテルへとやってきた。以前、ふたり揃って海でずぶ濡れになりやってきたホテルだ。

　北海道へ私を突然連れていった時のように、土曜日の午後、京介さんは『連れていきたいところがある』と私を連れ出した。

『どこへ行くんですか？』と聞く私に京介さんは『内緒』と微笑むばかり。

　私がなんとなく気づいたのは、車に乗せられ高速のインターチェンジを降りた時だった。『もしかしてあの海ですか？』と聞くと、京介さんは『美緒奈と一緒に朝を迎えるなら、あの海だと決めていたんだ』と照れくさそうに笑った。

　最上階にあるプレジデンシャルスイートは、この前休憩したツインルームのポップさはなく、落ち着いた茶系のトーンでコーディネートされた部屋だった。南国を思わせるエントランスロビーとも違い、エレガントな内装だ。

　ル・シェルブルの最上級クラスの部屋を見慣れているのに、プライベートで京介さんと来たことが私の心を弾ませる。オーシャンビューの窓からは、海から顔を出した半月が見えた。

　今夜ここで京介さんと……。そう考えるだけで鼓動が速くなる。

　京介さんはひと足先にシャワーを浴びると、私にも勧めた。

　バスルームのドアを開けると、正面には三人が並んでも十分に余裕のある大きな洗面台がある。アメニティは海外の高級ブランドだ。右手にはガラス張りのシャワーブース。そのさらに奥には、直径二メートルはある円形のジェットバスがあった。大きな窓の向こうには、部屋同様に海が見渡せる。

　このバスルームだけで私のアパートが丸ごと入ってしまうんじゃないかという広さだ。

　オフホワイトのリブニットとブルーグレーのタイトスカートを脱いでいくごとに緊張の度合いが増していく。ぬるめのシャワーを浴びてみても、体の熱は下がるどころか上がる一方だった。




　メイク直しまで終え、高鳴る胸を抑えつつ意を決し、バスローブ姿でバスルームのドアを開ける。

　ところが、部屋へ戻った私を迎えてくれたのは、京介さんではなくズラリと並んだ着替えだった。

　それは下着に始まりイブニングドレスや宝飾類、パンプスまで揃えられている。

　……これはどういうこと？

　なにげなくドレスを手に取ると、はらりとメモのようなものが床に落ちた。それを拾い上げてみると、【これに着替えたら五階の『セレンディピティ』においで】と京介さんの美しい字で書かれていた。

　いつの間に用意したのだろう。

　ベビーピンクのドレスを広げてみると、ホルターネックでマーメイドラインの美しいデザインだった。そのデザインに響かないような下着まで用意されている。しかも、サイズはぴったり。『どうしてわかったの？』と今すぐ問いただしたかった。

　京介さんの用意してくれたものに着替え、指定の場所へと向かう。膝上まで入ったスリットが気になりつつ、スタッフに案内されて個室へ入る。

「すみません、お待たせしました」

　京介さんが息を呑んだように見えた。私をじっと見つめたまま立ち上がり、私へと歩み寄る。

　京介さんも、ここへ来る時に着ていたライトグレーのジャケットにデニムパンツというカジュアルなスタイルから、シックなスーツへと着替えていた。薄手でしなやかな生地の黒いジャケットは、適度にウエストラインがシェイプされていて、京介さんのスタイルのよさを引き立てている。

「あんまり綺麗だと困るな。誰にも見せたくなくなる」

　向かい合った京介さんが私の手を取る。

「そんなこと……」

　首を横に軽く振り、目線を下げた。

「最初からこうする計画だったんですか？　私はてっきり……」

「あのままベッドインじゃ、節操がなさすぎるからね」

　頭の中を見透かされ、恥ずかしさに襲われる。

「それとも美緒奈はそのほうがよかった？」

　からかうように目を覗かれ、「そんなことありません！」と懸命に否定した。シャワーを浴びれば、流れ的にそうなるだろうと予想しただけのこと。

　クスッと京介さんが笑う。

「……本当ですよ？」

「わかったわかった」

　私を宥めるようにトントンと肩に手を置く。

「信じてないですね？」

「誓って、信じます」

　京介さんは宣誓するように右手を上げておどけた。




　運ばれてきたコース料理を食べ終え、グラスに注がれていたワインを飲み干す。

　京介さんの『そろそろ部屋へ戻ろう』という言葉を待って、胸が密かに高鳴っていく。さっきは『そんなことありません』と言っておきながら、期待しているのは明らかだった。

「美緒奈」

　……来た。

　京介さんに呼ばれ、席を立とうと腰を浮かせかけた時だった。

「結婚しないか？」

　耳を疑うフレーズが聞こえた気がした。

　フリーズしたように私だけ時が止まる。瞬きも呼吸も忘れ、京介さんをただ見つめる。

「美緒奈？　聞こえなかった？」

「今、なんて……？」

　私はよほど間抜けな顔をしているのだろう。京介さんが目を細めて微笑む。

「結婚しよう」

　京介さんは、はっきりとそう言った。

　空耳じゃなかったと気づき、心臓が猛スピードで鼓動を打ち始める。

「……本気、ですか？」

　唇が震えた。

「こんなことを冗談で言うつもりはない」

　京介さんは、犯しがたい凛とした表情だった。

「初めて会った時から、ずっと考えてた。この女性となら自然体で生きていけるんじゃないかって」

　夢じゃないかと思った。

　密かに憧れていた京介さんからプロポーズされるなんて、半年前の私には到底想像もつかないこと。それが今、現実に起きているとは信じがたかった。

「美緒奈が俺に初めて気持ちを伝えてくれたこの場所で、どうしてもプロポーズをしたかったんだ」

　京介さんは立ち上がり私の元へ来ると、呆然としている私の手を取った。

　めまいのような陶酔感が私を襲う。優しく引き上げられるように立つと、京介さんは私の腰を引き寄せた。

「美緒奈の返事は？」

　そんなの聞くまでもない。答えはひとつしかないのだから。

「はい、喜んで」

　想いを噛みしめるようにゆっくりとうなずいた。その途端、うっとりとするほどの幸福感が満ちてくる。幸せで胸がいっぱいだ。

「ありがとう」

　京介さんは喜びを頬に浮かべた。

「じゃ、行こうか」

　私の額にキスをひとつ落とし、京介さんが私をエスコートする。

　店を出て隣を歩きながら、横顔に京介さんの熱い視線を感じて胸が高鳴る。誰もいないエレベーターに乗り込むと、どちらからともなく唇を重ねた。

　お互いの唇を啄ついばむような優しい口づけで、ともすれば深くなってしまうキスをこらえる。

　……早く部屋に。

　ふたりの気持ちはひとつだった。

　スイートのドアを閉めるや否や、京介さんの舌が私の口内に侵入する。ゆっくりとした舌使いが、私の背筋を甘くとろけさせる。膝に力が入らない。

　立っているのがつらくなった私に気づいたのか、京介さんはおもむろに私を抱き上げた。

　ベッドに私を座らせ、その前に京介さんが腰を下ろした。

「ここで問題です。俺が今、思っていることは次のうちどれでしょう」

　突然、選択クイズが始まる。京介さんは甘い目をして私を見つめた。

「一、美緒奈がかわいくてたまらない。二、この先ずっと美緒奈と一緒にいたい」

　京介さんが、いつかの時のように指を一本ずつ立てていく。

「三、美緒奈を愛してる。どれだと思う？」

　京介さんの瞳が揺れる。

　私は胸の高鳴りを抑えられない。

「……全部？」

　私の答えに、京介さんは「正解」と言って微笑みながら唇を重ねた。
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副社長室でナイショの……




　頬杖を突き、人差し指でデスクをトントントンと叩く。

　どこを見ているわけでもない。宙のある一点をじっと見つめたまま、ついさっき耳に入ったことを思い返していた。

　美緒奈がホテル勤務から企画部へと戻って一カ月。恐れていたことがとうとう起こったかというのが、正直なところだ。いつかこうなるだろうと思ってはいたが、実際に耳に入ると冷静ではいられない。

　その時ふと、副社長室のドアがノックされ、秘書の柳川さんが入ってきた。

　今年三十歳。入社してからの五年間は、社長の元で秘書を務めていた。その後、俺の副社長就任に合わせ、副社長秘書として支えてもらっている。秘書歴七年のベテランだ。

　いつも平静さを装えるしたたかさと控えめな態度、口の堅さはどの秘書よりも抜きんでていると、社長のお墨付き。海外のグループホテルを飛び回っていた、本社勤務に不慣れな俺には、なによりもしっかりした秘書が必要だろうと、社長から譲られた形になる。

　ワンレンの長い髪をきっちりとひとつにまとめ、いかにもできる女性の佇まいは、その中身も伴っている。

「副社長、コーヒーをお持ちしました」

　にこやかな笑みを浮かべ、俺のデスクにカップを置く。

「ありがとう」

　見れば、それはいつものブラックではなく、ミルク入りらしき色をしている。

　不思議に思いながら彼女を見上げる。

「なんだか元気がないように見受けられたので、甘いほうがよろしいかと思いまして」

　秘書にまで気を遣わせてしまうほど、露骨に態度に出ていたのか。

　彼女はたぶん、〝元気がないように〟ではなく、〝不機嫌そうに〟と言いたかったに違いない。ただ、副社長の俺を相手にして、そうは口に出せないだろうから、糖分を摂って気を落ち着けなさいということだろう。

「心配をかけてしまいましたね」

　即座に笑顔で取り繕う。

　俺が元気のない――いや、不機嫌な理由。それは、社内で偶然聞こえてきた男性社員同士の会話のせいだった。

『企画部の上川美緒奈、最近すごく綺麗になったと思わないか？』

『ああ、俺もそう思ってた。少し前まで瓶底眼鏡の地味な女だったのに』

『あんなイイ女だとは予想外だよな。俺、アプローチしてみようかな』

『おいおい、俺もそう思ってたんだぞ』

　美緒奈をネタにして、好き勝手に盛り上がるふたりは、しまいには『今夜誘ってみる』とまで言いだすほどに。

　聞くに耐えなくなった俺は、自販機コーナーで飲み終えた缶コーヒーをゴミ箱に勢いよく投げ入れた。そして、威嚇するようなことをした直後に後悔が襲う。余裕をなくしすぎだ、と。

　その音にこちらを振り向いたふたりは、副社長の俺がそこにいたことに初めて気づいたようだった。

　美緒奈とのことは新ホテル建築の目め処どがつくまでは公表しないようにと、両親からきつく言われていたために、当然ながらふたりは知らない。だからか、俺が大きな音を立てたのは、仕事と関係のないことを話していたことに対する警告だと思ったのだろう。「申し訳ありません。すぐ仕事に戻ります」と一礼して立ち去った。

　両親の言っていることに異論はなかったが、こんな形で弊害が出るだろうとは予測していた。そのとおりの展開になり、正直頭が痛い。

「柳川さん、企画部の上川さんを呼んでいただけますか」

　副社長室から出るところだった彼女を呼び止める。

「……企画部の上川さん、ですか？」

　柳川さんは不審そうに眉をひそめた。

　それに構うことなく、「はい」と返事をする。

「顧客情報管理システムのことで確認したいことがありますので」

「岸本部長ではなく、上川さんでよろしいんでしょうか？」

　秘書なりの気遣いだろう。そういった確認ならば、部長のほうが話は深くできるからだ。

「上川さんをお願いします。彼女は実務的なことを担ってくださっていますので」

　俺がそう言うと、やっと納得したらしい柳川さんは、「かしこまりました」と頭を下げて部屋を出ていった。




　数分後、柳川さんに伴われて美緒奈が副社長室へやってきた。

　彼女を残し、柳川さんが下がる。

　すると美緒奈は心許ない顔で俺を見た。それもそうだろう。こうしてここへ呼びつけたのは初めてだからだ。

「あの、例のシステムのことだと言われてきたのですが、私でよろしいんですか？」

　どうしたらいいのか、かなり戸惑っている様子だった。

　そんな彼女に近づき、その手を取りおもむろに引き寄せる。

　美緒奈は小さく「えっ」と声を上げた。

　冷静に話をするつもりが、彼女の顔を見たらたまらなく抱きしめたくなってしまった。

「……副社長？」

「ふたりだけの時は名前でいいから」

「どうかしたんですか？」

　美緒奈はポカンと俺を見上げた。

　どうしたもこうしたもない。

「今後、社内で眼鏡を着ける予定は？」

「そうですね。このごろやっとコンタクトレンズにも慣れてきましたので……」

　企画部へ戻ってからというもの、眼鏡をいっさいしなくなったのだ。

　彼女本来の美しさを前にし、社内の男たちが色めき立つのを見るにつけ、やるせない気持ちになる。自分がこんなにも心にゆとりのない男だとは思いもしなかった。

　それもこれも、ふたりの関係性を公にできないからにほかならない。

　美緒奈が俺の婚約者だと発表すること。それはなによりの牽けん制せい材料になる。副社長の女に手を出そうとは誰も思わないだろう。

「美緒奈、俺たちのことを会社のみんなに発表しよう」

「突然どうしたんですか？」

　美緒奈は目を丸くした。

「突然じゃない。ずっと考えていたことなんだ」

「ダメですよ。舞子さんにきつく釘くぎを刺されているじゃないですか」

「母さんは俺が説得する」

　美緒奈の両肩に手を置き、彼女をじっと見つめる。

　すると、彼女はその目をにわかに細めた。顔に微笑みが浮かぶ。

「なにがあったのかはわかりませんが、私は社長と舞子さんの言うことに従いたいです。こうして私が京介さんと一緒にいられるのは、おふたりのおかげでもあるんですから。許してもらえていなかったら、私は京介さんのそばにはいられませんでした」

　肩に置いた俺の手に美緒奈が手を重ねる。

　温かい手だった。彼女の言葉と手のぬくもりで、熱くなっていた頭の中が、急速に冷やされていく。

　美緒奈の言うとおりだ。俺はいったいなにを言っているのか。あまりに焦りすぎだろ。

　我ながら情けなくて、小さく息を吐く。

「ごめん。変なことを言ったね」

　美緒奈は口元に笑みを浮かべて「いえ」と首を横に振った。

「……自分がこんなにも独占欲の強い男だとは思わなかったよ」

　思わず正直に白状すると、彼女が驚いたように目を見開いて首を傾げる。

　とっさに美緒奈を引き寄せた。顔を見られているのが恥ずかしくなったからだ。

「美緒奈の本当の素顔を誰にも見せたくないなんてな」

「……京介さん？」

「社内で美緒奈の噂話を聞いて、ちょっとイライラしてた」

　本来ならば、優越感に浸るところだろうに。間違った方向に進む感情を持て余して、どうにもならなくなっていた。

「私の噂話ですか？」

「美緒奈が綺麗だって噂話。美緒奈を誘うって意気揚々とね」

　今思い出しても胃の奥から得体の知れない黒い塊が持ち上がってきそうになる。

　美緒奈は俺の腕の中で顔を上げた。

「私の心は京介さんに独占されていますから。これ以上、独占しようがありません」

　満面の笑みで言う彼女が愛しくなり、柔らかい唇に自分の唇を重ねた。

　驚いたのか、美緒奈は一瞬だけ体を引いたが、すぐに俺に身を委ねた。

　わかっていたくせに。美緒奈がそんな誘いに乗ることなどないことは。

　その自信の裏で、時に不安が押し寄せる。幸せだからこそ、壊れる時が無性に怖い。

　しかし、それを恐れていたのでは、なにも始まらない。こんなにも愛しい存在がいる。それだけで十分じゃないか。

　唇を離し、美緒奈を見つめる。

「でも、切羽詰まった京介さんも素敵ですね」

「……そう言うな」

　額と額をコツンと突き合わせた。

　美緒奈にまで必死なことがバレバレじゃないか。つくづくカッコ悪い。

「私、けっこうこの状況を楽しんでいるんです。会社のみんなに内緒の社内恋愛を」

「内緒の社内恋愛？」

　美緒奈がコクンとうなずく。

「こうして副社長室でこっそりキスなんて、スリルがあってドキドキしませんか？」

　美緒奈は意外と度胸があるみたいだ。

　確かに、言われてみればそうかもしれない。たまにはこんなふうに美緒奈を呼び出して、こっそり逢おう瀬せを楽しむなんてのもいいじゃないか。

　もう一度キスをしようと思ったその時だった。

　無情にも、ドアをノックする音が部屋に響き渡った。

「はい」

　慌てて美緒奈から離れ、さも打ち合わせをしていたかのようにふたり揃ってソファに向かい合って座る。

　それと同時に、秘書の柳川さんが入ってきた。彼女が一礼して顔を上げる。

「芹川副社長、お約束のお客様がお見えになりましたが、いかがいたしましょうか」

「通してください」

　そう答える俺の前で、美緒奈は笑いをこらえるようにしていた。

「では上川さん、引き続きよろしくお願いします」

　口元に力を込め、なんとか真顔を作る。

「かしこまりました」

　美緒奈は頭を下げ、甘い余韻を残して副社長室を出ていった。

　そのうしろ姿を見つめていると、柳川さんが軽く咳払いをする。

「副社長、唇をお拭きになったほうがよろしいかもしれません」

　唐突に言われてギクリとする。

　気が動転して彼女を見ると、意味深な眼差しを俺に向けながら、デスクにあったティッシュペーパーを差し出した。

「ありがとう……」

　無様に焦りながらそれを一枚抜き取り、唇を拭う。そこには、ピンクのルージュが薄っすらと付いた。

「このことは決して口外いたしません」

　柳川さんが笑いをこらえるように口元を引きしめる。それでも目元が笑っているものだから、弱みを握られたような立場になった。

　とはいえ、そこまで真剣に思い悩むほどのことはない。コソコソするつもりが俺にはないから。いっそのこと彼女の口から噂が流れたほうがいいような気さえする。

「隠すつもりはありませんので、無理にとは言いませんよ」

　余裕の笑みで返すと、柳川さんも微笑を浮かべた。
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スイートハネムーン




　美しい鏡のようなブルーラグーン。真っ白な砂浜。フォトジェニックな『タヒチ』を象徴する水上コテージが、遠浅の海に弧を描く。

　タヒチの首都『パペーテ』から国内線へと飛行機を乗り換え、私たちはハネムーンで『ボラボラ島』へとやってきた。

　約一年半の恋人期間を経て、私は京介さんと結婚。私の実家があった房総に、ル・シェルブルのホテルが完成したのが五月のはじめ。その一週間後に一組目のカップルとして、私たちはそこで披露宴を執り行った。そして、結婚式の余韻が覚めやらぬまま、翌日ハネムーンへ向かった。

　赤道に近いため常夏のタヒチは、太平洋から吹いてくる貿易風のおかげで爽やかな気候。乾期のこの時期は気温も二十七度前後と、とても過ごしやすく感じる。

　新婚旅行はタヒチに。それは大学生のころからの夢だった。確か最初は、テレビの旅番組を見たのがきっかけだったと思う。部屋から真っ青な海に直接飛び込める水上コテージに、私の心は一気にさらわれてしまった。

　同じくタヒチの『モーレア島』にはル・シェルブルのグループホテルがあるけれど、京介さんを仕事から完全に離れさせてあげたくて、いくつかある島の中からボラボラ島を選んだ。

　普段から京介さんは、私のお願いごとに首を横に振ることはない。新婚旅行の要望にも、当然ながら快くうなずいてくれた。

　ただ、舞子さんが『私も一緒に行きたいわ』と言いだした時には、どうなることかとヒヤヒヤしてしまった。さすがの京介さんも、『新婚旅行なんだから遠慮して』と断ってくれたからよかったけれど。ここに舞子さんが一緒だったら、さぞかし賑やかな旅行になったに違いない。

　ムーンシャワーのライブ以降、舞子さんとは良好な関係を保てている。ふたりでショッピングへ行くこともあり、そんな時にはライブの時のように『美緒奈さんに似合うものをすべていただけるかしら』と、店員や私を驚かせることもしばしば。『娘にこうしていろいろ買ってあげるのが夢だったのよ』と言われ、私も母親がふたりできたような気分だ。

　案内された水上コテージはプライベートプールも備え、スイートルームの造りになっていてとても広い。ガラス張りになったリビングの床からは海が覗け、小窓を開ければ、魚やウミガメにエサをあげることもできるみたいだ。

　ティアレの花がデコレーションされたベッドルーム。部屋との仕切りがなく開放的な広いバスルーム。窓から見える景色は、まるで写真集のようで、とにかくどこを見てもため息しか出てこない。

「京介さん、見てー！　すごく素敵！」

　コテージ内をはしゃぎながら見て回る。

　テラスへ出ると、海へと続く階段から宝石色に輝く美しい海に直接飛び込むことができるようだ。その階段を数段下り、つま先を海に伸ばす。

　……わぁ、気持ちいい。あ、魚もいる！

「ねー、京介さーん、こっち――」

　魚を見せようと京介さんを呼んだ刹那、不意にうしろから抱きしめられた。

　ふわりと京介さんの香りに包まれ、甘い気持ちにさせられる。

「美緒奈、疲れてない？」

「ぜーんぜん」

　隠しようのない笑みで首を横に振る。

　短いとは決して言えない空の旅だったけれど、その疲れはタヒチに着いた途端に吹き飛んだ。

　どこまでも白い砂浜に透明度の高い海。美しい『オテマヌ山』。そんな景色を見れば、たぶん誰もがそうだろう。

「それならよかった」

　私を階段から引き上げ、京介さんがさらに私を強く抱きしめる。下ろしていた私の長い髪をかき上げ、首筋に沿ってキスを落としていく。

　軽く啄むようにして唇が前へ移動していくのに合わせ、私は体を反転させた。向かい合った京介さんが私を見つめる。

「飛行機にも個室があればいいのにな」

　京介さんがおかしなことを言うから、私は「どうして？」と笑いながら尋ねた。

　ところが京介さんは、私につられて笑うことなく真顔だ。

「ずっと美緒奈に触れたくて。抱きたくてたまらなかった」

　熱い瞳で言われ、胸が一気に高鳴る。実は、私も京介さんと同じだったから。

　ファーストクラスの空の旅は快適だったけれど、どうしたって人の目はある。隠れてこっそりキスするくらいが限度。早くふたりきりになりたくて仕方がなかった。

「もう我慢の限界だ」

　京介さんが私を軽々と抱き上げる。

　その首に抱きついた。

「待って。その前にシャワーを浴びたいです」

　長時間の移動で汗をかいてしまった。汗くさいまま京介さんに抱かれたくはない。

「それじゃ一緒に」

　京介さんは行き先をベッドルームからバスルームへと変えた。

　シャワーを浴び終えるまで待ちきれず、キスをしながらお互いの着ているものを脱がせ合う。裸を見られるのが初めてというわけじゃない。それでも恥ずかしさに身をよじると、京介さんは甘い声で「ダメ」と囁き、一秒と開けずに唇を奪う。

　シャワーの温水が降る中、貪るようなキスが私の意識を飛ばしていく。無我夢中で交わすキスに呼吸が間に合わない。

　ただ、それが苦しいとは感じなかった。それどころか心地よくて、京介さんに触れられる場所から熱が噴き出す。

　京介さんをもっと感じたくて、その背中に腕を回した。




「美緒奈、少し熱っぽくないか？」

　京介さんにそう言われたのは、翌日の朝のことだった。

　午前八時、まもなくボートで朝食が運ばれてくる。

　ベッドで京介さんの腕に抱かれながら、額に彼の手が当てられた。

「そうですか？　そんなことはないと思いますけど……」

　熱っぽいのだとしたら、それはきっと昨夜の濃密な時間のせいだ。

　テラスからバスルームへ移動したあと、ベッドまで待てずにシャワーに打たれたまま何度となく抱き合った私たち。ベッドへ移動すれば夕食をとるのも忘れて、明け方近くまで京介さんと吐息を交えていた。

　だから、今もまだ体が熱を持っているだけじゃないか。

「そう？　それならいいけど。そろそろシャワー、浴びてこようか」

「はい」

　ところが、シャワーを浴びようとベッドから下りようした時だった。

　視界が突然くらっと揺れる。足元がふらついた。

　京介さんの熱に浮かされているというのは、私の思い込みだったのかもしれない。本当に体調が悪いのかも。

「大丈夫か？」

「……はい」

　京介さんが私を抱きとめ、再びベッドへと横たえてくれた。

「やっぱり熱があるんじゃないか。ごめん。俺のせいだな」

　眉尻を下げ、心配そうに私を見る。

「どうしてですか？」

「求めすぎて美緒奈に無理をさせたから」

　その言葉に、昨夜のシーンが一つひとつ蘇ってくる。何度抱き合っても足りなくて、いっそのことずっとつながっていられたらいいのにとすら思った。

「それなら私も望んでいたことですから」

　うっかり正直に答えて顔が熱くなる。

　自分から京介さんを求めるなんて、これまでしたことがなかった。

　京介さんはふわりと笑うと、私の額にキスを落とした。

「今日はゆっくり休むことにしよう」

　京介さんの提案に、思わず体を起こす。

　そんなのは嫌だ。

「せっかくハネムーンに来たのに、寝ているなんてもったいないです」

　滞在期間は、わずか二週間。京介さんとふたりきりで過ごせる貴重な時間は限られている。半年後には社長へ就任することも決まっていて、これまで以上に忙しくなることは目に見えていた。だから、ここで過ごす時間は、一分でも一秒でも惜しいのだ。寝ている場合じゃない。

　つい熱を込めて反論すると、京介さんがクスクス笑う。

「面倒くさがりの美緒奈が珍しいことを言うものだな」

　ナオミに化けておしとやかなお嬢様を装っていたことが嘘のように、正体を明かしてからはすっかり素を見せている私。京介さんにも、私の口癖はすっかりバレてしまっている。

　痛いところを突かれて言葉に詰まった。

「でも――」

　なんとかベッドで休まずに済ませられないものかと理由を探そうとすると、京介さんは私の手を優しく握った。

「なにもしない贅沢ってのも、たまにはいいもんだ。美緒奈も日本では忙しかっただろう？　母さんのスパルタもあったし」

　最後のひと言には、申し訳ないという気持ちが京介さんの笑みに滲む。

　彼と同じく本社に勤め続けるわけにはいかなくて、私は四月初旬に現場に異動させてもらっていた。舞子さんの逆鱗に触れた際に束の間勤務していたホテルだ。

　とはいえ、やるのは支配人の秘書業務。疲れるほどのこともない。

　それに舞子さんのスパルタというのはちょっと大げさだ。舞子さんは、京介さんの好物だというビーフシチューの作り方を親切に教えてくれていただけ。

「とにかく美緒奈は、体調がよくなることだけを考えて」

　そこまで言われてしまえば、もう従う以外にない。

「……わかりました」

　素直に体をベッドに横たえたのだった。




　それから三日が過ぎていった。ふたり揃ってコテージから一歩も出ず、食事もすべてホテルのスタッフに運んでもらっていた。

　なにもせずのんびり過ごしたおかげで、私の体調はすっかり回復。万全と言えるほどだった。

　私が寝ている間の京介さんは、テラスのソファで足を投げ出して、のんびりと読書タイム。かたわらに積まれていた本は、次から次へと既読になっていった。

　間もなく夕暮れが訪れる時間。空と海が真っ赤に染まっている。

「京介さん」

　テラスで涼しい風に吹かれながら本を読んでいる京介さんの隣に腰を下ろすと、「起きて大丈夫？」と、彼が私の腰をそっと引き寄せた。

「大丈夫です」

　京介さんが私の額に自分の額をコツンと当てる。

「よし、上がってないね」

　彼は安心したように笑った。

　熱が出ていたのは最初の一日だけ。それからは上がる気配はまったくない。私が思うに、あれはやっぱり京介さんと抱き合うことで生じた熱を放っていただけなんじゃないだろうか。

　それなのに京介さんときたら心配性で、まだ安静にしているようにと私をベッドに拘束。逆に寝すぎて頭がぼーっとするくらいだ。京介さんの優しさは嬉しいけれど、過保護すぎるところがたまにキズかもしれない。

「今日はなんの本？」

「データ分析の力～真実を見抜く思考法」

　表紙を私に見せながら、京介さんが答える。

　またまた難しそうなタイトルだ。昨日は確か【近未来のビジネス・生存の原則】とかいうタイトルだった。

「ねぇ、京介さん」

　彼の肩に私の頭をもたれかけ、甘えた声をかける。

「どうした？」

「その本、面白いですか？」

　私の質問に京介さんがクスッと笑う。

「まぁそうだね」

　彼はまるで子供をあやすように、私の頭をポンポンした。〝おとなしくしててね〟というところか。

　でも、もうそろそろじっとしていることにも飽きてしまった。なにもしない贅沢は、堪能しすぎてお腹がいっぱい。

　そしてなによりも私を不満にさせるのは、京介さんだった。あれっきり私に指一本触れてくれないのだ。キスをするのも頬か額にだけ。熱が上がったらいけないからと、私を大事に扱いすぎる。京介さんにしてみれば、具合の悪い私に手出しは無用ということなのだろうけれど。

　せっかくロマンチックな楽園に来ているのに、ロマンチックなひとときを過ごしたのは初日の夜だけ。私もそろそろ京介さんと甘い時間を共有したい。

　思いきって、彼の耳たぶにキスをしてみる。

　すると京介さんは、少し驚いたように私を見て困ったように笑った。そして、仕方がないなといった様子で、私の頬に唇を押し当てる。

　けれど、キスはそれっきり。京介さんは再び本へと目を落としてしまった。

　京介さんの横顔を恨めし気に見つめる。

　私の視線に気づいているはずなのに、完全に無視する気のようだ。

　よーし、こうなったら……。

　ソファから下り、京介さんの真ん前に立つ。

　彼は未だ本に夢中だ。

　小難しい本になんか負けていられない。妙な闘争心が芽生えた。

　着ているワンピースのファスナーに手をかける。京介さんに背中を向け、気づいてもらえるようにオーバーアクションで、できるだけゆっくりと脱いでいく。

　キャミソール姿になったところで、ようやく京介さんが私を見てくれた。その瞳がほんの少し揺らぐ。

　ストリップショーなんて、はしたないと思われたかもしれない。でも、いったんやり始めてしまったからには止められない。それに、京介さんの興味を引くことが、私にはほかに思いつかないから。

　幸いにもこのコテージのテラスは水平線を臨むほうを向いていて、ほかからは死角になっている。

　気を強く持ち、今度はキャミソールの肩かた紐ひもを指先でつまむ。はやる気持ちを押さえつけ、じっくりと焦らすようにそれを足元に落とした。

　京介さんが私をじっと見つめる視線に、どことなく熱が込められるのを感じる。

　あともうひと息……。

　京介さんが足を投げ出しているほうからソファに上がった。彼を上目づかいに見つめながら両手両膝を突き、ゆっくりと這はっていく。

「読書の時間は、もうおしまい」

　京介さんの手から本を取り上げ、ソファの下へそっと置く。動かずに私を見ているばかりだった彼に唐突に唇を重ねた。

　薄く開いた唇の隙間から舌を滑り込ませる。歯列を割って、京介さんの舌に自分の舌を絡ませた。

　私がこんなことをするなんて……。

　自分からそんなキスをしたのは初めてだった。そんなことができるのは、日本から遠く離れているせいだろう。開放的な気分がそうさせているに違いない。

　私にされるがままになっている京介さんのＴシャツを脱がせた時だった。

　それまで受け身だった彼が、不意に私の手首を掴む。そして視界がぐるっと反転。あっと思う間もなく、私はソファに組み伏せられてしまった。

「そんなに俺を煽あおってどうするつもり？」

　私の両手を拘束した京介さんが、艶っぽい瞳で私を見下ろす。

　ドキッとして言葉に詰まってしまった。

「……京介さんが全然構ってくれないから」

「それは美緒奈の体調が――」

「もう大丈夫なの」

　思わず声のトーンを上げて、京介さんの言葉をシャットアウトする。

「だから……」

　ところがその先が言えず、私はごにょごにょと口ごもる。大胆なことをしておいて、今さらながら恥ずかしさに目を逸らしてしまった。

「だから、なに？」

　私の視線を追いかけて、京介さんが目を覗き込む。彼の目元に笑みが滲んだ。優しい眼差しに潜んだいたずら心が丸見えだった。

　京介さんは意地悪だ。

「わかってるくせに」

　ぷいと顔を反対側に背けると、京介さんは私の頬を優しく撫でた。

　目の端で京介さんが微笑む。

「美緒奈、こっちを見て」

　京介さんに言われて、ゆっくりと彼へ向き直る。

「本当にもう大丈夫？」

　真顔で問われてうなずく。

「京介さんは、私としたくないですか？」

　恥ずかしげもなく単刀直入に聞いてしまった。もう回りくどいことはしていられない。私は、京介さんと甘くて濃密な時間をもっと楽しみたい。誰にも邪魔されない時間を有効に使いたい。

　私の質問に京介さんが破顔する。

「俺が、どれだけ我慢していたかわかる？」

　京介さんの目が熱を孕はらんだように見えた。

「美緒奈の寝込みを何度襲おうと思ったことか」

「それなら、そうしてくれてもよかったです。私も……したかったから……」

　京介さんが口の端で笑う。穏やかに笑った目元が艶めいて、ドキッとさせられる。

　彼の指先が私の髪をすいたあと、唇にたどり着く。親指でそっと私の下唇を撫で上げると、耳元に口を寄せ「誘惑した責任を取ってもらうよ」と囁く。

　でも、誘わせたのは京介さんだ。

　腕を背中に回しキスをねだる。

　それなのに京介さんはなかなか唇にくれず、額やまぶた、頬に思わせぶりに唇を這わせる。

　こらえきれなくなった私は、自分から京介さんに口づけた。

　深くなっていくキスが、私の理性を奪っていく。私の体をなぞるフェザータッチの指先がもどかしい。

「美緒奈の全部を見せて」

　京介さんのかすれる声が私を突き動かす。キス同様、わざと核心部分を避けるような京介さんの指先が歯がゆくて、自分の手で誘導してしまった。

　ところが、京介さんが「ダメだよ」と私の両手を片手で拘束する。焦らす手を緩めるどころか、京介さんはさらに私を意地悪く攻めたて、私は彼の腕の中で身悶えるばかりだった。

「さすがにここじゃまずいから、ベッドに行こう」

　京介さんに抱き上げられ、テラスからベッドルームへと移動する。身に着けているものを忙しなく脱ぎ捨て、京介さんは再び私の全身にキスの雨を降らせた。




　一緒に果てたベッドの上。京介さんはゴロンと体を横たえ、酸素を取り込もうと胸を上下させた。そして私を引き寄せ、耳元で甘く囁く。

「美緒奈があんなに乱れるなんてね」

「乱れてなんて！」

　腕の中で反論するけれど、自覚がなかったわけじゃない。いつもより大胆だったのは確かだ。

「それじゃ、『もっと』って言ってたのは空耳？」

「や、やめてください！」

　恥ずかしさのあまり、京介さんの体に顔を埋める。思い返しただけで顔から火が出てしまう。

「かわいすぎて反則だぞ。ほら、顔上げて」

　言われて顔を上げた途端、重なる唇。すぐに深くなるキスが、私の体に再び火を点ける。まだ残る火照りが、京介さんから与えられる快感を求めているのがわかった。

「続き、する？」

　甘い声で誘うように囁かれて、首を横に振れるわけがない。私は答えの代わりに、京介さんの手に指先を絡めた――。
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あとがき




　こんにちは。紅カオルです。このたびは、書籍三作目となる本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　タヒチへ行きたーい！　思わずそんなことをパソコンの前で叫んだのは、書き下ろし番外編を書き終えた時でした。諸事情でタヒチ行きを諦めた過去があり、京介と美緒奈を私の代わりに行かせたのですが、タヒチ熱が再燃して悶々としております。

　私のそんな事情はさておき、もしも、普段の自分とまったく違う人間になれるとしたら、皆さんはなにをしたいですか？　私はやはり、絶対的に出入りのできない場所へ美緒奈のように潜入してみたいです。

　最初こそパーティーへの参加を拒んでいた美緒奈ですが、劇的に変わった自分を見て相当嬉しかったはずです。変身願望は、誰でも少なからず持っているものですから。その代償の大きさはここに書くまでもありませんが……。

　そのお相手の京介は、これまで私が描いてきたヒーローとは真逆とも言えるキャラでした。ひたすら甘く優しく、そして華麗。読者さん受けがかなりよかったので、皆さんは溺愛が本当に好きなんだなぁと思った次第です。

　今回の書籍版では、新たなエピソードをふたつ追加しました。それにより、サイト版を既にお読みくださった皆様にもお楽しみいただけたのではないかと思いますが、いかがでしたでしょうか。どうか皆様が、京介の甘さにうっとりしてくださいますように……。

　いつも申し上げていることですが、本作を書籍として無事に世に送り出せたのは、たくさんの方々のお力添えがあってこそです。いつも鋭い指摘をしてくださる編集の増子様、編集協力のヨダ様、素敵なカバーを描いてくださっためろ見沢様。皆様のおかげで、素敵な書籍が完成いたしました。本当にありがとうございます。

　そして、読んでくださった皆様、いつも感謝の気持ちでいっぱいです。読者様の存在が執筆を続ける活力となっています。この場をお借りして心からお礼申し上げます。




　また次作でお目にかかれますように……。本当にありがとうございました。








紅くれないカオル


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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